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　僕のようにぽっちゃり系の人、いるかな？

　わりと太り気味で、なおかつ『なんだか最近つまらないなあ』って感じてる人、いるかな？

　自信を付けたい。明るくなりたい。活発になりたい。社交的になりたい──。

　そんな風に感じてる人、いないかな？




　そんな人たちにこそ、僕はダイエットをオススメしたい。

　ダイエットっていうのは、最も身近な『変身』の手段だと思う。大幅な減量をすると別人になれる。その経験は、間違いなく大きなターニングポイントとなるんだ。




　大げさだろうって？　……そんなことないよ。

　なにせダイエットをすることで僕の人生は完全に変わっちゃったんだからね──。
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　──ダイエットなんて、大だい嫌きらいです。




　神かん林ばやし憐りんさんは、ハッキリとそう言っていた。

　ダイエットについてとても詳しいのに。

　減量に挑いどむ僕に、いつも的確なアドバイスをくれるのに。

　彼女はダイエットという行為自体を忌いみ嫌きらっていたんだ。

　そんな矛む盾じゆんが生じた原因について尋たずねても神林さんはなにも話してはくれない。

　でも、たった一言だけ、彼女は謎なぞめいた言葉を発したことがあった。

　後にして思えば、そのセリフこそが神林さんの葛かつ藤とうに繫つながっていたのかもしれない。







　──ダイエットというのは身体からだだけでなく心まで瘦せさせてしまうのです。
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「私は天才かもしれない」

　三月のとある放課後。ダイエット部の部室。

　ドアを開けるなり僕──大おお村むら秋しゆう馬まの耳にそんなセリフが飛び込んできた。

「凄すさまじい偉業を成し遂とげてしまったぞ！　自分の才能が怖こわい！　怖すぎる！」

　五畳ほどの狭い部室のド真ん中。クラスメイトで部員でもある二戸にのへ雪ゆき乃のさんが、パイプ椅い子すの上に立って『荒あらぶる鷹たかのポーズ』で感動に打ち震ふるえてる。頭につけてるヘッドセットのクマ型イヤーパッドも、心なしか感激の涙に濡ぬれてるように見えた。

　妙みような言動を慎つつしめば二戸さんはモデルにだってなれるような黒髪の美少女なんだけど……なんだか、いろいろともったいないなあ、と遠い目をしてしまう僕。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす僕の後ろから部室へ入ってきた幼なじみの朝あさ凪なぎ来くる海み＆ダイエット部の部員である聖しよう護ご院いん琴こと音ねさんが、ほぼ同時に二戸さんに声を掛けた。

「今日は早いのね、ゆっきー☆」

「私、すぐにお茶を入れますねっ。あ、そうそう。神林さんはクラス委員としてのお仕事があるそうで、部活には遅れてくるとのことですよ」

「おいおい、きみたち。スルースキルが発達しすぎだぞ」

　二戸さんは椅子から降りて腰に手を当てる。

「私の素晴らしい偉業を聞きたいとは思わないのかね？」

「別に聞かなくてもいいわよ」

　二つに結んでる長い髪を鬱うつ陶とうしそうに手で払いつつ、来くる海みはパイプ椅い子すに腰掛けた。

　僕も隣となりの椅子に座りながら幼なじみを眺ながめやる。

　来海は僕と同じ高たか森もり第だい一いち高こう校こうの一年生だけど年齢は一四歳だ。アメリカで飛び級をして高校生として編入してきた。

　でも、彼女を見たら誰だれもが小学生と間違えるだろうね。くりくりした目も、ぷっくりした頰ほおも幼さが残ってる。背は低めで体型もつるぺたーんとしてて……うん。我が幼なじみながら一四歳には見えない。

　幼さが残っているからといって可愛かわいくないかと問われれば──答えは否だ。

　アメリカに行っていたせいで会えなかった五年間。その間に幼なじみは見み惚とれてしまうほどの美少女に成長していたんだ。凶きよう暴ぼうな性格が変わらなかったのが悔くやまれるよ、ホントに。

　ロリっぽいルックスには不ふ釣つり合あいなほど大人びた動作で来海は肩を竦すくめた。

「来海は気付いたの。ゆっきー☆の思いつきって、ほとんどの場合、面白い動画を撮とりたいから言ってるだけでしょう？」

　二戸にのへさんは動画共有サイト『ヌコヌコ動画』で自作の動画を公開することを趣しゆ味みとしているんだ。動画の再生数をどれだけ増やすかってのが彼女にとって全すべてに優先される価値観であるらしい。

「どうせまた来海にちょっぴりえっちなコスプレを着せて動画を撮りたいだけなんだもん。聞くだけ無む駄だよ。琴ことにゃんもそう思わない？」

　話を振られた琴こと音ねさんは、手て際ぎわよく紅茶を煎いれながら申し訳なさそうに答える。

「秋馬しゃんのフードファイトの動画は素晴らしいと思いますが……私の動画を撮られるのはとても恥ずかしいですね」

　僕は大食い業界では、それなりに知られたフードファイターだ。

『いくら食べても吸引力の変わらないただ一人の男──ダイソン』

　そんな二つ名で呼ばれてたりする。

　特にデカ盛りメニューで町おこしに成功した我が町、高たか森もり町では結構な有名人だ。商店街のどのレストランにも僕のサイン色紙が飾かざってあるくらいだからね。

　僕の活かつ躍やくを撮さつ影えいした二戸さん作成の動画『高森町フードファイト』は、かなりの再生数を誇る人気コンテンツだそうだ。

　琴音さんも、この動画のファンだって言ってた。『おやすみの前に、何度も繰り返し再生しているんですよ。はゎゎゎ……』なんて顔を赤くしてたっけ。彼女はおしとやかなお嬢じようさまなのに大食い動画が好きだなんて変わってるよなあ。父であり町長さんでもある大だい五ご郎ろうのおっちゃんがファミレスを経営しているのも関係しているのかな？

　ま、僕としてはフードファイトなんかより琴音さんが映ってる動画の方が何倍も素晴らしいと思うけどね。

　たとえば先日のこと。琴こと音ねさんと来くる海みにメイド服を着せて、『踊おどってみた』とかいうジャンルの動画を撮さつ影えいしてた。ダンス動画のことを、そんな風に呼ぶらしい。

　琴音さんはおっとりとした雰ふん囲い気きの美少女で、なおかつスタイルが抜ばつ群ぐん。ダンスをするとぽよんぽよんと胸元が揺れちゃってたりして……思い出すだけでドキドキしちゃうよ。二戸にのへさんに無修正版（アップロードする前に修正して顔を隠かくすそうだ）を見せてもらえて本当にラッキーだった──って、痛あっ!?

　来海が僕を睨にらみ付けて椅い子すに座ったままスネに蹴けりを入れてきた。

「秋しゆうちゃん。鼻の下が伸びてるわよ？　ヘンなこと考えてんじゃないでしょうね!?」

「な、なにも想像してないよ！　誤解だって！」

　……どうしてバレたんだろう。来海のヤツ、超能力でも持ってるのか。

　来海はフンと鼻を鳴らして、二戸さんの方を向き直った。

「どんなこと思いついたか知らないけど、変な動画を撮とろうって魂こん胆たんならお断りよっ！」

　しかし、二戸さんはピッと立てた人差し指を横に振った。ちっちっちと舌を鳴らして。

「勘かん違ちがいしないでくれたまえ、くるみん。今回はきみたちの動画を撮影したいのではない。既すでに動画は撮影してある。私はとんでもないスクープ映像をゲットしてしまったのだ!!」

　ヌコ厨なクラスメイトはウインクを一発。

「しかも、その動画がダイソンのダイエットにも効果を発揮するのだよ。気になるだろう？」

　ダイエット──その単語が出た瞬しゆん間かん、来海の目の色が変わった。

「秋ちゃんが瘦やせられるの!?　それを早く言いなさいよね。だったら話は別よ。聞かせてもらおうじゃないの」

　ここダイエット部は、女の子たちが瘦せるために作られた部活じゃない。

　正式名称は『大おお村むら秋しゆう馬まをダイエットさせて格好良くしちゃうぞ♡部』。

　現在、体重一一七キロの僕をスマートにするために来海が発足したクラブなのだ。

　お茶の入ったカップを僕たちの前に置き、琴音さんも椅子に腰掛けた。僕の右みぎ隣どなりに座って瞳ひとみをキラーンと輝かせている来海とは対照的に左隣にいる琴音さんはちょっぴり顔を曇くもらせてる。僕の出っ張ったオナカをチラチラと横目で眺ながめて。

「むむぅ。ダイエットに役立ってしまうのですか……あまり素す敵てきなお話ではありませんね……」

「ん？　どうしたの、琴音さん。深刻そうな顔になってるけど……。僕のオナカがどうかしたかな？」

「はゎっ！　いえ、なんでもありません！　どうぞ、お話を続けてください！」

　琴音さんに促うながされ、二戸さんはうむと頷うなずいた。

「ところで、きみたちは『ホラー画像ダイエット』というのは知っているか？」

「ほ、ほほほ、ホラー画像ダイエット？　な、なんだか怪あやしげね……」

『ホラー』という単語が出た瞬間、幼なじみはほっぺを強こわばらせる。

「うむ。インターネットの掲けい示じ板ばんなどで、ひそかに行われているダイエット法なのだよ。ダイエット中はオナカが空いてとても苦しいだろう？　そんなとき、不気味な画像を見て空腹を紛まぎらわせるのだそうだ」

「確かに、それはごはんが美お味いしくなくなっちゃいそうだよねぇ……」

　さすがの僕でも心しん霊れい写真やグロテスクな画像なんかを見せられたら、食事の気分じゃなくなりそうだ。僕の旺おう盛せいすぎる食欲が完全になくなるとは思えないけどさ。

「で、私は考えた。画像よりも動画の方がより効果的なんじゃないか、とな。音と動きで臨場感も倍増だ！」

　琴こと音ねさんは手を組み合わせ、幾いく度ども頷うなずいた。

「仰おつしやってること、よくわかります。秋しゆう馬ましゃんの食べる姿をおさめた写真もよいものですが、動画の方がオナカの『ぷるんぷるん感』というか『ぽよんぽよん度』が段違いですからねっ」

「だろう？　恐きよう怖ふ映像というのはヌコヌコ動画でも人気のあるジャンル。ダイソンのダイエットに役立つ上、再生数も稼かせげるなら一石二鳥だ。そこで心霊動画の撮さつ影えいに挑ちよう戦せんしてみたのだが──やはり、私は天才だった。このゆっきー☆は神に選ばれしうｐ主だったのだ！」

　二戸さんの頭のテッペンから飛び出したアホ毛が自じ慢まんげに揺れた。

「なんと、私は本物の幽霊を動画におさめてしまったのだよ!!」

「本物の……幽霊……？」

　幼なじみの細いノドがコクリと鳴った。

「前置きが長くなったな。今日は『ホラー動画ダイエット』と題して、私が撮影した心霊動画の鑑かん賞しよう会かいをしようと思う！　みんな、ぜひ私の撮とった稀き代だいのスクープ映像をその目に焼き付けてくれ！」

　愛用のタブレットＰＣをテーブルに置く二戸さん。

　しかし、液えき晶しよう画面を手で覆おおって来くる海みは首を横に振った。

「やめて！　そんなの絶対に見たくないわ！」

「むぅ。なぜだ？　すンごい幽霊が映ってるんだぞ？」

「そ、そんなの興味ないし」

　口をへの字にしてそっぽを向いてしまった来海に代わり、僕が説明してあげる。

「来海は恐怖映像とか、心霊ものは苦手なんだよ」

「なんと。くるみんは恐こわがりだったのだな」

「べ、別に、怖がってるわけじゃないわ！」

「あはは、ウソつくなよ。ホラー映画のＣＭを見ただけで来海はトイレに行けなくなっちゃうじゃないか。真夜中に僕の部屋に来て、一いつ緒しよにトイレまで着いてきて欲しいって何度も叩たたき起こされたことが……」

「うにゃー！　バラすんじゃないわよ！」

　顔を真っ赤にして、幼なじみは僕の肩にポカポカとパンチをしてくる。

　二戸にのへさんは琴こと音ねさんに向き直って。

「琴にゃんはどうだ？　きみも恐きよう怖ふ動画は苦手か？」

「実はあまり、そういったジャンルの映像は見たことがないんです。お父さまが厳しくて、お友だちと映画鑑賞する機会もありませんでしたし。……みなさんが一いつ緒しよなら拝見したいです」

「もちろん、僕も見せてもらうよ」

　正直、僕もあまりホラーは得意じゃない。でも、『本物の幽ゆう霊れいを撮さつ影えいしてしまった！』なんて豪ごう語ごされたら興味がわくよね。

「そうか。では、くるみんは席を外してくれ。三人だけで鑑賞会をしようではないか」

　しかし、来くる海みは席を立とうとはしなかった。

　ぷくっとほっぺを膨ふくらませて、小声で吐はき捨すてる。

「……来海も見るもん」

「大だい丈じよう夫ぶなの？　無理しないでいいんだぞ」と、僕は幼なじみを気き遣づかう。

　だが、来海はフンと鼻を鳴らした。

「これもダイエットの一いつ環かんだっていうなら、ダイエット部の部長として逃げ出すわけにはいかないわ。ていうか、来海は怖こわがってないしっ。おばけとか全然信じてないしっ」

「素晴らしい心がけだぞ、くるみん。あ、そうそう。コスプレ用の縞しまパンならストックがたくさん用意してあるから、必要になったら言ってくれたまえ」

「縞パンって──縞々ぱんつ？　必要になるってどういう意味？」

　首を傾かしげていた来海は、ほどなくクワッと目を見開いた。

「って、来海はおもらしなんてしないわよ！　馬鹿なこと言ってないで、さっさと動画とやらをはじめなさーい!!」

「ふはははは！　見終わった後でも、同じセリフが言えるかな？」

　高笑いをしながら、二戸さんは動画ソフトを起動させた。

「では、再生するぞ」

　再生ボタンにタッチをすると動画が流れ出す。

「まだ編集前の動画なんだ。タイトルも音楽も入っていない」

　唐とう突とつに液えき晶しよう画面に映し出されたのは──宵よい闇やみに包まれた石段だった。

　夜空まで届きそうなほど長い石造りの階段を、カメラはゆっくりと下から舐なめていく。

　この階段には見覚えがあるよ。

「ここは……高たか森もり稲荷いなりだね」

「そう。レンレンの家だ」

　ダイエット部の部員でもある神かん林ばやし憐れんさんのおうちは神社なんだ。彼女は巫み女こさんとしてお手伝いをしている。

　石段からパッと画面が切り替わった。クマの着ぐるみの顔が大写しとなる。

　二戸さんは動画に映るとき、いつもクマ形のかぶり物をするのだ。

『やあやあ、ヌコ厨ちゆうのみんな。ゆっきー☆だ。今回は私が住む町でも有数の心しん霊れいスポットにやってきたぞ。ここには幽ゆう霊れいが出るというウワサがあるのだ』

　高たか森もり稲荷いなりには幽霊が出る──そのウワサは我が町では有名なものだ。

　ご町内の人たちにも知れ渡っていて、ここ最近はめっきり参拝客も減ってるらしい。

『現在の時刻は夜の二時すぎ……。草木も眠る丑うし三みつ時どきだ。きっと幽霊も姿を現してくれることだろう。期待していてくれたまえ！　では、行くぞ！』

　カメラと懐かい中ちゆう電でん灯とうを構え、二戸さんは石段を昇っていく。

　一段昇るごとに画面が大きく揺れた。

『……ふうむ。暗いな。気をつけなければ転んでしまいそうだ。手ぶれがひどいかもしれないが少し我が慢まんしてくれ』

　高森稲荷の石段には外灯が少ない。懐中電灯をつけていても足下は薄暗かった。

　うっすらと苔こけむした石段を踏みしめ、二戸さんは慎しん重ちように歩を進める。

『ハァ……ハァ……』

　かぶり物のせいで息苦しいのかな。二戸さんの呼吸が乱れていた。

　吐と息いきと足音だけをＢＧＭに、暗くら闇やみに沈む階段をひたすら昇り続ける。

　カメラマンの視点だから、まるで見てるこっちも一いつ緒しよに薄暗い石段を昇ってる気持ちになってくる。ホラーゲームでもやってる気分だ。

　そのとき──ぎゅぎゅっ。

　ほぼ同時に、左右から僕の制服の袖そで口ぐちがそっとつかまれた。

　来くる海みと琴こと音ねさんが僕の制服を握にぎり、はゎはゎと唇くちびるを震ふるわせてる。二人とも早くも怖こわくなっちゃってるみたいだ。

『……よし、到とう着ちやくしたぞ』

　二戸さんは階段を昇り終えた。

　そこは境けい内だい──だと思うのだけれど、真っ暗でなにも見えなかった。深夜だから外灯が消されていたんだ。

　二戸さんは懐中電灯を鳥居に向けた。

　鳥居の中央に刻まれた『高森稲荷』の文字を照らす。

『場所が特定できないよう一部にモザイクを掛けさせてもらう予定だが……見ての通り、ここは神社なのだ。この神社の境内には女の霊れいが出るらしい……』

　参道を奥おくへと進み、狛こま犬いぬへと二戸さんは歩み寄った。

　高森稲荷は全体的に古びた雰囲気だけど狛犬はピカピカだった。

　純白のボディに赤い隈くま取どりが施ほどこされた石像が二体、台座の上に座っている。

　暗くら闇やみに白い狛こま犬いぬがぼんやりと浮かび上がっているようで、妖あやしげな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

　しばらく狛犬の撮さつ影えいをしていた二戸にのへさんは、自分撮りをしてクマ顔をレンズに近づけて。

『では、境けい内だいをぐるっと一周してみよう。社務所には神主さんご一家が住んでいる。ご迷めい惑わくにならないよう静かに探検するぞ……』

　シャッターが閉められたお守り売り場や手水ちようず場ばの周まわりを徘はい徊かいしたり、賽さい銭せん箱ばこの奥おくを覗のぞき込こんだり、絵馬に書かれた文字を読んでみたり。

　二戸さんは懐かい中ちゆう電でん灯とうを頼りに真っ暗な境内を歩き回った。

『痛絵馬は……むう、ないようだな。我が町を舞ぶ台たいにしたご当地アニメでもつくってくれれば増えるだろうに！　解せぬ！』

　最初のうちはテンション高めに実じつ況きようをしていたんだけど……、さしものヌコ厨ちゆうも次第に怖こわくなってきたようだ。

『そ、それにしても暗いな……。夜の神社がこんなに不気味なものだと思わなかった……。そろそろ帰ろうかな……』

　来くる海みが液えき晶しよう画面に向かって声を張り上げた。

「そうよそうよ！　帰りなさい！　そこ、すっごく怖いんだから！　どうなってもしらないわよ！」

　神かん林ばやしさんに部員になってもらいたくて、コイツはたった一人で高たか森もり稲荷いなりの境内に居座ったことがあるんだ。経験者だからこそ怖さや心細さを理解できるんだろう。

　だが、映像の中の二戸さんはクマヘッドを横に振る。

『……いや、ダメだ。幽ゆう霊れいを撮影するまでは帰れないな！　もう少しだけ探検を続けよう！　本ほん殿でんの裏手に、小さな社やしろがあるらしい。そこにもお参りしてみる！　ヌコ厨のみんな、オラに元気をわけてくれ！』

「ダメよー！　ゆっきー☆のバカー！」

　来海が止めるのも聞かず（聞こえるわけがないんだけど）、カメラは進み出す。

　二戸さんは本殿の脇わきを抜けて裏手へと向かった。お社を探して参道を進んでいく。

　ちっちゃい頃ころの僕と来海にとって高森稲荷は格好の遊び場だった。だから、幾いく度どとなく裏手にあるお社にもお参りしたことがあるんだけど……よく知った場所だからこそ、僕にはわかる。あのお社へ、真夜中に、たった一人で行くなんて無む謀ぼうにもほどがあるよ。

　神社の裏手には鎮ちん守じゆの森が広がってて、お社は舗ほ装そうもされていない細い参道を抜けた先にある。真っ暗な夜の森を歩いていくことになるんだ。どんなに神経が図太いヤツでも怖くなるに決まってる。

　いちお、二戸さんだって女の子なんだから真夜中に出歩くのは危ないと思うしね。ああもうっ、せめて僕を誘さそってくれたら着いていってあげたのに！

『は、早まったかもしれない……お社を撮ったら、さっさと退散しよう……』

　落ち葉を踏みながら、二戸にのへさんはケモノ道みたいな参道を進んでいった。

　木々の間には漆しつ黒こくの闇が広がってる。懐かい中ちゆう電でん灯とうを向けても、光が吸い込まれて消えてしまった。それほどに深い闇。

『♪だ、大だい丈じよう夫ぶ～　ゆっきー☆のつくった動画だよ～』

　自作の歌を口ずさんで恐きよう怖ふを紛まぎらわせようとする。

『♪大丈夫～　大丈夫ったら……大丈夫～……』

　でも、あんまり効果はないようだった。すぐに歌声が萎しぼんでいく。

　画面の手ブレもひどくなった。怖こわさのあまり、カメラを持つ手が震ふるえてるんだ。

『うぅ、大丈夫じゃないかも……とてつもなく怖い……』

　心細そうに、二戸さんはうめく。

「「はゎゎゎゎゎゎゎゎゎ……」」

　来くる海みと琴こと音ねさんにも怖さが伝染しちゃったみたいだ。

　二人とも液えき晶しよう画面を涙目で見つめながらプルプル震えだしたかと思ったら──むぎゅぎゅっ。

　うわっ、僕の腕に抱だきついてきた!?

　右腕に来海、左腕に琴音さんの感かん触しよくを同時に感じる。

　──ふにっ。

　──ぽゆよんっ。
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　ボリュームの違う柔やわらかさが両側から攻せめてきて……動画に集中できないよ!!

「しゅ、秋しゆうちゃんも怖こわいでしょ？　仕方ないから来くる海みがくっついててあげる！　か、かかか、感謝しなさいよね！」

「ごめんなさい秋しゆう馬ましゃん、少しの間だけこうしていてください、はゎゎゎゎゎ……」

　そんな風に言われたら、ふりほどくこともできないし！

　両サイドから女の子にくっつかれ、さっきまでとは違ったドキドキ感に苛さいなまれることになった。

　動画の中の二戸にのへさんは、さらにお社やしろを目指して参道を進んでいく。

　やがて木立の間から小さな建物が見えてきた。物置ぐらいのサイズの祠ほこらだ。

『よかった……。ようやく辿たどり着ついたようだな……。このお社を軽く撮さつ影えいしたら終わりにしよう。心しん霊れい動画はこりごりだ……』

　安あん堵どの息を吐つく二戸さん。

　しかし、お社にカメラを向けようとした瞬しゆん間かん──フッ。

　懐かい中ちゆう電でん灯とうの明かりが消えた。

　画面が真っ暗になってしまう。

『お、おい！　ウソだろう！　やめてくれよ、こんなときに！』

　手のひらで懐中電灯を叩たたく。

　焦あせったような声と、懐中電灯を叩く音だけがスピーカーから響ひびいてきた。

　何発か叩くと、電池の接せつ触しよくが直ったみたいだ。

　懐中電灯は弱々しい光を取とり戻もどす。

『ははっ、はははっ、よかった。動画的に美お味いしいハプニングをゲットできたな……』

　安堵の息を漏もらし、二戸さんはもう一度お社に懐中電灯を向ける。




　──目の前に、髪の長い女が立っていた。




　白いワンピース。ガリガリの手足。瘦やせこけた顔。

　青白い顔の女性が、こちらを見つめている。

『ぎゃあああああああああああ!!　出たあああああああああああああ!!』

　動画がめちゃくちゃに乱れる。カメラを持ったまま二戸さんは逃げ出したんだ。

「うにゃ～～～～～っ!!」「きゃ～～～～～っ!!」

　ダイエット部の部室に、来海と琴こと音ねさんの悲鳴が木こ霊だまする。

　ワンテンポ遅れて、僕も絶ぜつ叫きようしてしまった。

「どわあああああああ～～～っ!?」

　えーっと、勘かん違ちがいしないで欲しいんだけど。

　僕だけリアクションが遅かったんじゃない。人よりちょっぴり太めな僕だけど、行動がノロマなワケじゃないしね。

「うにゃ～～～!?　ななな、なによ、今の！　幽ゆう霊れいなの!?　おばけなの!?」

「きゃ～～～んっ!!　どうしましょう、私は大変なものを見てしまいましたっ！」

　二人は同時に飛び上がって──もぎゅぎゅぎゅっっっ♡

　両側から僕の首に抱だきついてきたんだ！

　制服越しに柔やわらかいものが押し当てられちゃって──うわわっ、顔が女の子の胸でサンドイッチにされちゃってるよ!?　これが叫ばずにいられるかっ！

「二人とも、落ち着いて!!　いろんなものが僕の顔に当たってるって!!」

　琴こと音ねさんの胸はかなり大きい。柔らかい膨ふくらみに僕の左ひだり頰ほおが埋うまってしまう。

　来くる海みの胸はささやかだ。でも、ぷにっとした膨らみはしっかりと柔らかい。

「二人とも、離れてくれ～～!!」

　来海も琴音さんも僕の絶ぜつ叫きようが耳に入っちゃいなかった。

「怖こわい～～～～っ！　秋しゆうちゃ～～～ん！」「うわーん、夢に出てきそうです!!」

　泣きそうな声で叫びつつ、二人は僕に抱きつきまくってくる。

　怖がってる女の子を邪じや険けんにもできない。僕は抱きつき攻こう撃げきの恐きよう怖ふを存分に味わうこととなってしまった。

　参ったなあ。僕も今夜はヘンな夢を見ちゃいそうだよ……。

「どうだ、凄すさまじい動画だったろう……？」

　二戸にのへさんが声を掛けると、来海と琴音さんも平静を取とり戻もどしたようだ。僕に抱きついていることに気付いて、慌あわてたように椅い子すに座り直す。

　青くなっていた顔を、今度は真っ赤に染めて琴音さんはうつむいた。

「はゎゎゎ……。秋しゆう馬ましゃんに抱きつくなんて……大それたことをしてしまいました……」

「ぜ、全然怖こわくなかったしっ。くっついてこないでよね、秋ちゃん」

　来海は誤ご魔ま化かすように幾いく度ども咳せき払ばらいをした後で、二戸さんに尋たずねた。

「で？　今のはなんなの？　本物の……おばけなの……？」

　幼なじみの言葉を僕が継ついだ。

「あんなにハッキリ映ってる幽ゆう霊れいなんて見たことないよ。二戸さんがＣＧで作ったんじゃないよね？」

「言ったろう？　今の映像には一切の画像処理を行っていない。未編集の映像だ」

　グッと拳こぶしを握にぎりしめて二戸さんは断言した。

「私は本物の幽霊を撮さつ影えいしてしまったのだ!!　ヌコ厨ちゆうのみんなを……いや、世界中の人たちを震しん撼かんさせる映像をゲットしてしまったのだよ!!」

　彼女の言葉も大げさじゃないと思う。さっきの映像は本気で怖かった。あんな恐きよう怖ふ動画がアップロードされてたら話題になることは間違いないだろう。

「こんな恐おそろしい動画を見れば、さしものダイソンも食欲が減退するだろう？　もし必要であればデータをコピーしてやろう。オナカが空いたとき家で再生するがいい」

「だ、ダメよ！　絶対にダメ!!」

　来くる海みのツインテールが驚おどろきのあまり跳はね上あがった。僕の二の腕をポカポカ叩たたいてくる。

「そんな動画を家で見るなんて許さないからね！　怖こわくて泣いちゃ……じゃなくて！　馬鹿馬鹿しくて付き合ってられないわ！　ダイエットのためだとしても絶対にやめてちょうだい！」

　強気な言葉だけど、来海が本気で嫌いやがってるって僕にはわかった。

「うん。僕も遠えん慮りよしとくよ。ちょくちょく観たいタイプの動画じゃないしね……」

　幼なじみが安あん堵どの息を吐ついたとき──部室のドアが開いた。

「遅くなりました」

　メガネを掛けたショートカットの少女が部屋に入ってくる。

　瘦やせっぽち。黒髪ショート。赤いハーフフレームのメガネ。どことなく眠ねむそうな半眼の瞳ひとみ。

　僕の所属する一年Ｂ組のクラス委員長でもある神かん林ばやし憐れんさんだ。

　彼女もまた、ダイエット部の三人の女子部員とは違ったタイプの美少女だ。クールで理知的な雰ふん囲い気きを漂わせている。

　神林さんを見るなり、二戸にのへさんは彼女の元へ駆かけ寄よった。

「おお、レンレン！　待ちわびたぞ！　きみに観てもらいたいものがあるんだ！」

　神林さんの腕を摑つかみ、タブレットＰＣの前まで引っ張ってくる。

「最高の動画を撮さつ影えいしたのだが、アップロードするために許可が取りたいのだよ」

「私の許可を……？　いったいどんな動画ですか？」

　メガネの下の瞳を訝いぶかしげに細める神林さん。

　戸と惑まどう彼女を椅い子すに座らせ、二戸さんは動画を再生した。

　再び高たか森もり稲荷いなりを探検する動画がスタートする。

「あ、あの……神林さん。観ない方がいいかもしれないよ？」

　思わず心配になって、僕はそんな風に声を掛けてしまった。高森稲荷は彼女のおうちでもあるんだ。自宅に幽ゆう霊れいが出ちゃう動画なんてショックを受けちゃうんじゃないかと思ったんだ。

　来海と琴こと音ねさんも同じ心配をしたようだ。幼なじみは耳をふさいで、琴音さんは大きな胸の前で手を組み合わせて──異なるポーズで心配そうにクラス委員長を窺うかがっている。

　だけど、神林さんは動画を見ることに決めたみたいだ。モニター画面に視線を向けた神林さんは微かすかに眉まゆをひそめて。

「ここは、高森稲荷ですね……」

「うむ。レンレンの家で凄すさまじい動画を撮影してしまってね」

「構いません。続けてください」

　動画の中の二戸にのへさんは神社の石段を昇り境けい内だいへと入っていった。

「いつの間に、こんな動画を……。不法侵しん入にゆうですよ？」

「それは重々承知しているよ。だから、こうして許可を取っているんだ」

　呆あきれたようにため息を吐ついただけで、神かん林ばやしさんはなにも言わなかった。無表情なまま。

　動画はさらに進む。神社の境内を回った二戸さんは裏手にあるお社やしろを目指しはじめた。

　そこで──あれ？

　僕には神林さんの表情がわずかに変わったように見えた。

　微かすかに顔が強こわばってる。華きや奢しやな肩が小さく震ふるえているようだ。

　クールで落ち着いている神林さんでも、やっぱり怖こわいのかな……？

「しっかりと見ていてくれ……。ここからがすごいのだ……」

　そんな神林さんの変化に気付かず、タブレットＰＣを睨にらみながら二戸さんはドヤ顔で鼻息を荒あらくした。

　画面には鎮ちん守じゆの森が映し出される。

　懐かい中ちゆう電でん灯とうが消えるハプニングがあって──

『ぎゃあああああああああああ!!　出たあああああああああああああ!!』

　スピーカーから二戸さんの絶ぜつ叫きようが響ひびいた。

　青白い霊れいが一いつ瞬しゆんだけ画面に映し出される。ガリガリに瘦やせた悲しげな女性の姿だ。

「うにゃ～っ!!　また見ちゃった～～～っ!!」

　両耳を手でふさいでいた来くる海みがまぶたをギュッと閉じて、椅い子すの上で両脚をジタバタさせた。

　琴こと音ねさんは悲鳴こそ上げなかったけど、再び顔を青くしている。

　僕も背筋が冷たくなるのを感じた。普ふ段だんは暑がりな僕なのに鳥とり肌はだが立ってるよ。

　やっぱり、怖いな……。この動画……。

「高たか森もり稲荷いなりには幽ゆう霊れいが出るという噂うわさがあったが……ついに、霊れい魂こんをカメラに納めてしまったのだよ！　歴史に残る映像をものにしてしまった！　動画制作者『ゆっきー☆』の名前が世界的に有名になってしまうだろう！　再生数一〇〇万も夢ではないッ！」

　満面の笑みを浮かべ、二戸さんは神林さんに語りかける。

「だが、無許可できみの家の映像を公開してしまうというのは問題がある」

　手を合わせて、ヌコ厨ちゆうなクラスメイトはウインクをした。

「レンレン！　この通りだ！　アップロードの許可をくれないか？」

「…………」

　神林さんは無言だった。うつむいたままガラス玉みたいな瞳ひとみで再生が終了したタブレットＰＣを見つめ続けている。

「もちろんアップロードするときは神社の名前など、場所の特定に繫つながるものには全てモザイクをかける予定だ。きみにも、ご家族にも絶対に迷めい惑わくは掛けない。頼むよ、レンレン！　この世にも恐おそろしい動画を、世界中の人に見せてあげたいのだ！　どうか、協力をしてくれ！」

「……ないで……」

　クラス委員長の唇くちびるが微かすかに震ふるえた。

　あまりにも小さな声だったから聞き取れない。

「うむ？　なんだね？」

　二戸にのへさんが聞き返したとき──ダンッ!!

　神かん林ばやしさんがテーブルを平手で叩たたいた。勢いよく立ち上がり二戸さんを睨にらみ付つける。

「ふざけないで!!」

「……なっ？　いったいどうしたんだ、レンレン？」

　いつも大人しいクラス委員長。彼女のこんなに大きな声を聞いたことがなかった。

「そんな動画、消してください!!　今すぐに!!」

　怒ど鳴なられると思ってなかったんだろう。二戸さんは戸と惑まどいの表情を浮かべる。

「おいおい、なにを怒おこっているんだ？」

「怒るに決まっています！　動画のデータを消去してください！　あなたが消さないなら私が消します！」

　タブレットＰＣに手を伸ばして、神林さんは動画を削さく除じよしようとした。苛いら立だったようにタッチパネルを連打する。

　二戸さんは困り果てたように眉まゆをハの字にした。心なしか彼女が装着しているヘッドフォンのクマも困こん惑わく顔がおだ。

「そこに保存したデータはコピーしたものだから、元の動画は自宅にあるが……」

「では、それを消しなさい！　そんな動画をアップロードしたら、私は絶対に二戸さんを許しませんよ!!」

　メガネの下の瞳ひとみが激しい怒いかりのために潤うるんでいた。普ふ段だんが無表情だからものすごく怒ってるように見える。

　僕も来くる海みも琴こと音ねさんも。あまりにも激しい神林さんの怒りっぷりに呆ぼう然ぜんとしてしまった。二人のやり取りを黙だまって見守ることしかできない。

「きみも動画を見ただろう？　あんなに鮮せん明めいに霊の姿を映している映像なんて、めったにない。心しん霊れい動画は作り物が多いが……さっきのは私が撮さつ影えいした正しよう真しん正しよう銘めいの幽ゆう霊れいだ。世紀の大発見と言ってもいいものだぞ？」

　すると、神林さんは肩を震わせた。痛みを堪こらえるように歯を食いしばり、呻うめくように呟つぶやいた。

「……幽霊じゃない……」

　涙に潤んだ瞳で、クラス委員長は消え入りそうなほど小さな声で続ける。

「……幽霊なんかじゃありません」

　カバンを摑つかみ、部室を飛び出していく。

「いーんちょ!?　待ってよ！　まだ部活が……」

　来くる海みが慌あわてて後を追おうとした。けれど、神かん林ばやしさんは振り返らずに言い放った。

「……今日は帰ります。失礼します」

　他人を拒きよ絶ぜつするような、あまりにも冷たい声。幼なじみは追いかけることができずに立ちつくした。

　二戸にのへさんが口元に拳を当てて、子どもみたいにオロオロ。

「……あんなに怒おこったレンレンなんて見たことがないぞ」

「そうだね。そもそも、あんなに感情を出してる神林さんを見たことがないよ……」

　彼女はとっても大人しい女の子なのだ。休み時間は教室の隅すみっこで一人で読書をしている。そんな少女。

　神林さんが怒ど鳴なる姿なんて、想像したこともなかった。

「……ど、どうしよう。私はなにをしてしまったんだ……？」

　二戸さんの頭から伸びたアホ毛が力なく萎しおれた。クラスメイトを怒らせてしまったことがショックだったのだろう。

　僕の制服の襟えり首くびを摑つかんで、ガクガクと揺さぶってくる。

「なあ、ダイソン。教えてくれ。レンレンはなぜ怒っていたんだ？　私はなにか悪いことをしてしまったか？」

「ぼ、僕に聞かれてもわからないよ!?」

「この神社は、神林さんのご自宅なんですよね？　おうちを幽ゆう霊れい屋や敷しきみたいに撮さつ影えいされたから気分を害されたのでしょうか……？」

　琴こと音ねさんも心配そうだ。春の妖よう精せいみたいなほんわか顔が、今は曇くもっている。

「神社に幽霊が出るって噂うわさは神林さんも知ってるんだ。一いつ緒しよにその噂に乗っかって来海を脅おどかしたこともあるしね」

　幽霊屋敷扱あつかいされることを嫌いやがっているのだとしたら、そんな作戦には協力してくれなかったと思う。

「だから、そのことを怒ってるんじゃないと思うけど……」

「だったら、なにを怒ったのだ？　あの激げき昂こうっぷりはただごとではないぞ!?」

「う～～～～ん……」と、来海は腕組みをして唸うなった。

「いーんちょは大切な部員よ。ケンカなんて絶対にダメだわ。明日にでも、どうして動画を見て怒ったのか聞いてみましょ。……ゆっきー☆、それまでは動画をアップしないでね！」

「もちろんだとも。これは凄すさまじい動画だとは思うが……レンレンの機き嫌げんを損ねてまで公開しようとは思わないからな」

　もはや部活動をするような雰ふん囲い気きじゃなかった。ダイエットに詳くわしい神林さんがいなければ、なにをしていいのかもわからないし。

　いつもならお茶を飲んでダベっていくところだけど、今日はそのまま解散となった。
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　翌日、神かん林ばやしさんは学校を休んだ。

　真ま面じ目めなクラス委員長である彼女が欠席したのは、これがはじめてだ。

　来くる海みと二人で神林さんがどうして怒おこったのか尋たずねてみる予定だったのに……一年生の三学期まで皆かい勤きん賞しようだった彼女が欠席しちゃうとは思わなかったよ。

　担任の小お野の寺でら先生（定年間ま際ぎわのお爺じいちゃん先生だ）は『体調を崩くずしたみたいですねぇ』と言っていた。

「まさか、昨日のことが原因で欠席したわけじゃないよね……？」

　放課後。部室へと向かいつつ、僕は腕組みをして独ひとり語ごちた。

　来海は神林さんに連絡を取ってみるつもりのようだ。委員長はケータイを持っていないから、自宅に連絡するしかない。連絡先を調べるから部室に先に行っててと言われた。

「うーん、心配だなあ……」

　僕は根がのんびり屋なせいか、こういうギスギスした雰ふん囲い気きが苦手なんだ。神林さんには早く機き嫌げんを直して欲しい。

　深いため息を吐つきながら、僕はダイエット部のドアを開いて──固まった。

「えっくえっく……。ひぐひぐ……。ぐすんぐすん……」

　部室の壁かべにへばりつくようにしてクマが泣いていたんだ。

　ぶっとい手足で壁を叩たたき、もこもこしたオナカを震ふるわせて着ぐるみのクマが号泣している。童話のワンシーンみたいな現実離れした光景だ。

　我に返った僕は、着ぐるみのクマに駆かけ寄よった。

「どうしたんだよ、二戸にのへさん？　またアップした動画が荒あれちゃったの？」

　尋ねるまでもなく、中に入っているのは二戸さんだ。彼女はショックな出来事があるとクマの着ぐるみに全身を包んで落ち込みまくるんだよな。特に投とう稿こうした動画の評判が悪いと極度にヘコんでしまう。

　そのたびに僕が慰なぐさめてあげることになるんだ。

「くすんくすん……ダイソン。来てくれたか……」

　こちらに気付いた二戸さんは、ゾンビのようなゆらゆらした動きで壁から離れた。自分のカバンを漁あさり、僕になにかを差し出してくる。

　思わず受け取っちゃったけど……なんだこれ？

　二戸さんに手渡されたのは──バールのようなもの、だった。

　ずっしりと重たい金属製の釘くぎ抜ぬき。

「ぐすっ、ぐすっ……」

　幾いく度ども涙をすすりつつ二戸にのへさんは僕の肩を叩たたいた。クマヘッドを揺らして大きく頷うなずく。

「……頼むぞ、ダイソン」

　そして、僕の前にちょこんと正座。

「た、頼むって、なにを？」

「それで、一思いに……さあ！」

　大きなクマヘッドを僕に向けてくる。

「『さあ！』じゃないよ！　僕になにをさせる気だ!?」

「うぅぅぅ……そいつで私をぶん殴なぐってくれ！　もはや死んで詫わびるしかないのだ!!　うゎあああああ!!」

　そのまま床ゆかにへたりこみ、二戸さんは声をあげて泣き出した。床を叩くたびに大きな肉球がピポピポと音を立てる。

　バールを放り投げ僕はクマの肩に両手を置いた。

「落ち着いてよ、二戸さん。なにがあったの？　ワケを教えてよ！」

　二戸さんは泣きじゃくっていて、しばらく話しができなかった。

「もうダメだ！　おしまいだ！　殺せ！　いっそ殺してくれ！　ぶゎああああ!!」

　凄すさまじい嘆なげきっぷりだ。動画の評判が悪かったときでもこんなに落ち込んだりはしない。

　そんなにショックなことがあったのかな……？

　彼女を落ち着けるため二戸さんを椅い子すに座らせた。

　お茶を煎いれてあげて、笑顔で懸けん命めいに語りかける。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、二戸さん。僕にできることなら、どんなフォローでもする。だから、なにがあったか、まずは聞かせてよ」

　泣き続けること、五分ほど──。

　ようやく二戸さんが少しだけ平静を取とり戻もどしてくれた。

「ぐすぐす……。私は取り返しのつかないことをしてしまった……。私の過あやまちを聞けば、きっとダイソンも呆あきれるぞ。私のことが嫌きらいになってしまうに違いない……」

「嫌いになんてならないよ。僕はゆっきー☆の動画のファンだからね」

「すんすん……ありがとう……。ダイソンはイイヤツだな……」

　二戸さんはクマのかぶり物を外した。目が真っ赤に腫はれていて、顔が涙でべしょべしょになっている。美び貌ぼうが台無しになっていた。

　ハンカチを渡してあげながら、もう一度尋たずねる。

「それで、なにがあったのさ？」

　ハンカチで涙を拭ぬぐいつつ、二戸さんは着ぐるみの肉球でタブレットＰＣを器用に動かした。

「……うむ。これを見てくれ」

　画面に表示されたのは……うわっ。

　昨日見せてくれた心しん霊れい動画のキャプチャ画像だった。女性の幽ゆう霊れいが映っているシーンが切り取られて静止画になっている。

　白いワンピースを着たガリガリの女性が寂さみしげにこちらを見ていた。いきなり見せられると心臓に悪いなあ。

　……ん？　昨日は一いつ瞬しゆんしか見られなかったから気付かなかったけど、幽霊なのにちゃんと足があるんだな。二本の足でお社やしろの前に立っている。

　それに加えて。よくよく見れば、この幽霊ってかなり美人だ。瘦やせ細って頰ほおがこけているけれど顔立ちは整っている。

「昨日、レンレンは『幽霊じゃない』と呟つぶやいていただろう？　その言葉が気になった。だから、この人物が何者なのか私なりに調べてみることにしたんだ。そうしたら……」

　タブレットＰＣを操作し、二戸にのへさんはブラウザを立ち上げた。ほどなく動画が再生され、軽快な音楽が流れ始める。

　アイドルのＰＶのようだ。

　セーラー服の女の子たちが廊ろう下かを全力でダッシュ。廊下の角を曲がるたびに季節が変わっていった。学校行事が行われている校舎を女の子たちが駆かけ抜ぬけていく。

　ヘンテコな内容だけど、曲と合っていて面白い映像だと思った。

「これは『みゅーみゅ』というアイドルグループのＰＶ。四年ほど前に発売された『シンデレラの上うわ履ばき』という曲だ。アイドルファンなら誰だれでも知ってる」

「この曲、どこかで聞いたことがあるなあ……。どこで聞いたんだっけ？」

「先日、みんなでカラオケに行ったろう？　そこでレンレンが歌っていた曲だよ」

「ああ、そっか！」

　神かん林ばやしさんがアイドルソングを歌うとは思っていなかったから、かなり驚おどろいたのを覚えてる。

　と、二戸さんは動画を一時停止した。セーラー服を着た女の子が大写しとなる。

　あれ……？　この顔は……？

「あっ！　このコ、さっきの幽霊じゃないか！」

　動画の中の少女は顔がふっくらしてる。だから、すぐには気付かなかったけど……確かに幽霊と同じ顔をしていた。

「彼女はみゅーみゅのメンバーで『市いちノ瀬せりん』。本名は──」

　小さく唇くちびるを嚙かんで、二戸さんは続けた。




「──神かん林ばやし凜りんという」




「神林……？　ってことは、まさか！」

「そうだ。神林凜は、神林憐の姉だ」

「神林さんの……お姉さん……？」

　お堅かたいクラス委員長がカラオケでアイドルソングを歌うなんて意外だなあと思ったら、お姉さんが歌ってた曲だったんだな。それなら納得だよ。

　さらにＰＣを操作。次はヴィキペディアを表示させる。

　市いちノ瀬せりんのページだ。

「リンリンというあだ名で呼ばれていて、みゅーみゅでも人気のあるメンバーだった。脱だつ退たい後も──アイドルグループの場合は卒業と言うべきかな──卒業後もみゅーみゅは存続したが、人気が低迷して結局は解散することになってしまったほどだ」

「へえ。それじゃ、いっぱいファンがいたんだねえ」

「うむ。突とつ然ぜんの卒業発表にファンは嘆なげき悲しんだそうだ。ちなみに、卒業の理由は『体調不良』となっている」

「お姉さんは病気になっちゃったのか……」

「詳くわしい病名などはヴィキペディアにも書かれていない。だから、私なりに調べてみることにしたのだ。すると、驚おどろくべきことがわかった」

　再び、幽ゆう霊れいだと思われていた画像を表示させる。

　ガリガリに瘦やせこけた白いワンピースを着た女性。
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「レンレンのお姉さんの病名は──拒きよ食しよく症しようだ」

「拒食症……」

　病名ぐらいは僕も聞いたことがある。食べ物が食べられなくなっちゃうんだよね。大食らいな僕には信じられない病気だ。

「リンリンは拒食症を患わずらい、食べ物を受け付けなくなった。それで体調を崩して、芸能界を引退したそうだ。ファンに居所を知られないようこっそりと実家である高たか森もり稲荷いなりに引きこもっていたらしい……」

　暗い表情で二戸にのへさんは白いワンピースを肉球で指し示す。

「調べてみたところ、この服はアイドル時代の衣装だ。人目を忍しのんで暮らしているお姉さんは夜しか出歩くことしかできない。だから、昔を懐なつかしみつつ闇やみ夜よに紛まぎれてお散歩していたんだろう……」

　ヴィキペディアにも書かれていないようなことを二戸さんがどうやって調べたのか……僕にはわからない。でも、今は調査方法なんてどうでもいいよね。

　僕は思わず額を手で押さえた。

「なんてこった……！」

　僕たちが幽ゆう霊れいだと思いこんでいたのは、神かん林ばやしさんのお姉さんだった。

　病気に苦しむお姉さんを幽霊呼ばわりされたら、そりゃあショックだよね……。神林さんが怒おこるのも無理ないよ……。

　二戸さんは深い深いため息を吐ついた。

「な？　私がどれほど罪深いことをしたかわかってもらえただろう？　……というわけで、ダイソン。そこにあるバールで一思いに私をブン殴なぐってくれたまえ！　謝罪をするには、この命を捧ささげるしかない！」

「できるわけないだろ！　そんなことしても神林さんは喜ばないだろうし！」

「ぬおおおお！　ならば、私はどうしたらいい!?　……よしっ！　いっそ、脱ぬぐか!?　お詫わびとして全ぜん裸らで登校する衝しよう撃げき映像を撮さつ影えいしようか!?」

「謝罪の方法が特とく殊しゆすぎるよ!?」

　そのとき、部室のドアが開いた。来くる海みと琴こと音ねさんが連れ立ってやってくる。

「いーんちょのおうちに電話してみたけど、出てくれなかったわ。話したくないって言われちゃって──」

　そこまで言いかけたところで、来海は口を閉ざした。

　僕と二戸さんが暗い顔をしていたのに気付いたんだろう。

「……秋しゆうちゃん。なにかあったの？」

　琴音さんも大きな胸の前で手を組み合わせて、心配げに尋たずねてくる。

「この世の終わりが来たみたいな顔をしてらっしゃいます……。いつもニコニコな秋しゆう馬ましゃんがそんなに悲しそうな表情をしているなんて……。どうしたんですか？」

「実はね──」

　二戸にのへさんと二人で、神かん林ばやしさんのお姉さんについて教えてあげた。

　いつも元気いっぱいな来くる海みもショックを受けたようだ。

「幽ゆう霊れいだと思ってたのは……レンレンのお姉さんだったのね……。そうとは知らずに悲鳴あげちゃったわ……」

「ご家族を見て怖こわがってしまうなんて、大変に失礼なことをしてしまいました……くすん」

　琴こと音ねさんの瞳ひとみに涙が溜たまっている。今にも泣きそうなほど肩が震えていた。図らずも神林さんを傷つけてしまったことが辛つらいんだろう。

「琴にゃん。悪いのは私だ。自分を責めることはないよ」

　二戸さんのフォローを聞いて、来海が首を横に振った。

「ゆっきー☆だけを悪者にもできないわ。あの動画で騒さわいじゃったのは事実だもん……。来海も同罪だわ」

　僕たちは顔を見合わせて、頷うなずきあった。

　神林さんは大事な部活の仲間だ。みんなでちゃんと謝って仲直りをしなきゃいけないよね。
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　それから一時間後。

　僕と来海は高たか森もり稲荷いなりにある白い狛こま犬いぬの前で途と方ほうに暮れていた。

　境けい内だいに植えられた早咲きの桜は綻ほころび始めていて春めいた雰ふん囲い気きすら漂ただよっている。幼い頃ころは、神社の境内でよくお花見をしたもんだ。商店街の人たちも集まって盛大にね。

　いつの頃からかお花見はなくなってしまったけれど……僕たちにとって、高森稲荷の境内は楽しい想い出の詰つまった場所だ。

　そんな楽しい場所でもあるはずなのに、僕たちの心は沈ちん鬱うつだった。

　神林さんは電話で話しをすることすら嫌いやがっていた。いきなりダイエット部の全員で押しかけたら迷めい惑わくに思うだろう。だからまずは、僕と来海の二人で彼女の元を訪ねたんだけど……。

　狛犬の台座に腰掛けた来海は、深いため息を吐ついた。

「いーんちょは、来海たちの顔すら見たくないってことなのかしら……？　そんなに嫌きらわれちゃったの？」

　彼女の住まいでもある社務所を訪ねたら、神林さんのお母さんが応対してくれた。

『お友だちがお見み舞まいに来てくれたわよ～』なんて、神林さんに伝えてくれたんだけど……体調不良を理由に彼女は僕たちとは会ってはくれなかったのである。

　お母さんは『また来てちょうだいね～』と、申し訳なさそうにしてたっけ。

「本当に体調を崩くずしてるかもしれないよ。寝込んじゃってるから会えないだけなのかも」

「それはそれで心配だわ……。寝込んじゃうほどのショックを来くる海みたちが与えちゃったってことでしょう？」

　決意に満ちた瞳ひとみで、来海は社務所の方を睨にらんだ。

「うんっ、決めた！　いーんちょの部屋に突とつ撃げきしてみるわ！　せめて一目でもいいからいーんちょに会わなきゃ気がすまない！」

「突撃って、忍しのび込こむつもり!?　ダメに決まってるだろ、そんなの！」

　僕は大おお慌あわてで来海の腕を摑つかんだ。コイツは思いこんだらとことん暴走するタイプなんだ。不法侵しん入にゆうぐらいやりかねない。

　僕の手を振り払おうと、来海は暴れた。

「放してよ、秋しゆうちゃん！　いーんちょを傷つけちゃったとしたら、なんとしてでも謝らなきゃ！　いーんちょは大事な仲間だもん！」

「それは僕も同じ気持ちだよ。だからって、無理矢理に彼女に会おうとしてもなにも解決しないだろ。むしろ、余計に怒おこらせちゃうよ。きっと逆効果だ」

　僕の言葉を聞き、来海は大人しくなった。困り果てたようにうなり声をあげる。

「う～～～～っ……。だったら、どうしたらいいのよぅ……」

　来海なりに神かん林ばやしさんのことを本気で心配しているようだ。ダイエット部の部長としての責任も感じているのかもしれない。

「今日のところは一いつ旦たん、ウチへ戻もどろう。明日には学校に来てくれるかもしれないし。ね？」

　社務所の方を名残なごり惜おしそうに幾いく度ども眺ながめていたけれど、来海は小さく頷うなずいた。

　鳥居に向かって歩き始めた──そのとき。

　春一番が吹き抜けた。

　微かすかに冬の匂においが残る春風が、石段を駆かけ上あがって来る。

　──ぴらりんっ♡

　イタズラな風によって、来海の短いスカートが思い切りまくれあがった。

「きゃあああんっ！」

　悲鳴を上げて、幼なじみはスカートの裾すそを押さえる。

　だけど、僕の目にはバッチリと白いぱんつが見えてしまった。

　小さなリボンがついてるだけの、シンプルなデザイン。でも、ローレグ気味なせいで布地面積は小さくて、かなりセクシーな感じだ。

　ううっ……。シリアスな雰ふん囲い気きだってのに、しっかりドキドキしちゃうのは男の悲しい性さがだなあ……。

　と、来くる海みの悲鳴からわずかに遅れて。

「あらあら？　あらあらあらあら～……？」

　境けい内だいの方から声が聞こえてきた。

　リボンのついた日ひ傘がさを差した女性が風に吹かれて流されていた。

「あ～～～～れ～～～～……」

　風に吹かれて、狛こま犬いぬの前できりもみしている。メリー・ポピン○みたいに傘かさにつかまって空を飛んでいきそうだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　慌あわてて駆かけ寄よると、白いワンピースの女性は僕の腕につかまってきた。

「ふぅ、助かりました」

　やんわりと微笑ほほえんだ女性を見て、僕は驚おどろいた。

　そこにいたのは、二戸さんの動画に映っていたのと同じ人物。

　神かん林ばやしさんのお姉さん──神林凜りんさんだったんだ。

　暗い森の中に佇たたずんでいる姿を見たときは、なんて不気味なんだろうと背筋が凍こおった。でも、目の前にいる神林凜さんはホンワカ系の美人だ。長い黒髪の姫ひめカットがよく似合ってる。元アイドルだったってのも頷うなずける美び貌ぼうだ。

　……ただ、頰ほおがこけているし、手は骨と皮しかない。スカートの裾すそから覗のぞく足首も病的に細くて今にも折れてしまいそう。痛々しいほどに瘦やせてるのが服を着ていてもわかった。

　そこで、再び強い風が吹いた。

　ふわ～り──凜さんの身体からだが宙に浮かびそうになる。というか、軽く五センチぐらい浮かんでいた気がする。

「あらあらあららららら？」

「だあああ、また浮かんでます！　手を放さないで！　僕につかまって！　僕なら絶対に飛びませんから！」

「ごめんなさいね。私は軽いせいか風が強い日は真まっ直すぐ立っていられないんですよ」

　僕の制服の袖そで口ぐちにつかまり、お姉さんは安あん堵どの息を吐ついた。

　幽ゆう霊れい動画の印象が強いせいだろう。来海は僕の背中に隠かくれつつ女性に問いかける。

「あ、あんたがいーんちょのお姉さんの……神林凜さん？」

「ええ。そうですよ～。あなたたちは憐れんちゃんのお友だちかしら？」

「はい。クラスメイトで、今は同じ部活にも所属してます。僕は大おお村むら秋しゆう馬ま。こっちが朝あさ凪なぎ来海です」

「あらあら、可愛かわいいクラスメイトさんね～」

　凜さんは日傘をくるんと回して、やんわりとした笑みを浮かべる。

「そんなに怖こわがらなくてもいいですよ。私は幽霊じゃありませんから～」

　その発言に僕はちょっと驚おどろいた。

「幽ゆう霊れいの噂うわさ、凜りんさんも知ってるんですか？」

「もちろんですよ～。だって、幽霊が出るって噂を流したのは憐れんちゃんですからね～」

　僕と来くる海みは思わず顔を見合わせた。

　……それって、どういうこと？　神かん林ばやしさんは『お姉さんを、幽霊呼ばわりされてしまった』ってことを怒おこってたんじゃないのかな？

「すみません。もう少し、詳くわしく話を聞かせてもらえませんか？」

「構いませんよ～。私もあなたたちにお話があって声を掛けたんですからね～」

　凜さんは境けい内だいを見渡し、優しい笑みを浮かべた。

「ここにいたら私は風に飛ばされてしまいます。それに……人目につきそうです。別の場所でお喋しやべりしましょう」

　お姉さんは日ひ傘がさをくるくる回しながら、神社の奥おくへ向かって歩き出した。

　連れて行かれたのは、鎮守の森の中にあるお社やしろだ。二戸にのへさんが動画で撮さつ影えいしていた、あの場所。

　小屋のようになっている建物の裏手に秘密の入り口が作られていた。一目につかない位置に小さな扉とびらがある。

「なにこれ!?　すごっ！」

　中に入った途と端たんに、来海が歓かん声せいを上げる。

　四畳もないほどの狭い空間が快適な小部屋になっていたんだ。

　板張りの床ゆかにおしゃれなラグが敷しかれ、その上にちっちゃな丸いテーブル。壁かべ際ぎわにはぬいぐるみが置かれていたり、ファッション雑誌が並んでいたり。女性らしい雰ふん囲い気きの部屋だと思った。

　ただ、調度品は洋風に統一されているのに、壁にはお札がベタベタ貼はられていてちょっぴり不思議な感じ。

「お社の中にこんな部屋が隠かくされてたんですね……」

「ええ。誰だれもお参りしに来ないから、こっそり改造してしまったんですよ。夜な夜な、ここに籠こもって本を読んで過ごすんです～」

「夜中に一人でこんなところにいるなんて……来海なら怖こわくて泣いちゃいそう」

「慣れると結構快適ですよ～。ちゃんと電気も通ってますし。お二人はそこへ座ってください」

「……これに座っちゃっていいんですか？」

　部屋の片かた隅すみに、逆さまに置かれた賽さい銭せん箱ばこがあった。その上にリボンで飾かざられたクッションを敷いてある。

「大だい丈じよう夫ぶ。憐ちゃんが遊びに来ると、いつもそこに座るんですよ」

　二人で並んで賽銭箱に腰掛ける。僕の体重に耐たえられるか不安だったけれど、木製の箱は軋きしみ一つ立てずに僕と来くる海みを支えてくれた。

「人数分のカップはあったかしら？」

　ポットとティーカップをテーブルに置く。お茶でも煎いれてくれるのかな？　そう思ったら、いきなりカップにお湯を注いだ。

「さあ、どうぞ～。美お味いしいですよ～」

　カップを僕たちの方へと差し出してくる。受け取ってみたものの……カップに入っているのは無色透とう明めいなお湯だ。温かな湯気をくゆらせている。

「これってただのお湯じゃない？」

　首を傾かしげた来海に、凜りんさんは優しく微笑ほほえみ掛けた。

「『白さ湯ゆ』と呼んでください。拒きよ食しよく症しようになってしまって以来、ジュースはもちろんお茶の類たぐいも飲めないのですが……白湯だけは飲めるんです。白湯こそがこの世で一番美味しい飲み物なんですよ！」

　凜さんはラグの上にクッションを置いて、その上にちょこんと正座した。大人っぽい雰ふん囲い気きのある凜さんだけど、ちんまりと座っているようすはどことなく妹に似ている気がする。

　白湯を一口すすって、ふぅと息を吐はく凜さん。

「お水をただ温めただけなのに、ほんのりとした甘みすら感じますね～。水が持つ本来の美味しさを実感できますよ。ああ、幸せです。ほらほら、あなたたちも飲んでみてください。きっとほっこりとした気分になりますよ～」

　元アイドルだからか声が通っていて、しかもお喋しやべりがうまかった。

　勧すすめられるままに白湯を一口すすった来海は、神しん妙みような顔で頷うなずく。

「言われてみると、確かに美味しい気がするかも……。カロリーも少ないし、ダイエットにもいいかもしれないわ……」

「うふふふ、そうでしょうそうでしょう？　あまりにも美味しいので茶道ならぬ『白湯道』をはじめようかと思うほどです。白湯のお作法を広めちゃいますよ～。白湯ラブ♡」

　どんだけ白湯が好きなんだろう。プッシュしすぎだと思う。

　白湯をすすりながら、興きよう味み津しん々しんって表情で凜さんは尋たずねてくる。

「ところで、お聞きしたいのですが……お二人はお付き合いしてるんですか～？」

「ななな、なに言ってんのよ！　こんなおデブと付き合ってるわけないじゃない！」

「あらあら、そうなんですか？　お似合いのカップルだと思ったのに……。でも、お二人が付き合っていないなら、憐れんちゃんにもチャンスはありそうですね～」

　神かん林ばやしさんにもチャンス？　なんの話をしてるんだろう、お姉さんは。

　その後、僕たちは軽く世間話をした。

　さすがは元芸能人。凜さんはお喋り上手じようずで、すっかり盛り上がっちゃったよ。

　お姉さんはころころと笑っている。明るくて冗じよう談だんが好きな人みたいだ。アイドル時代、人気があったってのがよくわかる。

　幽ゆう霊れいかと怯おびえていた来くる海みもすっかりうち解けることができた。

　一時間ほど話し込んだ後で、「あっ」と小さく声をあげてお姉さんは口元に手を当てた。

「すっかりお喋しやべりしすぎてしまいましたね。お二人にお話したいことがあったのに」

「そうだ。どうして僕たちに声を掛けてくれたんです？」

「……なにから話したらいいかしら。私がアイドルだったのは知っていますか？」

「みゅーみゅってグループにいたって聞いたわ」と来海。

「そうですよ～。お姉さん、これでも人気者だったんですからね～。みゅーみゅのセンターを何度も務めたほどなのです」

　昔を懐なつかしむように、凜りんさんは微笑ほほえんだ。しかし、その笑みはすぐに消えてしまう。

「もっともっと人気者になりたいって……。ううん、私だけじゃない。みゅーみゅ全体が大人気になって、もっとたくさんのファンの方に喜んで欲しいって……。私はそう思ったんです。だから、もっと綺き麗れいになりたかった……」

「そのために、ダイエットをしたんですか？」

「ええ。最初はほんの数キロ落とすだけのつもりだったんですよ～。ダイエットに成功したら、ファンの方からも綺麗になったと褒ほめられました。もっと瘦やせたら、もっともっと綺麗になれるんじゃないかって思うようになって……身体中に贅ぜい肉にくがついているような気がして不安になって……。気がつけば、食事をするのが怖こわくなってしまったんです」

「拒きよ食しよく症しようになっちゃったってことなのね……」

　お姉さんは自分の手ての甲こうを眺ながめた。骨と皮ばかりで、言葉は悪いけれどミイラみたいだ。

「こんな身体からだではアイドル続けられません……。人前に出られませんからね～」

　過か剰じようなダイエットが、凜さんの心と身体を壊こわしてしまったんだ。綺麗になりたいと思ってはじめたことなのに……皮肉なことだと思う。

「仕方なく、二年ほど前にみゅーみゅを卒業したんですよ～」

「てことは、二年前には高たか森もり町ちように帰ってきてたんですね。ちっとも知りませんでしたよ」

　今でこそデカ盛りで有名になっているけれど、僕たちが住む高森町は片田舎の小さな町だ。元アイドルの女の子が帰郷したとなれば、町中が大おお騒さわぎになってもおかしくないのに。

　すると、凜さんははかなげな笑みを浮かべた。困ったような笑顔。

「実家に戻もどってきたことは秘密にしていたんです～。激げき瘦やせしてしまった私は雑誌記者の方に追われていたりしましたし、ファンの方も私を捜さがしていました。そしてなりより、私はこんな姿で人前に出たくなかったんです。醜みにくい姿を誰だれにも見られたくなくて……引きこもって暮らすようになったんですよ」

「あっ、そうか」

　そこで、僕はようやく理解した。

「だから、神かん林ばやしさんは──憐れんさんは幽ゆう霊れいが出るって噂うわさをわざと流したんですね」

「ん？　どういうこと？　来くる海みにはちっともわからないんだけど？」

　首を傾かしげる幼なじみに教えてあげた。

「お姉さんが帰ってきていることを、秘密にするためだよ。うっかり姿を見られた場合に備えて、『幽霊が出る』って噂を流すことで誤ご魔ま化かしたんだ」

　高森稲荷は出るらしい──。

　その噂はすっかり有名になっていて最近は参拝客もめっきり少なくなっているそうだ。

　神社にとってはマイナスイメージだけど……お姉さんがパパラッチや心ないファン、それに加えて高森町の人たちの好こう奇きの目にさらされるよりはマシだって判断なのだろう。心穏やかに治ち療りように専念するためのやむを得ない措そ置ちだ。

「憐ちゃんのおかげで私はずいぶんよくなったんですよ～。帰ってきてすぐの頃ころはずっと引きこもっていたんです。まだごはんはあまり食べられませんが、こうして神社の敷しき地ち内だったら出歩けるようにもなりました～」

　そこで、来海が「あれれ？」と声を上げた。

「いーんちょのおねーさんは、高森町に帰ってきてたことをナイショにしてたのよね？　来海たちに声を掛けちゃってよかったの？」

「あなたたちは憐ちゃんが所属しているダイエット部の部員さんですよね。いつも憐ちゃんが秋しゆう馬まくんのことばかり話してますから一目見てわかりましたよ～」

　そこで、お姉さんは姿勢を正した。背筋を伸ばし真まっ直すぐに僕たちを見つめる。

「あなたたちにお願いがあります。どうか、憐ちゃんを助けて欲しいんです」

「神林さんを助ける……？」

「憐ちゃんは私が拒きよ食しよく症しようになってしまったことを自分のせいだと思っているんですよ。私が間違ったダイエットをしていたのに止められなかったことを悔くやんで、自分を責め続けているんです。憐ちゃんのせいじゃないのに……」

「ひょっとして神林さんがダイエットに詳くわしいのは凜りんさんの病気に関係しているんですか？」

「ええ。私が間違ったダイエットを続けていたことに気付いた憐ちゃんは、正しい方法を必死にお勉強してくれたんですよ～。そのときにはもう、私は拒食症になってしまっていて、とりかえしがつかない状態になっていたんですけどね……」

　瘦やせる必要なんてない体型なのに神林さんはダイエットについてとても詳しかった。そのわりに、神林さんは『ダイエットなんて嫌きらいだ』と言っていたんだ。『間違ったダイエットをしたら死んでしまう』と常々警告もしていたっけ。

　彼女がそんなことを言うようになった理由が、僕にもようやくわかったよ。

　お姉さんは表情を曇くもらせて悲しげにうつむいた。

「憐ちゃんは、このところとてもイキイキしてました。ダイエット部の活動が楽しかったんでしょうね。私の病気もよくなってきてましたから……もう過去のことは忘れて、あのコ自身の青春を送って欲しいな～と思っていたんですよ。でも……」

　凜りんさんは深いため息を吐つく。その瞳ひとみには微かすかな涙が浮かんでいた。

「昨日になって、急にふさぎ込んでしまったんです～。『お姉ちゃんを傷つけてしまったのに、私はなにをしているんだろう』って、ず～っと泣きじゃくっていて……」

　僕と来くる海みは思わず顔を見合わせた。

「いーんちょは、『お姉さんが幽ゆう霊れい呼ばわりされちゃったこと』を怒おこってたんじゃないみたいね……」

「うん。もしも怒ってるとしたら、自分に対して怒っていたんだ」

　二戸にのへさんが撮さつ影えいした幽ゆう霊れい動画──実際には凜さんが映っていた映像に、ダイエット部のメンバーたちは恐きよう怖ふの悲鳴をあげていた。

　回復しているように思えても、やはりお姉さんの身体からだは瘦やせすぎなんだ。暗くら闇やみで見たら幽霊かと思ってしまうような外見。拒きよ食しよく症しようは凜さんの身体に深い爪つめ痕あとを残している。

　怖こわがる僕たちのようすを見て、神かん林ばやしさんは思い出してしまった。

　大切なお姉さん拒食症へと追いやってしまった過去を──。

　自分の罪を──。

　だから、再び神林さんは自分自身を責めるようになってしまったんだろう。

「拒食症になったのは憐れんちゃんのせいじゃありません。私が無理をしすぎたためです。ごはんを食べなければ瘦せると思いこんで、無茶な断食をしたり、食べたものを戻してしまったり……そんなことを繰り返していたから拒食症になってしまいました。憐ちゃんは悪くないんです」

　お姉さんの頰ほおに涙の雫しずくが伝った。

「でも、あのコにそう伝えても、自分を責めるのをやめようとしないんです……。秋しゆう馬まくん。来海ちゃん。あなたたちをお友だちと見込んでお願いします。憐ちゃんの笑顔を取り戻すために力を貸してくださいませんか？」

「あ、あの～……」

　おずおずと来海が手を挙げて、凜さんに尋たずねた。

「おねーさんがごはんをたくさん食べて、健康になればいーんちょも安心して暮らせるようになるんじゃないの？」

「……そうですね。本来なら、それが一番良いと思います。でも、ダメなんです。まだ、食べ物を身体からだが受け付けなくて……」

　お姉さんの説明によれば、神林さんが作ったサンドイッチ以外は食べることができないそうだ。以前は食べてもすぐに吐はき出だしてしまっていたけれど、最近はようやく食べられるようになった。現在の状じよう況きようでも、かなり回復してきた方らしい。

　拒食症っていうのが、どんな病気か詳くわしくは知らないけれど……食べるってのは人間の本能だ。生きていくための欲求を身体からだが拒否しちゃうなんて恐おそろしい状じよう況きようだよ。簡単には治らないんだろうな。

「……本当のことを言えば、あなたたちの前に出るのも怖こわかったんです。やせ細ってしまった醜みにくい姿を誰だれかに見られるのは嫌でした。でも、大切な妹が悲しむ姿はもっと見たくなくて……お二人にお願いしようと思ったんです」

　僕たちの方に深々と頭を下げてきた。

「私にできることなら、どんなことでもします。だから、どうか憐れんちゃんを救ってくれませんか？　大切な妹がもう一度青春できるように、あなたたちの力を貸してください」

　僕はお姉さんの前で膝ひざを折り、華きや奢しやすぎるその手をそっと握にぎった。

「教えてくれて、よかったです」

　神かん林ばやしさんは僕にとって、ダイエットの先生でクラスメイトでもある。

　だけど、それ以前に、彼女は大切な友だちなんだ。

　ダイエット部に入って、彼女には本当にお世話になってる。

　もしも神林さんが苦しんでいるというなら放っておけるわけがないよ！

「任せておいてください！　僕が絶対になんとかします！」

「ありがとう。秋しゆう馬まくん……」

　涙に濡ぬれた瞳ひとみで、お姉さんは僕を見つめた。僕の手を握り返してくる。

　と、小さな咳せき払ばらいが聞こえてきた。

「いーんちょのおねーさん。安心していいわよ。秋しゆうちゃんはこんなおデブだけど、こう見えて頼りになるから。困っている人は絶対に放ってはおかないわ。……でも、気をつけてね」

　隣となりに膝をついた来くる海みが、お姉さんと握り合っている僕の手をひったくるように摑つかんだ。

「秋ちゃんってばムッツリスケベだから、おねーさんになにをするかわかんないわ！　おねーさんは美人だから危ないと思うの！」

「って、なに言ってんの!?　僕は変なことしないよ!?」

「ドサクサに紛まぎれて、おねーさんの手とか握ってるじゃない！　このエロブタ野や郎ろう！」

　僕のふとももをつねってくる。痛たたた!?　ふとももの肉がちぎれるよ！

　そんな僕たちのようすを見て、凜りんさんは小さく噴ふき出だした。

「ふふふ、憐ちゃんに聞いた通りですね～。お二人はとっても仲良しさんです～」

　眩まぶしそうに目を細めて、お姉さんは付け加えた。

「その調子で、憐ちゃんにも笑顔を取とり戻もどしてくださいね」

　僕は大きく頷うなずいた。

　神林さんの抱かかえている苦しみを知ることができた。友だちとして彼女の気持ちを少しでも癒いやしてあげなきゃいけないよね……って、痛たたた!?　来海はいつまで僕のふとももをつねってんだよ！　たまにはシリアスな気分にさせてくれえ！
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　二日後の夜のこと。駅前にある高たか森もり町ちよう商店街。

　洋食屋『大おお村むら亭てい』のあるビルの四階──すなわち、僕の部屋。

　ジャージに着替えた僕は、ベッドに腰掛けて来くる海みが来るのを待っていた。

　神かん林ばやしさんのことが気がかりで今は部活をするような雰ふん囲い気きじゃない。ダイエット部設立以来、毎日のように部室でお茶を飲んでダベっていたけど、それもお休みになっていた。

　だからってダイエットをやめてしまって体重が増えてしまったらこれまでの苦労が水みずの泡あわになってしまう。

　そこで、我が幼なじみは『来海たちだけでできるダイエットをしましょ！』なんて言い出したんだ。

　いったいなにをするつもりなんだろう？　無茶なダイエットは身体からだに悪いという実例（もちろん、神林さんのお姉さんのことだ）に出で逢あったばかりだから、あんまり危険なことはしないと思うけど……。

「できたら、『カツカレーダイエットを考案したの！』とか言い出したらいいなあ。カツカレーをおなかいっぱい食べてるうちに、みるみる瘦やせちゃうんだ。はあ、最近揚あげ物ものとか食べてないなあ……じゅるり」

　そんなことを呟つぶやいていると、ノックもなしに僕の部屋のドアが勢いよく開いた。

「秋しゆうちゃんもちゃんと着替えて準備ＯＫみたいね！　さあ、ダイエットをはじめるわよ！」

　部屋に飛び込んできた来海の姿を、思わず二度見。

「なんだよ、その格好は!?」

　幼なじみの華きや奢しやな身体を覆おおっているのは──体操服＆紺こん色いろブルマだった。

　僕たちが通ってる高森第一高校イツコーはずいぶん昔にブルマが廃はい止しされてる。女子はハーフパンツで体育を受けてるんだ。ブルマなんてリアルに見たことなかったよ！

　しかも、体操服に身を包んでいるのに、足には縞しま々しまのニーソックスをはいていた。ブルマとニーソックスの作り出す絶対領域が、とてもフェティッシュな感じ。

「は、恥ずかしいからあんまり見ないでよね」

　ふとももを手で隠かくして、来海はちょっぴり頰ほおを染めた。

「今日はね、ストレッチをする予定なの」

「ストレッチって……柔じゆう軟なん体操のこと？」

「そ。来海なりに調べてみたんだけど、素晴らしい効果があるのよ！」
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　神かん林ばやしさんのアドバイスがもらえなくなっちゃったから、来海が自分で調べたんだろう。

「へえ、これはすごいね。部屋で簡単にできるし。激しい運動と違って、毎日やっても平気だよ。……でも、わざわざそんな格好することないと思うけどなあ」

　来海はハチマキを巻いた頭を傾かしげた。ツインテールの髪がふわりと揺れる。

「ゆっきー☆が『運動をするときはブルマに限るぞ！　ダイソンのやる気も急上昇するに違いない！』とか言ってたんだけど……間違ってた？」

「ま、間違ってるっていうか……なんていうか……」

　顔を逸そらして、僕は心の中で叫さけぶ。

　妙みように色っぽくて目のやり場に困っちゃうんだよ！

　そんな僕の懊おう悩のうに気づきもせず、来海は手を引っ張ってきた。

「時間がもったいないわ。さっさとはじめましょ！」

　床の上にマット代わりの毛布を敷しき、その上で柔じゆう軟なん体操をすることになったんだけど……僕のドキドキ感はさらに上昇することになってしまった。

「ストレッチってどんなことをするの？」

「ペアでする柔軟の方法、いくつか覚えてあるわ。毛布の上に座って座って！」

　促うながされるまま僕は毛布に腰を下ろした。

　向かい合うように来海も僕の前に座る。

「んでんで、脚あしを広げるの！　思い切り開くんだよ！」

　座ったまま、両脚を開いた。痛たたた。僕は身体からだが硬かたいから、あまり大きく脚を開くことができない。

「秋しゆうちゃん、身体が硬すぎ！　来くる海みを見習ってよね！」

　来海は僕と向かい合ったまま開かい脚きやくした。一八〇度に近いんじゃないかってぐらいに大きく脚を広げている。

「どうどう？　すごく柔やわらかいでしょ♪」

　自じ慢まんげにドヤ顔する来海。

「そ、そうだね……」

　視線を逸そらしながら、僕はコクコクと頷うなずいた。身体の柔らかさもすごいけど……ブルマ＆ニーソで大開脚しちゃうというポーズも僕にとっては衝しよう撃げきだ。否いや応おうなく心臓が飛とび跳はねてしまう。うう……来海相手になにをドキドキしてんだよ、僕は。

「脚を開いたまま、お互いの足の裏をくっつけて～、腕を引っ張りっこするの。股こ関かん節せつのストレッチになるらしいよ」

　開脚したまま腰を浮かして、来海はさらに僕の方に近づいてきた。脚を開いた状態でお互いの足の裏を合わせる。

「はい、秋ちゃん。手を出して」

　来海が両手を差し出してきた。幼なじみのちっちゃい手をそっと握にぎる。

　すると、来海は微かすかに頰ほおを染めた。照れくさそうに小声で呟つぶやく。

「えへへ、ストレッチっていいものだね。こーゆーのスキンシップって言うんでしょ？　秋ちゃんとの仲も深まっちゃうかも……♡」

「ん？　なにをゴニョゴニョ言ってるの？」

「ななな、なんでもない！　こっちの話よ、気にしないで！」

　顔を真っ赤に染めて首を横に振る来海。ツインテールがふわふわと揺れた。

「それじゃ、来海が腕を引っ張るから秋ちゃんは前ぜん屈くつをしてね。無理しすぎちゃダメだよ」

　ゆっくりと上半身を後ろに倒しつつ来海は僕の腕を引っ張った。

　来海に向かって前屈をしていく。

　そこで、ようやくストレッチという行為の危険性に気付くことができた。

　開脚したまま向かい合って身体からだを前屈させるということは！

　すなわち──来海のブルマに向かって顔を近づけるということに他ならないんだ！

「ほら、秋ちゃん！　全然前屈できてないよ！　もっと身体を倒して～！」

　来海はぐいぐい腕を引っ張ってくる。眼前に迫せまる紺こん色いろのブルマ。プニプニとしたふとももに食い込んだ縞しま々しまのニーソックス。どれもこれもが女の子らしい優美な曲線を描いてる。

「次は来海の腕を引っ張って～」

　ようやく上半身を起こすことができた。

　今度は僕が来くる海みの腕を引っ張りながら上体を後ろに倒す。

　身体からだの柔やわらかい来海は床ゆかに顔がつきそうなぐらいに前ぜん屈くつしていた。

「はい、もう一度、秋しゆうちゃんが前屈ぅ～！」

　来海は身体を起こし、再び僕の腕を引っ張ってきた。

　うわーん！　またもや来海のブルマが目の前に！　白いふとももが迫ってくるよ！

　僕の鼓こ動どうは乱高下。神経は高ぶり、呼吸は荒あらくなる。激しい運動をするよりも心臓に悪いよ、これ!!

　そんな危険なストレッチを繰り返すこと、しばし。

　ふいに来海が真ま面じ目めな顔で尋たずねてきた。

「ねえねえ、秋ちゃん。今日のこと、そろそろ聞かせてくれる？」

「今日のこと？　ああ、神かん林ばやしさんと話したことだね」

　学校を二日ほど休んだ神林さんは、今日になってようやく登校してきたんだ。

　彼女の顔を見かけるなり、来海は駆かけ寄よっていった。二戸にのへさんや琴こと音ねさんも神林さんに謝ろうとしてた。

　でも、神林さんは口を開かない。ただ、ポツリと呟つぶやくだけだった。

　──ごめんなさい。あなたたちとお喋しやべりをしたい気分ではないのです。

　無表情な彼女の顔が、微かすかに苦しそうにしかめられていた。いつもは強引な二戸さんも、そんな顔をされては引き下がらざるを得なかったみたい。

　そして、今日の放課後。僕は意を決して、神林さんに声を掛けた。

『お姉さんに会ったよ』って。

　床に顎あごが着きそうなほどに前屈をしながら、来海が口を開いた。

「おねーさんのことを切り出したら、いーんちょは話を聞いてくれたのね」

「うん。凜りんさんに会ったってことを知ったら驚おどろいたみたいだよ」

　僕は神林さんと会話したときのことを思い返した──。







　放課後。第一校舎の屋上。周囲に誰だれもいないことを確認するなり、神林さんは僕に詰つめ寄よってきた。

「……姉に会ったというのは本当ですか？」

「うん。神林さんのお見み舞まいをしたときにね。お姉さんの方から声を掛けてくれたんだ」

「凜姉が人前に出たのですか……。あんなに姿を見られることを拒こばんでいたのに……」

　神林さんは戸と惑まどいと嬉うれしさがない交ぜになったような複雑な表情を浮かべた。引きこもり状態だったお姉さんが僕たちの前に顔を出した──そのことに驚きつつも喜んでいるんだろう。

「お社やしろで少しお喋しやべりをしたよ。拒きよ食しよく症しようになっちゃった経けい緯いを聞かせてもらったんだ」

　苦しげに唇を嚙んで神かん林ばやしさんは視線を逸そらす。

　……正直に言えば、かなり迷った。

　お姉さんの話題は神林さんにとって、心の傷に触ふれるような行為だ。彼女の気持ちを楽にさせてあげるつもりが、返って傷つけてしまう可能性もある。

　逡しゆん巡じゆんの末に僕は口を開いた。

「綺き麗れいになりたいって気持ち──アイドルとして成功したいって想いが裏目に出ちゃうなんて悲しいことだよね」

「…………」

「間違ったダイエットが、そんな恐おそろしい結果を生むなんて思いもしなかったよ。神林さんがことあるごとに、『ダイエットは危険だ』って言ってた意味がようやくわかった。でもさ──」

　メガネのレンズの下。ガラス玉みたいな神林さんの瞳ひとみの奥おくを覗のぞき込こむように、僕は真まっ直すぐに彼女を見つめた。

「お姉さん、言ってたよ。『自分が拒食症になったのは、憐れんちゃんのせいじゃない』って。誰だれが悪いわけでもないよ。みんなが幸せを望んだ結果、不幸になってしまったんだから……」

「……凜りん姉は優しいから、そんなことを言っているだけです。凜姉を拒食症に追いやったのは、私です。私がいけないんです……」

「どうして、そんなに自分を責めるのさ？　苦しそうな神林さんを見るのは、僕も辛つらいよ……」

　僕は無理矢理な笑顔を作った。僕の笑い顔はご近所のおばちゃんがたにも『見ているだけでホンワカした気分になる』と評判だ。ほんのちょっとでも和んで欲しくて、僕は必死だった。

　ぽんと手のひらでオナカを叩たたいて、

「あ、あのさ……僕ってこの通りぽっちゃり系だから、わりと力持ちなんだよ。だから、なんていうか、その……神林さんが重たいものを持っているなら、僕も手伝ってあげたいんだ。僕にも持ってあげられるものはないかな？　一人で全部を抱かかえ込こまないで欲しいんだよ……」

　なにかを思い出すように、神林さんは遠い目をした。

　眼下では運動部の連中が部活動をしている。棒ぼう高たか跳とびの練習をする陸上部員が、三月の空で綺麗な弧こを描いていた。

「あなたに持ってもらえるものはありません。全すべて私のせい……。私が背負うべきものなのです……」

　グラウンドから響ひびく元気の良いかけ声とは対照的な陰いん鬱うつな声で神林さんは呟つぶやく。

「私にとって……姉は全てでした……」

　自分の身体からだを見下ろして、切なげな吐と息いきを漏もらした。

「引っ込み思案で、運動神経も悪くて、背も小さくて、ルックスもダメダメで……。私はなにもかもがパッとしない女の子です。そんな私と違って姉は完かん璧ぺきな存在でした。アイドルとして活かつ躍やくする凜りん姉を応おう援えんすることが私の全すべてだったんですよ……」

　手の甲で神かん林ばやしさんはメガネのレンズを上げた。その下の瞳ひとみには生気のようなものが感じられなかった。ガラス玉みたいな暗い瞳だ。

「人気者になっていく凜姉が本当に誇らしかった……。無名なアイドルグループだったみゅーみゅが、日に日に有名になっていくんですよ。ライブ会場もデパートの屋上から、ライブハウスになって、野球場クラスになって。ファンクラブの会員も増えていって……。姉から報告の電話をもらうたびに、私は自分のことのように喜んでいたんです。でも……」

　そこで、神林さんは小さく唇くちびるを嚙かんだ。苦しそうに顔をしかめる。

「ある日、凜姉が泣きながら電話をしてきました。インターネットに心ない書き込みがあったそうなんです。その頃ころ、姉はほんの少しだけ体重が増えてしまっていて……そのせいで、ネット上では『デブリン』などと揶や揄ゆされていたのだそうです。思春期に体重が変動することなんて、よくあります。それ以上に芸能活動をしていれば、インターネットに悪口が書かれることなんて日常茶飯事でしょう。しかし、姉は大きなショックを受けてしまった。だから、私は姉にこう告げたのです」





　──ダイエットをして、そんな悪口を書くヤツらを見返したらいい。

　　　凜姉、頑がん張ばって。瘦やせて綺き麗れいになって。






「私の応おう援えんを真に受けて、姉はダイエットをはじめました。アイドルとして忙いそがしく活動しているのに、食事を一切摂とらず白さ湯ゆだけで過ごしていたそうです」

　僕は思わず顔をしかめた。

　神林さんの指導のおかげで、僕も多少なりともダイエットの知識がある。

　断食は一番ダメなダイエット方法なんだ。一時的に体重は落ちるけど、すごく苦しい上に失敗する確率が高い。しかも、身体からだに多大な負担が掛かる。危険なダイエット法だ。

「凜姉はみるみる瘦せました。正しい知識のなかった当時の私は姉を褒ほめ称たたえたのです。『やっぱり凜姉はすごい。もっと頑張って。もっともっと綺麗になって』とね……。間違ったダイエットが姉を蝕むしばんでいるとも知らずに応援し続けてしまったのですよ……」

　神林さんは辛つらそうに顔を伏ふせた。

「標準体重から、瘦せ気味になって、瘦せすぎになって……おかしいと気付いたときには、もう姉の心身は壊こわれていました」

　レンズの下の瞳に微かすかな涙が浮かんでいく。

「私は必死に勉強して、正しいダイエットの知識を身につけました。だけど、全ては手遅れ。身体が食事を受け付けなくなっていたのです。凜姉はアイドルを続けられなくなりました……」

　神林さんの瞳から涙の雫しずくがこぼれ落ちた。手のひらで涙を拭ぬぐったけれど、後から後から雫が頰ほおを伝ってくる。

「私がダイエットなんて勧すすめなければ拒きよ食しよく症しようになんてならずに済んだんです……。幽ゆう霊れい呼ばわりされて怖こわがられることもなかったんです……。アイドルとして……活かつ躍やくできていたんです……。私にとって姉を応おう援えんすることが全すべてだった──その想いの重さが、姉を壊こわしてしまったのかもしれません」

　お姉さんにダイエットを勧めたのは神かん林ばやしさんだったのか……。

　ダイエットなんて嫌きらいだけど、ダイエットの知識については異様に詳くわしい──神林さんがそんな矛む盾じゆんしたような状態になったのには、悲しい過去が潜ひそんでいたんだ。

　クラス委員長は静かに泣いている。彼女の涙を止めてあげたい。神林さんの苦しみを少しでも取り除いてあげたい。

　……でも、どんな風に声を掛けたらいいのか僕にはわからなかった。こんなとき、自分の口べたさが嫌いやになるよ。

　居ても立ってもいられず、僕は神林さんに駆かけ寄よった。

「だからって、あんまり自分を責めすぎないでよ、神林さん。きみは大切な仲間なんだ。辛つらそうな顔は見ていられないよ」

「仲間、ですか……」

　神林さんは涙に濡ぬれた瞳ひとみを細めた。微かすかに唇くちびるを嚙かむ。

「本来ならば、私はダイエット部に入るべきではなかったと思います。間違ったダイエットをしていた大おお村むらくんたちを、どうしても見過ごすことができなくて……。ダイエット指南めいたことまでしてしまいました。順調に瘦やせていくあなたの姿を見るのが楽しかった。姉を傷つけてしまった過去を忘れて……私は部活動を楽しんでいたのです」

　自じ嘲ちよう気味に笑って、神林さんは続ける。

「ある意味、二戸にのへさんには感謝すべきかもしれませんね。幽霊のように怖がられている姉の姿を見せつけられたおかげで、私の罪を思い出すことができたのですから……。私は誰だれかを傷つけることしかできない人間だって、再認識できたのですから……」

　深々と頭を下げて、神林さんは続ける。

「私はダイエット部をやめようと思います。今後は助言も控ひかえます。姉の人生をめちゃくちゃにしてしまった罪から目を逸そらさずに生きていこうと思います。朝あさ凪なぎさんにもそう伝えておいてください」

　そう言いきると、神林さんは踵きびすを返した。屋上の階段に向かった歩き出す。

「神林さん……！」

　僕が声を掛けても、彼女は振り返ることもなかった──。







　回想終了。再び、僕の部屋。

　ブルマ姿の来くる海みが「うにゅ～ん……」と切なげな声を出した。腕の引っ張りあいは終了し、次は床ゆかに長座する僕の背中を押してくれる。

「いーんちょが部活をやめるなんて、絶対にダメだわ。いーんちょはダイエットの師し匠しようだし……それ以前に大事な友だちなんだもん」

　ぐいぐいと僕の背中を押す来海。前ぜん屈くつしながら、僕は返事をした。

「うん。僕もそう思うよ。神かん林ばやしさんをこのまま放っておくことはできないよね。でも、どうしたら解決するんだろう？」

　神林さんのトラウマを取り除く方法なんて、僕には想像もつかなかった。

「うにゅ～ん……」

　僕の背中に寄りかかって、幼なじみは考え事をする。体操服の胸元が背中に押し当てられて、なにやら柔やわらかい感かん触しよくが伝わってくるけど……今はドキドキしてる場合じゃないよな。

「あ、そうだ！　来海たちの力で、おねーさんの拒きよ食しよく症しようを治してあげられない？　おねーさんが健康になれば万事解決じゃない！」

「僕なりに、拒食症について調べてみたんだけど……それは無理だよ。拒食症ってのは心の病気なんだ。専門家のお医者さんでも、すぐには治せない。僕たちが下へ手たに手出しできるものじゃないと思うなあ」

「だったら、どうしたらいいかしら……？　んもうっ、さっさと良いアイデアを出しなさいよ！　このブタ野や郎ろう！　うりうりっ！」

　全体重を預けるようにして来海は僕の背中を押しまくってきた。

「って、どうして僕にキレるんだよ!?　痛たたた!?」

「キレてるんじゃないわよ！」

　ちっちゃな声で幼なじみは続ける。

「これでも頼りにしてるんだから……なんとかしてよね、秋しゆうちゃん」

　ストレッチをしながらも、必死に頭を絞しぼった。

　神林さんのために僕たちができることはなんだろう？

　大切な仲間の傷ついた心を癒いやしてあげるために、僕たちはなにができるだろう？

　僕と来海は、懸けん命めいに考え続けたんだ。
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　それから、四日ほどが過ぎて。

　季節が冬から春へと移り変わった頃ころに、僕の中に一つのアイデアが生まれた。

　ヒントとなったのは、幼い頃の想い出。

　神かん林ばやしさんのために、僕たちはとあるイベントを催もよおすことにしたんだ。
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　春休みも近づいた、日曜日のお昼頃のこと。

　高たか森もり町ちよう商店街の喫きつ茶さ店てんに、僕は神林さんを呼び出した。

　はじめは難色を示していたけれど、『お姉さんの件で重要な話があるんだ』と言ったら、渋しぶ々しぶって感じで応じてくれた。

「……大おお村むらくん。お話というのは、なんですか？」

　喫茶店の前にやって来た神林さんは珍めずらしく私服姿だった。茶色っぽいロングスカートと春物の白いセーター。落ち着いた雰ふん囲い気きの服装が真ま面じ目めな彼女にはよく似合っている。

　……ん？　髪の毛になにかついてるな？

　ショートカットの黒髪に、白い紙片のようなものがくっついていた。手を伸ばして、ゴミを取ってあげながら僕は微笑ほほえみ掛ける。

「来てくれて、ありがとう。立ち話もなんだからさ。喫茶店の中で話そうよ」

　僕は神林さんの返事も聞かずに、喫茶店の中に入った。

「あらあら、秋しゆう馬まくんいらっしゃーい。ちょっと、秋馬くん瘦やせたんじゃない!?　すごいわね、おばさんにもダイエット方法を教えなさいよ！　えーっと、そっちのコは……ああ、高たか森もり稲荷いなりの娘さんね。秋馬くんったら女の子を連れてくるなんて隅すみに置けないわね～」

　喫茶店のおばちゃんがいきなりマシンガントークをカマしてくる。

「あはは、からかうのはやめてよ、おばちゃん。ケーキセット二つ」

「今日はチャレンジメニューには挑ちよう戦せんしないのかい？」

「うん。ダイエット中だからね」

　高たか森もり商店街にある、ほとんどのお店がそうであるように、この喫茶店でもデカ盛りメニューを出していた。お店の奥おくに『特製ジャンボチーズケーキ・三ホール完食！』という垂れ幕と僕の顔写真が飾かざられてる。

「ここのチーズケーキはすっごく美お味いしいんだよ。いくらでも食べられるんだよね」

「はあ、そうですか……」

　窓際のテーブル席に座った神林さんは、相変わらず暗い顔をしていた。

「それで、私に話したいことがあるというのは……？」

「まあまあ、チーズケーキを食べてからでもいいでしょ？　あのおばちゃん、紅茶を煎いれるのも上手じようずなんだ。飲んだらきっと驚おどろくよ」

「はあ……」

　神林さんと僕の前にチーズケーキと紅茶のセットが運ばれてくる。ダイエット中だから、普ふ通つうのサイズだ。本当はホールケーキを貪むさぼり食べたかったんだけど……仕方ないよな。

「いただきます！」

　ひょいぱくっ！──僕はワンカットのチーズケーキをほぼ一口で食べきった。

「うまあああああああああああい!!」

「あ、あの……大おお村むらくん。ダイエットをするなら、もっとゆっくり食べた方が……」

「ん？　なんだって？」

　ハッと気付いたように、神かん林ばやしさんは口元を押さえた。

「いいえ。なんでもありません……」

「そっか、ならいいけど。おばちゃん！　紅茶のおかわりちょうだい！」

「あいよー」

　食欲がないらしく、神林さんは申し訳程度にケーキを口に運んだ。フォークをお皿に置いて、尋たずねてくる。

「それで、姉の件で話というのは……？」

　神林さんの言葉を聞こえなかったフリをして、僕は慌あわてて窓の外を指さした。

「いやあ、すっかり春になったよねえ。僕は暑いのが苦手だから、半はん袖そでにしたいぐらいだよ。あんまり薄着だと恥ずかしいんだけどさあ」

「はあ、そうですか……」

「紅茶お待ちどうさん」

　そのとき、おばちゃんが紅茶を持ってきた。

「おっとっと!?」とわざとらしく叫さけんで、神林さんの洋服に紅茶をぶちまける。

「きゃっ!?」

　事前の打ち合わせ通り、ヌルめの紅茶だ。火傷やけどはしなかったと思う。

　しかし、ロングスカートもセーターも紅茶でびしょびしょになってしまった。

　驚おどろいて立ち上がった神林さんに、おばちゃんは手を合わせて謝った。

「ごめんなさいねえ、おばちゃんドジしちゃって。火傷してないかい？」

「はい。大だい丈じよう夫ぶです……」

「せっかくのデートを邪じや魔ましちゃって申し訳ないわあ」

「か、勘かん違ちがいをしないでください！　デートというわけではありませんっ！」

「でも、可愛かわいい格好を台無しにしちゃったわ。あ、そうだ！　ちょっとこっちにいらっしゃい。着替えをさせてあげるから！」

「ちょっ、結構ですから！　一度、自宅へ戻ります！」

「いいからいいから！　秋しゆう馬まくん、お店をお願いね～♪」

　おばちゃんは神林さんを引っ張って、お店の奥おくへと消えていった。

　紅茶を一口すすって、僕はしみじみと呟つぶやく。

「おばちゃん、紅茶を煎いれるだけじゃなくて演技もうまかったんだなあ……」

　神かん林ばやしさんの服にお茶をこぼすのも、全すべては作戦のうちなのだ。おばちゃんは僕の要望通りにことを運んでくれた。

　そんなことをした理由は、主に二つ。

　一つは時間稼かせぎ。ちょっとした理由があって、一時間ほど時間を潰つぶす必要があった。

　そして、もう一つの理由は──。

「どうして私がこんな格好をしなくちゃいけないのですか!?　派手すぎて恥ずかしいです」

　お店の奥おくから神林さんの困こん惑わくした声が響ひびいてきた。

「恥ずかしがらなくてもいいのよぅ。ほらほら、秋しゆう馬まくんに見てもらいましょ」

　おばちゃんに背中を押されてクラス委員長が客席に出てくる。

　彼女の姿を見て、僕は紅茶のカップを落としそうになってしまった。演技じゃなくて、素でお茶をこぼすところだ。

　神林さんは薄うす紅べに色いろの着物に身を包んでいたんだ。

　桜さくら吹雪ふぶき柄がらの春めいた和装。ショートカットの髪にも桜の花をかたどった飾かざりがついている。

　普ふ段だんの地味で目立たない雰ふん囲い気きは微み塵じんもない。お人形さんみたいな可愛かわいらしさ。

　この和服を用意したのは、二戸にのへさんだ。おばちゃんは着付けてくれただけ。ヌコ厨ちゆうなクラスメイト曰いわく『さまざまなコスプレをさせてきた私が断言しよう！　レンレンには和装が似合うと思うのだ！』とか言ってたけど……想像以上だよ、これは。

　頰ほおを真っ赤に染めて、神林さんはうつむいてしまった。着物の合わせ目辺りを手で押さえて。

「巫み女こ服だったら、よく着るのですが……振ふり袖そでを着たのは初めてです。しかも、こんなに派手な柄……。恥ずかしいので、あまり見ないでください」

「なに言ってるの！　すっごく似合ってるよ！」

「に、似合ってますか……？　そんなはずないと思いますけど……」

　くすぐったそうに眉まゆをひそめて、神林さんはしばらく着物を見下ろしていた。

　諦あきらめたように僕のいるテーブルへやって来て、対面にちょこんと腰を下ろす。

　間近で見るとさらに可愛くて、僕はドギマギしてしまった。

「それで、お話というのはなんでしょうか？　早く用件を聞かせてください。自宅へ戻もどって着替えたいです」

「うん。きみに話っていうのは……あれ？　紅茶が無くなっちゃった。おばちゃーん！　お代わりもらえるー？」

「あいよー」

「ちょっと、大おお村むらくん!?」

　その後も話しをはぐらかしたり、下へ手たな小こ芝しば居いを打ったりして、僕は全力で時間稼かせぎをした。

　普段は大人しい彼女も、さすがに不ふ審しんに思ったようだ。レンズの下の瞳ひとみを細めて、僕をジト目で見つめる。

「……大おお村むらくん。特に用件もないようでしたら、私は帰りますが？」

　喫きつ茶さ店てんの時計を確認する。お店に入ってから実に一時間半も神かん林ばやしさんを喫茶店に釘くぎ付づけにしたんだ。着付けで時間稼かせぎができたとはいえ、よくもまあ、ここまで引っ張ったもんだ。

　僕は五杯目の紅茶を飲み干して、カップをソーサーへ置いた。

「そうだね。それじゃ、行こうか」

「行くって、どこへですか？」

「帰るんだよ。きみんちに」

「え？　ちょ、ちょっと大村くん!?」

　おばちゃんは服を汚したお詫わびだと言って、お会計をタダにしてくれた。

　僕たちは喫茶店を出て、そのまま高たか森もり稲荷いなりへと向かう。

　歩いていくと、結構な距離がある。しかも、神林さんはぽっくりを履はいていた。

　高森神社の境けい内だいへと繫つながる石段の下へと辿たどりついた頃には、午後一時を回っていた。

　階段を見上げながら、僕は屈くつ伸しん運動を始めた。念入りに膝ひざやアキレス腱けんをほぐす。

　石いし畳だたみを踏みしめるように足を慣らして、神林さんが詰つめ寄よってきた。桜を模した髪かみ飾かざりが僕の眼前で揺れる。

「大村くん！　いい加減にしてください！　いったいどういうつもりですか？」

「ごめんね、神林さん。ちょっと準備の時間が必要だったんだ」

　怒おこってる彼女をスルーして、柔じゆう軟なん運動を続けた。たっぷりと身体からだをほぐした後で、神林さんへと向き直る。

「よし、それじゃはじめようか！」

「はじめるって、なにをですか!?」




「──幽ゆう霊れい退治だよ」




　そう告げて、僕は神林さんを横よこ抱だきに抱かかえた。

　いわゆる、お姫ひめさま抱だっこ。

「きゃあっ!?」

　いきなり抱き上げられて、神林さんは悲鳴を上げる。

　頰ほおを真っ赤に染めて、僕の肩口をぽかぽか叩たたいた。

「な、なにをするんです!?　おろしてください！」

「暴れないで。僕にしっかりつかまっててよ。それじゃ、行くよ！　そりゃあ!!」

　掛け声、一発。神林さんを抱っこしたまま石段を駆かけ上あがった。

　ここの石段は一五〇段ある。幼い頃に来くる海みと一いつ緒しよに数えたんだ。

　階段をダッシュで駆かけ上がる。息が上がってきたけれど足は軽やかに動いた。

　ダイエットによって、僕は二〇キロ近く体重が落ちてる。それでもまだ一〇〇キロ以上の重さがあるけど……減量の効果はテキメンに現れていた。

　石段の中程辺りを駆け上りつつ、僕は腕の中にいる神かん林ばやしさんに語りかける。

「前の僕だったらさ、息が切れちゃって、歩いて石段を昇ることすらできなかったんだ。それなのに、今はこうして駆け上がれる。それだけ身体からだが軽くなったってことだよね」

「身体が軽くなれば、それだけ足腰への負担は軽くなりますが……」

「僕は健康的に瘦やせられてるんだ。神林さんがダイエットを手伝ってくれたおかげだよ」

「…………」

　階段をさらに昇っていく。残り三〇段ほど。一段飛ばしで駆け上がった。

「神林さんは言ってたよね。『私は誰だれかを傷つけることしかできない人間だ』って。そんなことはないんだよ。僕は神林さんのおかげで、健康になれてる。……いや、僕にとっては、神林さんは命の恩人なんだよ！」

「……え？」

「来くる海みに瘦せろって言われて、僕は断食をしてた。それを止めてくれたのは、きみじゃないか。神林さんがくれたサンドイッチとミルクティーの美お味いしさは今でも覚えてるよ。きみがいなかったら、今ごろ僕は飢うえ死じにしていたかもしれない。だから、僕にとって神林さんは命の恩人なんだ。きみは僕を救ったんだよ!!」

　階段を一気に駆かけ上あがり、僕は神林さんを連れて神社の境けい内だいに辿たどり着ついた。

　涼すずしい風と一いつ緒しよに、白いなにかが僕たちの身体を包んだ。




　──桜さくら吹雪ふぶきだ。




　神社の境内に植えられた桜が満開だ。

　雪のように降り注ぐ桜の花びらによって、辺あたりは薄うす紅べに色いろに霞かすんでいた。

　神林さんの髪にくっついていた白いものは桜の花びらだったんだな。

「こ、これは……どういうことですか？」

　僕の腕から降りた神林さんは、神社の境内を見やって声を上げた。

　高たか森もり稲荷いなり全体が明るい笑い声と歓かん声せいに包まれていたんだ。

　桜の下にブルーシートを敷しいて、商店街のおっちゃんやおばちゃんたちが宴えん会かいをしている。楽しそうにお酒を酌くみ交かわし、ごちそうに舌した鼓つづみを打っていた。子どもたちも舞まい散る桜吹雪の下で走り回ってる。

「いやはやいやはや！　三年ぶりの高森町商店街のお花見だ！　楽しんでくれたまえよ、ふぉっふぉっふぉ！」

　町長さんである大だい五ご郎ろうのおっちゃんが、でっぷりとしたオナカを振るわせて鷹おう揚ように笑った。カーネルサンダー○にそっくりなおっちゃんが笑っていると、なんだかフライドチキンが食べたくなっちゃうな。ああ、僕も早くお花見のごちそうを食べまくりたい。

「お花見をするだなんて……私は聞いていません」

「うん。神かん林ばやしさんにはナイショで用意をしたんだよ」

「……私を喫きつ茶さ店てんに呼び出したのは、お花見の準備をするためだったんですね」

「そうだよ。ここ数年、商店街のお花見は中止になっていただろ？　でも、僕たちの発案で今年は復活させることにしたんだ。二戸にのへさんがいろいろな手配をして、町長さんにも協力してもらってね。神林さんのお父さんも快くＯＫしてくれたよ」

「なぜ、こんなことをするんですか!?」

　僕に横よこ抱だきにされたままのポーズで、神林さんはこちらを睨にらみ付つけてきた。

「姉の療りよう養ようのために境けい内だいで大おお騒さわぎするのはやめてもらったのに……。どうして、こんなマネを!?」

　その理由は──言葉で説明するよりも、見てもらった方が早いね。

　僕は社務所の方へ視線を移した。

「みんなー！　お料理持ってきたよ～♪」

　巫み女こ服に身を包んだ来海が社務所から姿を現した。お盆ぼんにはたくさんのごちそうが載のってる。唐から揚あげやミートボールが美お味いしそうだ。

　幼なじみの後ろには、同じく巫女服を纏まとった琴こと音ねさんと二戸さん。

　琴音さんは当然のこと、二戸さんもかなりの美少女だ。女の子たちにビールを注いでもらって、商店街のおっちゃんたちはだらしなく鼻の下を伸ばしてる。

　そして、三人に続いて現れたのは──

「凜りん姉……!?」

　巫女さんの格好をした凜さんだ。

　お姉さんの姿を見て、お花見をしていた商店街のみなさんがざわめいた。色めき立つのも無理はないよね。

　桜さくら吹雪ふぶきの下に立つ凜さんは、すごく綺き麗れいだったんだ。

　巫女服が体型を隠かくしてくれていたので、瘦やせすぎた身体からだは気にならない。頰ほおはちょっぴりこけて見えたけれど、さすがは元アイドル。息を飲むくらいの美び貌ぼうだった。

　商店街のおっちゃんたちが凜さんに見み惚とれて、ビールを口からこぼしてた。「高たか森もり稲荷いなりんとこの凜ちゃんがこんなに綺麗になっていたとは……」「俺おれ、恋しちゃったかも……」なんて呟つぶやいて、おばちゃんたちに叩たたかれる人が続出。

　お姉さんは優しげな笑みを浮かべながら、お盆に載ったお料理を運ぼうとした。

　春風が吹き抜けて、凜さんの身体が吹き飛ばされそうになる。
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「あ～～～れ～～～？」

　お盆ぼんを持ってくるくると回転する凜りんさんの元に、すぐさま子どもたちが駆かけ寄よった。

「凜お姉ちゃん、僕につかまって！」

　商店街の子どもたちもお姉さんの怖こわがってはいないみたいだ。

「うふふ。ありがとう、みんな」

　凜さんに微笑ほほえみ掛けられて、子どもたちはみんな嬉うれしそう。幽ゆう霊れい騒ぎのせいで、神社で遊ぶ子どもが減ってたみたいだけど……この調子なら昔の活気が戻もどるかもしれないね。

「どうして、凜姉がお花見に出ているんですか……？『瘦やせ細った醜みにくい姿は誰だれにも見られたくない』って言ってたのに……」

「そうだね。お姉さんは嫌いやがってたよ」

　お花見に参加して欲しい──お姉さんにお願いしたとき、最初は拒きよ否ひされた。人前に出ることが怖かったようだ。

「でも、神かん林ばやしさんのためなら、頑がん張ばってみるって言ってくれた」

「私のために……？」

「うん。『幽霊退治』に協力するって約束してくれたんだよ」

「幽霊退治……」

　僕や来くる海みの力では拒きよ食しよく症しようのお姉さんを癒いやすことはできない。治ち療りようには長い時間が掛かるだろう。

　だけど、幽ゆう霊れいの噂うわさを払ふつ拭しよくすることならできる。

　お花見を復活させて、お姉さんをそこで紹介しよう！　幽霊なんかじゃないって、町のみんなにわかってもらおう！──それが僕の考えたアイデアだ。

　と、僕と神かん林ばやしさんに気付いたお姉さんは、こちらへと歩み寄ってきた。

「遅かったじゃない、憐れんちゃん。もうお花見ははじまってますよ。今日の主役は憐ちゃんなのに」

「凜姉……。大だい丈じよう夫ぶなの？　あんなに人前に出ることを嫌がっていたのに……」

　凜さんは柔やわらかな笑みを浮かべて、小さく頷うなずいた。

「ええ。最初は不安だったけれど、商店街の人たちも、子どもたちも、快く受け入れてくれました。みんな、いい人たちですね～」

　お姉さんは、神林さんの手をそっと握にぎって。

「ごめんなさいね。私が引きこもることで、あなたを余計に追おい詰つめてしまってました。これからは、少しずつでも前向きになろうと思います。食事はすぐには食べられないけれど……幽霊のような生活はやめますよ」

「凜姉……」

「だからね、憐ちゃん。あなたもあまり自分を責めすぎないで欲しいんです」

「でも、私は凜姉に消えない傷をつけてしまった……」

「憐ちゃんのせいじゃない。誰だれが悪いわけでもないですよ。私の健康を取とり戻もどすために、これからも応おう援えんして欲しいんです」

　付け足すように、僕は神林さんに声を掛けた。

「神林さんには、その力があるよ。きみならきっと、お姉さんを癒いやせる。だって、僕の命の恩人なんだからね」

　お姉さんの笑顔と、僕の笑い顔と、宴えん会かいを楽しむ人々の歓かん声せいと、桜さくら吹雪ふぶき──。

　景色の目映まばゆさに堪たえきれなくなったように神林さんは目を細めた。

「う……ぁ……」

　緊張の糸が途切れたのか、顔をくしゃくしゃにして声をあげて泣き始める。

　僕は神林さんをそっと抱だきしめてあげた。僕のぽよぽよしたオナカは、こういうときに一番役に立つと思うからね。

「うぁああああ……ああぁぁぁぁ……」

　僕のオナカに顔を埋うめるようにして神林さんは泣きじゃくった。




　確かに高たか森もり稲荷いなりには幽霊がいたと思う。

　二戸にのへさんの映像には、本物の幽霊が映っていたんだ。

　ここで言う幽ゆう霊れいってのは──辛い過去のこと。

　凜りんさんと憐さんの姉妹は、間違ったダイエットが引き起こした悲劇に取とり憑つかれていた。

　過去に縛しばられて、前に向かって歩けなくなっていたんだ。

　でも、大だい丈じよう夫ぶだよ、神かん林ばやしさん。

　もう幽霊は退治されたんだからね。




　　　　[image: 区切り]




　数日後。ダイエット部の部室。

　部室のドアを開けて、僕は驚おどろいた。

「あっ、神林さん！　来てくれたんだね！」

　神林さんがテーブルに向かっていたんだ。部室には一人しかいない。

　メガネのレンズを手ての甲こうで上げながら、神林さんはちょっぴり照れくさそうに言った。

「……ええ。ダイエット部はやめるつもりでしたが、お花見の席で朝あさ凪なぎさんと聖しよう護ご院いんさんに留意されましたし。二戸にのへさんには土ど下げ座ざまでされてしまいましたからね。やめるなんて言い出せる雰ふん囲い気きではありませんでした」

「僕もすごくうれしいよ。これからもダイエットについていろいろ教えて欲しいな」

「あなたが拒きよ食しよく症しようになったりしないよう、しっかりと教えてあげます。頑がん張ばってくださいね」

「うん。よろしく頼むよ」

　すると、神林さんはテーブルの方へ向き直った。珍めずらしくノートパソコンを弄いじってる。人差し指一本でキーボードを突っついて、慣れない手つきでブラウザーを操作していた。

「あれ？　神林さんがパソコン使ってるなんて珍しいね」

「今回の件のお詫わびにと、二戸さんが高たか森もり稲荷いなりのホームページを作ってくださったんですよ。評判になっているらしいのです」

「へえ、僕にも見せてよ」

　神林さんの隣となりの椅い子すに腰掛けて、僕も肩を寄せ合うようにして画面を覗のぞき込こむ。

　萌もえ系なキャラクターで飾かざられた可愛かわいらしいサイトだった。凜さんの写真がアイコン代わりに張られていて、神社の中を案内してくれていた。

「二戸さんらしく、動画もあるんですよ」

　トップページに動画が用意されている。

　マウスカーソルを慎しん重ちように動かして、神林さんが動画を再生させる。

『高森稲荷へようこそ♪』

　巫み女こ服を身に纏まとった凜さんが、桜舞まい散ちる鳥居の前で踊おどっていた。

　メイクとＣＧで誤ご魔ま化かしているけれど、頰はちょっぴりこけて見える。でも、さすがは元アイドル。すごく可愛かわいくて、思わず見み惚とれてしまいそうだった。ダンスもすごくうまい。

　二戸にのへさんが作曲した和風テクノもイイ感じだ。

「昔のファンを中心に、早くも参拝客が増えたんですよ。おまもりが飛ぶように売れているそうです。父も喜んでいました」

　幽ゆう霊れいの噂うわさのせいですっかり寂さびれていた高たか森もり稲荷いなりも活気を取とり戻もどすだろう。

　動画を見つめる神かん林ばやしさんはなんだか誇らしげだった。

「やっぱり凜りん姉は綺き麗れいですね。惚ほれ惚ぼれします」

　小さな声で、ぽつりと付け加える。

「……私と姉妹だとは思えませんね」

　そんな神林さんの横顔を見つめて、僕は思わず「う～～～ん」と唸うなってしまった。

「僕は神林さんも可愛いと思うけどなあ……」

「……え？」

　驚おどろいたように、クラス委員長は瞳ひとみを見開いた。

「神林さんは、『なにもかもがダメダメ』とか言ってたけど……そんなことないと思うよ。確かに綺麗系な凜さんとは違うけど、可愛い系っていうかさ。この間、振ふり袖そでを着ているときは胸がドキドキしちゃったよ」

「じょ、冗じよう談だんはやめてくださいっ。か、からかうと怒おこりますよ？」

「冗談なんかじゃないよ！　神林さんはすごく可愛いって！　アイドルにだってなれると思う！」

　力説しちゃった後で──しまった！　僕は口を覆おおった。

　なにを恥ずかしいことを口走ってるんだ、僕は。

「ご、ごめんね。僕なんかに、こんなこと言われてもうれしくないよね」

　耳の先まで真っ赤に染めて、神林さんはうつむいてしまった。

　唇くちびるをもにもにさせながら、ちっちゃい声で呟つぶやく。

「い、いいえ。そんなことありません。大おお村むらくんにそう思ってもらえるのは……ちょっぴりうれしいです……」

「…………」

「…………」

　僕たちは向かい合って座ったまま、真っ赤になってうつむいてしまった。うう、照れくさくて神林さんの方が向けないよ。

　と、勢いよく部室のドアが開いた。来くる海みの元気な声が響ひびき渡わたる。

「ああ～～っ！　いーんちょ！　部活に出てきてくれたのね！」

　続けて、琴こと音ねさんのしっとりした声が僕の耳に届いた。

「はあ……。一時はどうなることかと思いましたが、これからもみんなで部活動ができるようでなによりです」

　大きな胸の前で手を組み合わせて、安あん堵どの息を漏もらす。

　しかし、頰ほおを染めてうつむいている僕たちに気付くと、来くる海みと琴こと音ねさんがくゎゎゎっと目を見開いた。ほっぺが引きつっている。

「ちょっと！　なに微び妙みような雰ふん囲い気きを漂ただよわせちゃってんの!?　あんまりくっついちゃダメよ！　そこは来海の席！」

　来海が怒ど鳴なり散らしつつ、僕と神かん林ばやしさんの間に椅い子すを割り込ませてくる。

　目眩めまいを感じたように額を抑おさえて、琴音さんはフラフラとよろめいた。

「はぅぅ、神林さんが部活を辞めずにすんだのはよかったですが……恋敵ライバルが増えちゃうのは困りものですぅ」

　彼女たちがなにを嘆なげいているのかわからない。

　だけど、大おお騒さわぎをしている来海たちのようすを見ていると。

　これまで通りのダイエット部が戻もどってきたんだなあと実感することができた。






結婚まで──あと五四kg












　☆☆☆神林憐れんのワンポイントアドバイス☆☆☆







　こんにちわ。神林憐です。この度は大変にお見苦しいところをお見せしました[image: 三点][image: 三点]。いろいろありましたが大おお村むらくんのダイエットを見守っていきたいと思いますので、よろしくお願いします。

　さて。

　ダイエットを成功させるための最大の秘ひ訣けつを簡単に言ってしまいますと──絶対にやめないことです。

　ダイエットに挑ちよう戦せん→失敗を繰り返していると、瘦やせにくい身体からだになってゆきます。ダイエットを決意したのなら、最後まで諦あきらめずに続けることが、結局は一番の近道となります。

　しかしながら、何度か申し上げております通り、ダイエットというのは危険な行為でもあるのです。私の姉のように心身を壊こわしてしまう危険性もあります。

　もしも体調の異常を感じたら、すぐにダイエットを中止してください。健康であることがなによりも大切なのですからね。









[image: ダイエット部の日常──部分瘦せはオトメの夢？]







　三月の下旬。卒業式も終わり、後はもう春休み突とつ入にゆうを待つばかりとなった頃ころ。

　部室棟とうの三階にあるダイエット部の部室で琴こと音ねさんが煎いれてくれたお茶をまったりと飲んでいると、二戸にのへさんが血相を変えて部屋に飛び込んできた。

「うわ～～～～んっ！　助けて、憐れんえも～～～～んっ!!」

　湯飲みで緑茶をすすっていた神かん林ばやしさんが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「誰だれが『憐えもん』ですか、誰が」

「レンレンのダイエット知識で私を助けて欲しいのだよ！」

　ウサギ形のマグカップを机に置いて、来くる海みが尋たずねる。

「どうしたのよ、ゆっきー☆。なにか困ったことでもあったの？」

「これを飲んで落ち着いて。わけを話してください」

　琴音さんが二戸さん愛用のクマ形マグカップに紅茶を煎れてあげた。一口お茶を飲んだ後、二戸さんは深刻な顔で続ける。

「昨夜のことだ。ヌコヌコ生放送をやっていた私は、リスナーの要望に応じてスリーサイズを測ったのだよ。言うなれば、生計測だな」

「そ、そんなことも配信しちゃうの？」と僕。

「うむ。多少はセクシーショットも織り交ぜていかないとアクセス数は伸びないからな。私は顔出しもしていないし」

　生放送中もクマヘッドで顔を隠かくしているようだ。

「スリーサイズを測ったところ、恐おそるべきことがわかった。前回計測したのは、去年のクリスマスの頃だったのだが、そのときと比べて、バストは変わらないのにウエストが二センチも太ってしまったのだよ！　リスナーにも笑われてしまった！」

　この世の終わりだと言いたげに、二戸さんは天を仰あおいだ。

　二センチぐらいで大げさだなあと呆あきれる僕だったのだけれど、来海と琴音さんは雨に濡ぬれた捨て犬を見つめるかのような切ない眼まな差ざしになった（神林さんはいつも通りの無表情のままだ）。

「ウエストだけサイズアップしちゃうなんて……悲劇よね」

「それはお気の毒に……。とても辛つらいですね」

　女の子にとって、オナカ周まわりのサイズが増えちゃうのは一大事のようだ。ううーん。男にはわからない感覚かも。

　二戸さんは神林さんに向かって手を合わせた。神に祈いのるような面おも持もちで頼み込む。

「レンレン。助けてくれ。バストのサイズは落とさずに、ウエストのサイズだけをダウンする方法を教えて欲しいんだ!!」

　もう一度お茶をすすり、そっと湯飲みをテーブルに置いた神林さん。

　抑よく揚ように乏とぼしい冷たい声で、きっぱりと言い切る。

「残念ながら、『部分瘦やせ』というのは基本的に不可能です」

「なん……だと……!?　胸を残してオナカだけ瘦やせたいとか、おしりだけ引ひき締しめたいとか──乙おと女めの永遠のテーマだ。きみはそれを全すべて否定する気かね!?」

　ショックを受ける二戸にのへさんに続いて、来くる海みが問い返した。

「そんなのウソよ！『オナカが瘦せちゃう！』とか『足が細くなる！』とか、そういう運動マシンの広告見たことあるわよ!?」

「確かに、そういうマシンを売っていますね。ですが、基本的には身体からだの一部分の脂し肪ぼうだけを減らすというのは不可能なのです」

　瘦せたい部分を重点的に動かせば、その部分の脂肪が減っていく気がするんだけど。違うのかなあ……？

　神かん林ばやしさんは立ち上がった。ホワイトボードへと向かう。

「それに関して面白い実験があるのです」

　ホワイトボードに棒ぼう人間みたいな人型を描いた。

「とある学者さんが『左足を動かさず、右足だけを運動させたらどうなるか？』という実験をしたそうなんですよ」

　右足に線を引っ張って『運動する』。左足には『運動しない』と書き込む。

「結果は、どうなったと思います？」

　来海が唇に人差し指を当てて小首を傾かしげた。

「右足しか動かしてないなら、右足だけが瘦せたんじゃないの？」

　すると、神林さんは棒人間の全身を○で囲った。

「正解は──全身が瘦せました」

「動かしていない左足も瘦せたのか!?」

　驚おどろきの声をあげる二戸さん。僕もその結果は意外だと感じた。

「はい。前にもお話しました通り、脂肪というのはエネルギーの貯蔵庫です。血液中の糖分──即そつ効こう性せいのあるエネルギーを使い切った後で、保存用のエネルギーである脂肪が代謝されて利用されます。筋肉を動かすにはエネルギーが必要ですが、筋肉の周囲にある脂肪を直接エネルギーとして使っているわけではありません。全身に配置された貯蔵庫からエネルギーが少しずつ供出され、筋肉を動かしているのです」

「そういうもんなの？　『オナカを凹へこませたかったら腹筋しろ！』みたいなこと、よく聞くよ？」

　僕が問いかけると、神林さんはコクリと頷うなずいた。

「身体の一部分の脂肪だけを減らすことはできません。しかし、腹筋によってオナカを引き締めることはできます」

「どゆこと？　一いつ緒しよじゃないの？」と来海。

「腹部の筋肉が発達すると、内臓が押さえつけられるのです。筋肉がガードルのような効果を果たして、オナカが引き締まって見えます。サイズも多少はダウンするでしょう」

　神かん林ばやしさんの言葉の意味が、僕にもようやく理解できた。

　ダイエットに詳くわしくない僕は、細くなることをなんでもかんでも『瘦やせる』と表現してしまう。

　でも、『脂し肪ぼうが減ること』と『筋肉がついて引ひき締しまって見えること』は別なんだ。

　身体からだの一か所だけを狙ねらい打うちして脂肪を減らすのは不可能。

　でも、筋トレをして弛ゆるんだ部分を引き締めるのは可能ってことなのか。

　言われてみれば、納得だ。

「なるほど！　腹筋を鍛きたえればいいのだな！」

　二戸にのへさんのアホ毛がアンテナのように立ち上がる。だが、すぐにアホ毛がヘナヘナと萎しおれた。

「……しかし、待ってくれ。腹筋をするのは良いが、バッキバキにオナカが割れてしまうのは困るぞ。筋肉美女が好きな青少年は、恐おそらくマイノリティだろうし……」

「心配しなくてもいいですよ。ダイエットを目指す女性が『ムキムキになっては困るから筋トレはしない』とよく言っていますね。しかし、見た目にもわかるほどの筋肉を鍛えるのは、並なみ大たい抵ていの努力では不可能なんです。筋肉は基き礎そ代たい謝しやを上げるのに役立ちます。ダイエット中は筋トレをするのがオススメです」

「ねえねえ、いーんちょ」

「なんですか？」

「運動をして脂肪が減ると、全身が瘦せていくのよね？」

「はい。そうです」

「ってことは……」

　来くる海みは自分の胸元を見下ろした。制服の胸元はほんのりとしか膨ふくらんでいない。我が幼なじみは残念ながら胸が小さいんだ。

　ちょっぴり小声になって、来海は続ける。

「秋しゆうちゃんに付き合って、来海もバリバリ運動したら……胸も瘦せちゃうってこと？」

「そうなりますね」

「うぅー、それは困るんだけど……」

　二戸さんもうむうむと頷うなずいて、来海に同調する。

「少しでも胸を残して、オナカを凹へこませる方法はないのかね？」

「脂肪が減少する場合、全身の脂肪が減っていきます。しかし、各部の脂肪が均等に減っていくわけではありません。減りやすい場所と減りにくい場所があります」

　ホワイトボードの棒人間の胸元に『１』、手足と顔に『２』、オナカに『３』と番号を振った。

「女性の場合、減量をすると真っ先に胸の脂肪が減ると聞いたことがあります。次が手足や顔の末まつ端たん部分。最後がオナカです」

　神林さんの説明によると、オナカってのは人間の最も重要なエネルギー貯蔵庫らしい。皮下脂し肪ぼうだけでなく、内臓脂肪というものも駆く使しして、人間の身体はエネルギーをため込もうとするのだそうだ。よくできてるなあと感心してしまう。

　だが、乙おと女めにとっては一大事のようだ。来くる海みと二戸にのへさんは顔を青くして叫さけぶ。

「胸から減るってどういうことよ！」「救いはないのか!?」

「胸が減らないように気をつけることは可能です。脂肪というのは、外部の刺し激げきによって分解を促そく進しんできるそうなんですよ」

　ヌコ厨ちゆうなクラスメイトが頰ほおをポッとピンク色に染めて。

「胸への刺激というのはアレかな？　えっちなやつかな？」

「ちちちち、違います！」「なに言ってのよ、ゆっきー☆」「はゎゎゎゎゎゎ……」

　女の子たちから総ツッコミが入る。僕はそっぽを向いて聞かなかったことにする。下ネタはリアクションがしにくいよ。

　顔を赤くして、神かん林ばやしさんが補足説明をした。

「脂肪細胞になんらかの負荷が掛かると、分解されやすくなるらしいのです。エステティックなどで脂肪燃焼マッサージというものが行われてるそうです。アレは脂肪細胞を揉もむことで刺激を与え、分解を促進させようというのが狙ねらいだと聞きました」

「あっ、それは知ってるわ！　来海も秋しゆうちゃんにやったことあるもん！」

　そう言えば、来海にオナカを揉まれたことがあるなあ。……足で、だけど。

　あのときはパンツが見えまくってて動揺しちゃった覚えがあるよ。

　これ以上思い出したら鼻血が出ちゃいそうだから、考えるのはやめておこう。

　……って、アレ？

「秋しゆう馬ましゃんのオナカを揉みまくるなんて……なんて羨うらやましい……」

　琴こと音ねさんはどうして夢見るような瞳ひとみになっているんだろう。羨ましがる要素は一つもないと思うけど。

　そんな僕たちをスルーして、神林さんは解説を続ける。

「マッサージのような強い刺激──たとえば、脂肪の中でも『よく揺れる部分』は脂肪が減りやすいそうです」

「よく揺れる部分？」と二戸さんが問い返す。

「オナカが大きめの方がランニングをはじめるとします。すると、走った衝しよう撃げきでオナカが揺れますね。その負荷によって、下腹部分の脂肪が早く減少することがあるのだそうですよ。……これについては科学的に証明されていることではないので、参考程度にとどめて欲しいのですが」

「ああ、なるほど！　だから、運動部の女子たちはスポーツブラをつけるのだな！」

　納得したように二戸さんのアホ毛が揺れた。

　男の子の前で下着の話をするのは恥ずかしいんだろう。僕の方をチラッと窺うかがった神林さんは頰ほおを染めながら頷うなずいた。

「はい。運動をする女性は、そういったもので胸を固定すべきです。少しでも胸の脂し肪ぼうの減少を抑おさえ、その上でオナカを筋トレして引ひき締しめれば、あるいはメリハリボディが手に入れられるかもしれませんね」

「ふむふむ。てことは、オナカを揺らせばいいということだな。ふふふ、これはいいことを聞いたぞ……。アレを使ってみればいいのか……」

　怪あやしい含み笑いをする二戸にのへさん。彼女が装着しているクマ形ヘッドセットの瞳ひとみも輝かがやいたように見えた。

　よからぬことを考えてなきゃいいけど……。

　不安を感じつつ、僕はぬるくなった紅茶を飲み干した。




　そして、翌日の放課後のことだ。

　いつも通り部活動へと向かった僕は、部室のドアを開けて──

「むぬあ!?」

　ヘンな声を出してしまった。

　二戸さんがチャンピオンベルトみたいなものを掲かかげてドヤ顔で立っていたんだ。片足を椅い子すに乗せて妙みようなポーズを取っている。

　いや、ポーズよりも問題なのは──彼女の服装だ。

　なぜだかわからないけれど、二戸さんはバニーガールの格好をしてたんだよ！

　ウサギ耳。白い襟えりと袖そで口ぐち。身体からだにぴったりとフィットした黒いボディスーツ。

　胸の谷間やら網あみタイツに包まれた脚きやく線せん美びやらが眩まぶしすぎて、目のやり場に困りすぎる！

　と、部屋の片隅から来海の声が聞こえてきた。

「秋しゆうちゃん！　誰だれかに見られちゃうから、早くドア閉めて！」

「って、来海も!?」

　来海はピンク色のバニーガールだった。ふわふわしたウサ耳や、丸いしっぽが愛らしく揺れている。ささやかな胸元は薄紅色のボディースーツで覆おおわれていた。

　バニーガールの衣装ってのは、とんでもなくセクシーなものだ。だけど、我が幼なじみの場合は色っぽさよりも可愛かわいさの方が際だってると思う。来海って、こんなにキュートだっけ？　胸の鼓こ動どうが止まらないよ。

　いや、幼なじみだけじゃない。

「くっ、なぜ私までこんな格好を……」「はゎゎゎ……とっても恥ずかしいです……」

　神かん林ばやしさんと琴こと音ねさんまでバニーになってるし！

　神林さんは水色。琴音さんは白いバニー。

　バニーガールのコスプレにもカラーバリエーションがあるんだなあ……って、感心してる場合じゃない。

　真ま面じ目めなクラス委員長が恥ずかしそうにバニーさんの格好をしているのは、恐おそろしい破は壊かい力りよくだった。見ちゃダメだって頭ではわかっていても、ついつい視線がそちらへ向いてしまう。

　さらにヤバいのは、琴こと音ねさんだ。

　彼女は胸が大きいから、白いボディスーツから深すぎる谷間が見えていて……思わず生ツバを飲んでしまった。琴音さんのファンクラブ会員が見たら、その瞬しゆん間かんに昇しよう天てんしてしまいそうな色っぽさである。

「秋しゆうちゃん!?　なにボーっとしてるの!?　ドア閉めてってば！」

「ごごご、ごめん！」

　大おお慌あわてでドアを閉めて、僕は二戸にのへさんに駆かけ寄よった。ダイエット部のメンバーが妙みようなコスプレをしている場合、ほぼ一〇〇％の確率で二戸さんが原因なのだ。

「何事なの、これは!?」

　すると、ヌコ厨ちゆうなクラスメイトはベルト状のアイテムを僕に突つきつけた。

「これがなんだかわかるかね……？　我が家にあった『ブルブルベルト』だよ！」

「ブルブルベルト？　なにそれ？」

「うむ。激しい振しん動どうを与えることで腹部の脂し肪ぼうを落とすダイエット器具だ。ウチの母が通販で買っていたのを思い出してな」

　ああー、僕も深夜の通販番組で見たことあるよ。一時期流は行やった気がする。

「昨日のレンレンの説明によれば、揺れる部分から脂肪はなくなっていくそうだ。ってことは、この商品は効能があるってことだろう？」

　神かん林ばやしさんが手ての甲こうでメガネを上げながら注意をする。

「脂肪細胞に刺し激げきを与えると分解されやすくなるようですが……そのような局所的な振動を与える器具の効用は疑問ですね。保証はしかねます」

「まあまあ、使ってみればわかることだろう？」

「ブルブルベルトを試してみるって言うのは納得したよ。面白そうだと思う。でも、その格好はなんなのさ!?」

　部室でバニーさんの格好しているなんて意味がわからない！　脈みやく絡らくがなさすぎる！

　二戸さんは真面目くさった顔で説明してくれた。

「脂肪の振動具合を確認できた方がいいと思ってな。露ろ出しゆつ度どが高く、なおかつ身体にフィットしたコスチュームを──と厳選した結果、バニーガールのコスプレをしたらいいと気付いたのだよ。私は天才だな！」

「それ、完全に後付の理由だよね!?」

「あと、ついでにこの格好で踊おどってみた動画とかを撮とらせてもらえたら最高です」

「一〇〇％それだけが理由だよねっ!?」

　ピンクバニーな来くる海みが腕組みをして文句を付けてきた。

「秋しゆうちゃんのダイエットに役立つっていうから、わざわざ着替えてあげたんだからね！　さっさとはじめてちょうだい！」

「ＯＫ。さっそく挑ちよう戦せんしてみるとしよう」

　変身ベルトを装着するみたいに、二戸にのへさんはダイエット器具をオナカに巻いた。

「ではでは、スイッチオーン！　ぽちっとな！」

　電源をオンにする。ベルトの機械が激しい振しん動どうをはじめた。

「おおおおお、凄すさまじい揺れだぞ!?　オナカのお肉が揺さぶられている！」

　マシンの振動に合わせ、ウサギ耳がブルブルと揺れている。

　……いや、それだけじゃない。二戸さんは長身でスレンダー体型だけど、スタイルがいいんだ。胸元もそれなりに膨ふくらんでいる。

　ブルブルベルトの振動に合わせて、胸もプリンのように波打っていた。

「あははは、声も震ふるえているぞ！　わーれーわーれーはー、宇宙人だー！」

　ドギマギしている僕に気付かず、ブルブルマシンで遊んでる二戸さん。

　来海も興きよう味み津しん々しんって感じで駆かけ寄よった。

「楽しそう！　やってみたーい！　次は来海ね！」

「うむ。くるみんも試してみたまえ。オナカの脂し肪ぼうが熱を持っている気がする。結構効きそうだぞ」

　二戸さんは来海のオナカにもブルブルベルトを巻いてあげた。

　スイッチを入れると来海のオナカでマシンが振動をはじめる。

「うにゃにゃにゃにゃにゃにゃにゃ？」

　ヘンな声をあげて震え出す来海。

　我が幼なじみはツルペターンとした体型だ。胸もオナカも、あんまりプルプルしてなかった。そもそも揺れる部分が少ないんだ。

「……私も試してみていいですか？」

　意外にも神かん林ばやしさんが小さく手を挙げた。振動マシンにダイエット効果があるのかどうか、自分の身体からだで試してみたかったのかもしれない。

　来海は神林さんのウエストにベルトを巻いてあげた。スイッチを入れるとクラス委員長が小刻みに震え出す。

「あわわわわわわわわわわわわわわ？」

　赤いフレームのメガネが飛とび跳はねている。ゼンマイ仕掛けのオモチャみたいな動きで震えていて、なんだか可愛かわいかったけど……ううーん。神林さんも瘦やせっぽちだから、来海と同じでオナカも胸も一切プルプルしてないな。

　二戸さんはベルトのスイッチを止めた。来海と神林さんの胸元を見やり、初孫を見つめるお祖母ちゃんのような温かな笑顔を浮かべる。

「……うむ。二人には必要のないものだったな。スリムな二人が羨うらやましいよ」

「なによ、その優しすぎる眼まな差ざしは！　同情なんていらないわよ！」

　怒ど鳴なりまくる来くる海みの隣となりで、神かん林ばやしさんもズレたメガネを上げながら頰ほおを膨ふくらませた。

「確かに、私の身体からだは貧相ですが……失礼だと思います」

　と、幼なじみは僕を睨にらみ付つけて。

「秋しゆうちゃんもなに見てんの!?」

　うわ、こっちにも飛び火してきた！

「ふーんだ！　どうせ来海はボリュームが少ないわよ！　秋ちゃんだって、こんなぺったんこな胸じゃ女の子っぽくないとか思ってるんでしょ!?」

「そんなこと思ってないって！　来海も神林さんも、バニーガール姿がすごく可愛かわいいよ！　僕、ドキドキしてるし！　小さいのは小さいので、それはそれで素晴らしいというか……色っぽいというか……」

　なに言ってんだ、僕は。

「ふははは、ダイソンは貧乳派だったのか！」

　頰を赤く染めて、神林さんは恥ずかしそうに胸元を押さえた。

「大おお村むらくんのえっち……」

　うわーん。誤解だよ、神林さん！

「く、来海ならちょっとぐらい見ても良いけど……いーんちょをえっちな目で見ちゃダメよ！　このエロブタ野や郎ろう!!」

　来海はピンク色のヒールで僕のおしりを蹴けり上あげてきた。フォローしてあげたのに、どうして僕が怒おこられてるのかわからない！

「痛たたたたっ!?　やめてよ、来海！」

「こらー、逃げるなー！」

　狭い部屋で追いかけっこがはじまった。二戸にのへさんは大爆笑で。神林さんは呆あきれ顔がおで撲たちを見守る（見てないで止めて欲しいな……）。

　いつも通り、和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きだった。

　しかし、ただ一人白いバニーと化している琴こと音ねさんだけは、ショックを受けたように立ちつくしていた。手元を口で覆おおって、肩を微かすかに震わせていたんだ。

　幼なじみに追い立てられていたから、声を掛けられなかったのだけれど。

　ちなみに。

　琴音さんはブルブルベルトを使わなかった。彼女はスタイルがいいから、ウエストを細くする必要がないってことなのかな。

　そして、僕もブルブルベルトを使わなかった。というか、僕の場合は使えなかった。

　オナカが大きすぎてベルトが締しめられなかったんだ。

　なんだよ、もう。蹴けられ損じゃないか……。

　ゲンナリとした気分で、その日の部活は終了した。







　で、その日の午後五時過ぎのこと。

　来くる海みと一いつ緒しよに帰宅しようとしていた僕は、忘れ物に気付いて一人で部室に戻もどることになった。ケータイを部室に起きっぱなしにしてたんだ。校門を出るまえに気付いてよかったよ。

　部室のドアを開けようとして──物音が聞こえてくるのに気付いた。

　……あれ？　まだ誰だれかいるのかな？　みんな帰ったと思ってたのに……。

　不ふ審しんに思って薄く開いたドアの隙すき間まから部室の中を覗のぞき込こんだ僕は、口から魂たましいが飛び出すかと思った。いや、出てはいけないなにかがちょっぴり顔を出していただろう。

「はわわわわわわわわわっ……？」

　制服姿の琴こと音ねさんが、椅い子すの上で震ふるえていた。

　その胸元に装着されてるのは──ブルブルベルト!?

　両肩の辺りで手をグーにしている琴音さん。

　制服のシャツのボタンが二つほど空いている。胸元の膨ふくらみだけでなく、清せい楚そな白いブラがチラ見え状態だ。

　──ぷるるん、ぷるるんっ♡

　琴音さんの二つの膨らみがマシンによって揺さぶられ大きく波打っていた。

　常々、琴音さんって胸が大きいなあと思っていたけど……こうして見ると凄すさまじい迫はく力りよくだった。手で触ふれなくても、揺れまくる胸元を見るだけで柔やわらかさが伝わってくるようだ。

　どうしてバストを揺さぶってるのか、僕にはわからないんですけど!!

　……と、そこで琴音さんと目があった。

「え、えーっと、まだ帰ってなかったんだね、琴音さん」

　琴音さんは呆ぼう然ぜんと僕を見つめる。

「ぼ、僕、忘れ物しちゃってさ。ほら、これだよこれ！」

　部室へとカラダを滑すべり込こませた僕は、椅子の上に置きっぱなしだったケータイを手に取って見せた。

　石像になってしまったかのように琴音さんは硬こう直ちよくしてる。

　──ぷるるるるるるるるるるんっ♡

　マシンによって、胸は揺さぶられっ放しだ。

「あはは、僕ってばドジだよね。そ、それじゃ、琴音さん。あんまりきみも遅くならないようにね……」

　僕が後ずさりして出て行こうとしたとき、お嬢じようさまの瞳ひとみに涙の雫しずくが浮かんだ。

　フリーズしていた琴こと音ねさんが、ようやく再起動を終了したんだ。

「秋しゆう馬ましゃんに……大変な姿を見られてしまいました……」

　目元に涙の雫しずくに潤うるんでいく。瞳ひとみがウルウル。胸はプルプル。

「もうお嫁よめにいけません……！」

「わあ、泣かないでよ、琴音さん！　ごめんね、ノックもせずに入っちゃって！」

　慌あわてて琴音さんに駆かけ寄よった。

「というか、どうしてこっそりブルブルベルトを使ってるの？　瘦やせる必要なんてないって言ってたのに！」

　みんなで試しているときは、琴音さんはブルブルベルトを使わなかったんだ。

　涙目のまま、琴音さんは口を開いた。声が震ふるえているのはベルトの振しん動どうだけが理由じゃないだろう。

「くすん……秋馬しゃんは胸の小さい方が好みだと仰おつしやってましたから……。私も胸を小さくしようと思いまして……」

　ウエストではなく胸にベルトを巻いていたのは、バストを小さくするためなの？

「私は無む駄だに胸が大きいです。そのせいで秋馬しゃんに嫌きらわれてしまうのではないかと心配になってしまいまして……あぅあぅ……」

　どうして僕の趣しゆ味みに合わせようとしてくれてるのかわからない。

　だけど、琴音さんはとっても真しん剣けんな顔をしていた。

「落ち着いてよ、琴音さん。僕は大きい胸も魅み力りよく的てきだと思うよ！」

「ほ、本当ですか!?」

　椅い子すから立ち上がり、涙目で僕を見上げて詰つめ寄よってくる琴音さん。

「もちろん、ウソなんてつかないってば！　琴音さんはとっても可愛かわいいよ！」

「はあ、よかったです……♡　本当に安心しました……」

　お嬢じようさまは安あん堵どの息を漏もらした。

　その間もずっと──ぷるるるるるるるるるるるんっ♡

　琴音さんの巨乳が目の前で揺れ続けているわけで！

　お願いだから、機械を止めてよ！　そんなに揺れまくってたら目の毒すぎるよ!?

　僕の心の叫さけびがダイエット部の部室に木こ霊だまするのであった。

　ホントにもう、二戸にのへさんはろくなことしないよね。
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　一年の中には重要な日付がいくつかある。

　たとえば、ダイエット部のメンバーの誕生日。

　一月一〇日、神かん林ばやし憐れんさん。一二月二四日、二戸にのへ雪ゆき乃のさん。五月二〇日、聖しよう護ご院いん琴こと音ねさん。

　僕は一〇月一五日。来くる海みは七月七日だ。

　これらの日は、きっと盛大に誕生パーティが催もよおされるに違いない。来海は、そういうの大好きだからね。僕もごちそうが食べられるのを楽しみにしてる。

　バースデーに加えて、クリスマスとバレンタイン、ハロウィンはイベント好きな幼なじみにとってテンションの上がる日だ。大盛り上がりになることは間違いないだろう。




　それから──四月四日。




　この日付は僕にとって、とても重要な日だ。

　できたら、お祝いがしたいなって思ってる。

　来海のヤツは、忘れちゃってるかも知れないけれど、この日に僕たちは──……。
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　ここいらで、ハッキリ言っておきたいことがある。

　ハッキリ言って、僕は太っていないと思う。




　身長一七五センチ。現在の体重は一〇八キロ。

　まあ、確かに神林さんに教えてもらったＢＭＩという肥満かどうかを判別する計算法によれば、僕は『激デブさん』にカテゴライズされるらしい。でも、若じやつ干かんぽっちゃりしている程度で、激デブってほどでもないと自覚している。

　見た目だってそんなに悪くないし、運動だって普ふ通つうにできるからね。……冬に行われたマラソン大会ではダントツのビリだったけど。

　しかしながら。

　そんな僕でも、自分の体型を恨うらめしく感じる局面がいくつかある。

　たとえば洋服を買うとき。高たか森もり商店街には僕のサイズに合う服を売っていないのだ。わざわざ駅三つ分離れた街まで出掛けて、大きめサイズの専門店で買わなくちゃいけない。種類は少ないし、お値段もちょっぴりお高め。もう一回り身体からだが小さかったら、選せん択たく肢しの幅はばが広がるのになあと思わなくもない。

　それから、遊園地なんかも鬼き門もんだ。

　絶ぜつ叫きようマシンには体重制限がある。体重が一〇〇キロを超えてると乗れないマシンがあるんだ。せっかく遊園地に行っても、乗れないマシンがあるんじゃ楽しさも半減だよね。

　そして、もう一つ。

　ちょっぴり大きめなオナカのせいで損したと感じるときがある。

　それは──飛行機に乗るときだ。

　四月二日。沖縄行きの飛行機の機内。

　僕はオナカに食い込んだシートベルトを調節しながらため息を吐ついた。

　飛行機の座席ってのは、かなり狭せまい。だから、おしりの大きな僕は二人分の座席を確保しなけりゃいけないんだ。その分、余計に料金を支し払はらう必要がある。身体からだのお肉が少なければ出費が抑おさえられたのに……そう思うとなんだか悔くやしい。

「おおー！　すごい！　本当に飛んでるぞ！　コイツ、やるな！」

　通路を挟はさんだ反対側の座席。二戸にのへさんが窓の外を眺ながめて大おお騒さわぎしてる。

　その隣となりに座っている神かん林ばやしさんは顔を強ばらせていた。ほっぺがひくひくしてる。飛行機に乗るのは初めてだって言ってたから、緊きん張ちようしているのかもしれない。

「こんな鉄の塊かたまりが空に浮くなんて、信じられません……。ああああ、二戸さん、あまり暴れないでください。墜つい落らくしたらどうするんですか」

「あははは、レンレンは心配性だなあ。軽く揺さぶったところで、コイツはビクともしないよ。ほら、こんな風に──」

　座席でシートベルトをつけたまま、二戸にのへさんはヘッドハンキングでもするみたいに頭を振った。振しん動どうが伝わって、神林さんの座席も揺れたみたい。

「ややや、やめてください！　そんなに揺らしたら、本当に墜落してしまいます！」

「すまんすまん。冗じよう談だんだよ。……おや？　暴れた拍ひよう子しに機体からネジが抜ぬけてしまったようだ。ま、大だい丈じよう夫ぶだな！」

「ひぃぃぃ!?　私、降ります！　凜りん姉、助けて！」

　怯おびえる神林さんを、二戸さんはここぞとばかりに脅おどかしている。

　大騒ぎする二人の隣の席。琴こと音ねさんはイヤホンを耳につけて、沖縄のガイドブックを読んでいた。二人とは対照的な落ち着いたようす。琴音さんのお母さんは世界各地でホテルを経営している社長さんだそうだ。旅行には慣れているのかもしれないな。

　三者三様、飛行機の旅を楽しんでいる姿を横目に、僕はもう一度深いため息を吐いた。

　あまりテンションが上がらない。子どもの頃ころに何度か飛行機に乗ったことがあるけれど、そのときは大はしゃぎだったのに……。

　座席の料金がかさんでしまったこともショックだけれど、それ以上に僕の心を落ち込ませる要因があるんだ。

　僕の隣となりの席。

　むっす～～～～～～～～～～～～～～っ!!

　そんな擬ぎ音おんをつけたくなるような雰ふん囲い気きで来くる海みのヤツがむくれていた。腕組みをして頰ほおを膨ふくらませている。僕と目が合うと忌いま々いましげに鼻を鳴らして窓の外を向いた。

　ここ数日、来海はずっとこんな調子なんだよな……。

　機嫌が悪い理由はわかってる。

　先月の終わりに開かい催さいされた、高たか森もり町ちよう主しゆ催さいの大食い大会『高森町フードファイト』に僕が参戦してしまったからだ。

『大食いのメッカ・デカ盛り町』として町おこしに成功した我が町において町主催の大食い大会『高森町フードファイト』は特別なイベントである。年々規模が大きくなっていて、今年は予選会に二〇〇〇人もの人が参加したそうだ。

　無敵のチャンピオンとして君臨している僕が参加しなかったら盛り上がりに欠けるからね。大だい五ご郎ろうのおっちゃんに頼まれて、仕方なく参戦することにした。

　ダイエット中であることを一応は考こう慮りよしてくれて、エキジビジョンマッチに一戦だけ。

　勝負のテーマは──ホットドッグ。

　大食いの定番みたいなメニューだ。僕の得意種目でもある。

　対戦相手は大食い界においては、名のある人たちばかり。ソーセージを先に食べ、その後にパンを水に浸ひたして口に押し込む──いわゆる『トーキョー・スタイル』とかいう戦法を駆く使しする選手もいて、かなりの激戦となった。

　だけど、ディフェンディングチャンピオンとして簡単に負けるわけにはいかない。

　神かん林ばやしさんがセコンドについてくれてたし、琴こと音ねさんも応おう援えんしてくれてた。二戸にのへさんはいつも通りホクホク顔で大食い動画を撮さつ影えいしてたけど。

　ダイエット部のみんながいるのに、格好悪いところは見せられない。

　一〇分間で七〇本のホットドッグを美お味いしく頂いて、僕はエキジビジョンマッチで勝利をおさめた。

　大五郎のおっちゃんや商店街の人たちは大盛り上がり。地元テレビ局でも放映されて、視し聴ちよう率りつはかなりよかったみたいだ。

　で、勝利の景品として沖縄旅行のクーポン券をもらって、こうしてダイエット部の面々で遊びに行くことになった次第である。三泊四日の南国の旅。沖縄に行くのは初めてだから楽しみだ。

　大食い大会に参加してよかったなあ。エキジビジョンマッチじゃなくてフードファイト本戦に出場できたらもっとよかったのに。

　なあんて、素直に喜びたいところなのだけれど。

　ダイエット中にもかかわらず大食い大会に参加してしまったことが、来海の逆げき鱗りんに触ふれてしまったらしい。

　大会に出場することは、いちお、事前にメールで知らせておいた。しかし、来くる海みの怒ど鳴なり声が未いまだに脳内で鳴なり響ひびいている。

『どうして大食いなんてするのよ！　ダイエット中なのに、許されるわけないでしょ!?　太っちゃったらどうするわけ!?　そーゆーことは、ちゃんと相談してってお願いしたのに！　メールだけで済まそうなんてダメに決まってるでしょ!?　秋しゆうちゃんのバカ！　このブタ野や郎ろう!!』

　それ以来、来海は口を利いてくれないんだよな……。

　ダイエット部のメンバーの説得もあって沖縄旅行には参加してくれた。

　でも、せっかくの南国も来海がこんな調子じゃ楽しめないよ。

「あ、あのさ、来海……」

　声を掛けてみるけれど、幼なじみはツンとそっぽを向いた。

「話しかけないで。秋ちゃんなんて大だい嫌きらい」

　とりつく島もないとは、このことだ。

　はあ……。なんとか機き嫌げんを直してくれないものかなあ……。

　微び妙みような気分になってしまう僕を乗せて、飛行機は飛び続けるのだった。
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「オーシャン・ビュ～～～～っ!!」

　沖縄。僕に割り当てられた部屋の窓まど辺べで二戸にのへさんが歓かん声せいをあげた。丈たけの短いヘソ出しシャツとハーフパンツ。夏を先取りした服装だ。

　窓からは白い砂浜と青い海が見える。海の水はエメラルドグリーンに輝かがやいていた。沖縄の海って、どうしてこんなに綺き麗れいなんだろう。

　砂浜では海水浴やマリンスポーツをしている人たちの姿もあった。パラセーリングって言うんだっけ？　青空を鮮あざやかなパラシュートが横切っていく。

　高たか森もり町ちようにいた頃ころは、まだちょっぴり肌はだ寒ざむかったのに沖縄は夏みたいな雰ふん囲い気きに包まれていた。

「良い景色です。とっても素晴らしいお部屋ですね」

　窓の外を眺めて、琴こと音ねさんも幸せそうな声を漏もらした。白い薄手のワンピースが窓から差し込む夏の陽光で煌きらめいている。

　冬合宿をやったときに借りた琴音さんのお母さんが経営しているホテルも立派だったけど、今回のリゾートホテルも素晴らしい部屋だと思う。窓から望む景色はバツグンだし、部屋はかなり広い。ベッドもフカフカ。

　僕は大食い大会で一戦しかしてないのに、こんなに豪ごう華かな賞品をもらっちゃって申し訳なくなっちゃうほどだ。

　ちなみに。

　今回は女の子が二人ずつ二部屋。僕はこの部屋を独ひとり占じめできる。前回の冬合宿はクローゼットで寝ね泊とまりしてたから大出世と言えるだろう。

　部屋の隅すみっこに置かれたシーサーの置物をしげしげと眺ながめつつ、神かん林ばやしさんが口を開いた。

「南国気分を満まん喫きつしたいところではありますが……今回の合宿もダイエットが目的なんですよね？」

「せっかく賞品でもらった沖縄旅行なんだから、ダイエットなんて忘れて楽しめばいいと思うけどなあ……。テビチーとかラフテーとかミミガーとか食べたいよ」

「全すべて豚肉料理ですね。お肉を頰ほお張ばる秋しゆう馬ましゃん……白い砂浜。飛び散る肉にく汁じゆう。波打つオナカ。はあ、想像するだけで素す敵てきです。胸がドキドキします」

「いや待て、素敵な要素があったか？　暑苦しさは五倍増しぐらいにはなっているが」

　二戸にのへさんが真顔でツッコミを入れつつ。

「当然、減量は続けるさ。ダイエットをやめてしまったら、くるみんの機き嫌げんがさらに悪くなってしまうだろう？」

　ベッドに腰掛けて腕組みをしていた来くる海みが唇くちびるを尖とがらせて。

「別に。秋しゆうちゃんみたいな卑ひ怯きよう者ものがどうなろうと、来海にはもう関係ないしっ」

　まだムカついているようだ。神林さんと琴こと音ねさんが困ったように眉まゆをハの字にする。

　だが、二戸さんだけはニンマリと笑みを浮かべた。なにかを企たくらんでいそうな悪者っぽい笑み。

「いやあ、くるみんの協力が得られないとは悲しいな。南国のリゾートに相応ふさわしいダイエット方法を発見したと言うのに！」

　ダイエットに詳くわしい神林さんのメガネのレンズが興味を引かれたように光った。

「南国に相応しい方法？　どんなダイエット法です？」

「うむ。実に面白い情報をゲットしてしまったのだよ！」

　二戸さんはカバンから、雑誌を取り出した。ティーン向けの女の子雑誌のようだ。表紙にはデカデカとこんな風に書かれていた。

『特集！　恋愛できれいに瘦やせるコツ！』

「恋をすると人は瘦せてしまうらしいのだよ。興味深い情報だとは思わないかね？」

「ああ、私も聞いたことがあります。……私には恋愛の機き微びというものはわかりませんが」

　ちょっぴり照れくさそうに神林さんは頰ほおを染めて。

「しかし、『恋をすると瘦せる』というのは、科学的にも証明されているのです。恋をしたときに分ぶん泌ぴつされる脳内ホルモン『ＰＥＡフエニル・エチル・アミン』が関係していると言われています」

　誰だれかを好きになると、脳内ではＰＥＡという物質が分泌されるんだそうだ。

　麻ま薬やくに似た効果があって恋愛をしているときの独特の幸福感や焦しよう燥そう感かんを生み出すらしい。

「ＰＥＡフエニル・エチル・アミンが分ぶん泌ぴつされると食欲が減退します。『恋こい煩わずらいで身が細る』というのは実際にあることなのです」

「雑誌の特集にも同じようなことが書いてあったぞ。さすがだな、レンレン」

「では、その雑誌には『オキシトシン』については書かれていましたか？」

「うん？　オキシトシン？　書いてあったような、なかったような……？」

「それでは、一いつ緒しよに解説してしまいましょう。一般に『恋は三年ほどで冷める』と言われるそうですね」

「うむ。よく聞く話だな。そのぐらいになるとマンネリ化してくるそうだ。……まあ、私はカレシなどいたことがないから伝聞でしかないが」

　二戸にのへさんは黙だまっていれば相当な美人なのに、一度も恋人がいたことがないのか。なんていうか、もったいないなーと思う。

　黙って聞いていた琴こと音ねさんが『信じられない』と言いたげに首を横に振った。僕のオナカをじっと見つめて呟つぶやく。

「三年で飽あきてしまうなんて、信じられません。私は一生モフモフし続けられる自信がありますっ」

　……モフモフってなにをする気だろう？

　神かん林ばやしさんは解説を続ける。

「『恋が三年で冷める』というのは、ＰＥＡフエニル・エチル・アミンという脳内ホルモンが関係しています。恋愛ホルモンとも言われるＰＥＡは、誰だれかに恋をすると分泌されるのですが……三年ほど経つと分泌量が減るのですよ」

「ふむ。恋に落ちた直後の新しん鮮せんなトキメキは維い持じできない。それどころか、三年後には完全に失われるということだな。いわゆる『倦けん怠たい期き』ってヤツか」

「あ、あの……」

　やっぱり女の子だから恋愛に興味があるのかな？　ドキドキ顔で話しを聞いていた琴音さんが小さく手を挙げた。

「我が家のお父様とお母様は、結婚して一〇年以上経ちますが今でもラブラブですよ？」

「恋に落ちて三年間はＰＥＡが分泌されます。恋が成就し二人の仲が深まると、今度は『オキシトシン』という脳内ホルモンが分泌されるようになるのです」

「初恋のドキドキ感はＰＥＡ。家庭の温かさはオキシトシン。そういうことか？」

　二戸さんの問いに、神林さんは我が意を得たりという顔で頷うなずいた。

「その通り。オキシトシンは愛情ホルモンとも呼ばれています。親友や家族と一緒にいると安らぎを感じるのもオキシトシンの効果です」

「うう、頭がこんがらがってきた……」

　僕の言葉に頷うなずいて、神かん林ばやしさんが図にして説明してくれた。

「まとめると、こんな感じになります」












○恋

・ＰＥＡフエニル・エチル・アミンが分ぶん泌ぴつされる！

・恋のトキメキを感じる！

・瘦やせて綺き麗れいになる！

・三年ほどしか分泌されない！




○愛

・オキシトシンが分泌される！

・安らぎや癒いやしを感じる！

・太っちゃう！

・長期間分泌され続ける！








「むむっ？　待ってくれ。オキシトシンが分泌されると太るのか？」

「『幸せ太り』という言葉を聞いたことがありませんか？」

「あるある！　新婚の旦だん那なさんが太っちゃったりするアレだよね？」と僕。

「あの現象はオキシトシンの分泌が原因なのです。愛情ホルモンが分泌されると太りやすくなると言われているんですよ」

「ふーむ。色いろ恋こい沙ざ汰たは苦手だとか言いつつ、やけに詳くわしいじゃないか、レンレン」

　二戸にのへさんにからかわれて、神林さんの顔は真っ赤に染まってしまった。

「ち、知識として知っているだけです！　恋愛という感情がどのように発生するのか勉強すれば理解が進むかと思いまして……経験は一切ありません！」

「ふむ。では、今回の合宿は実じつ践せん経験を踏む良い機会だな」

「実践……？　なにを言っているんです、二戸さん」

　グッと拳こぶしを握にぎりしめ、ヌコ厨ちゆうなクラスメイトは恐おそろしい言葉を放った。

「ダイソンのダイエットに協力するため、今回の合宿では『恋人っぽく振ふる舞まってみる』というのはどうかね？　我々女子部員が、擬似的にダイソンの恋人役を担うのだ！　南国も満まん喫きつできるし一石二鳥のダイエット作戦と言えるだろう！」

「み、みんなが僕の恋人役をやるの!?　そんなこと言われたら、琴こと音ねさんも神林さんも困っちゃうだろ！」

　女子部員たちの方を見やって──驚おどろいた。

「秋しゆう馬ましゃんと恋人っぽく振ふる舞まうんですか……♡」

　琴こと音ねさんが瞳をキラキラさせてたんだ。ほっぺに両手を当てて息を荒あらくしてる。

「確かに、そんなこと言われたら困ってしまいますね……。あれもこれもやりたいことが多すぎて……♡」

　え？　そっちの心配!?

　夢見心地になっていた琴音さんがハッと我に返った。言い訳っぽく付け加える。

「……はゎっ、勘かん違ちがいしないでくださいましね。恋人っぽい行動に憧あこがれていただけで、秋馬しゃんと腕を組んで歩きたいとか、オナカをモフモフしたいとか、そういうことではありませんから！」

　よくわからないけれど琴音さんは結構乗り気のようだ。

　神かん林ばやしさんは頰ほおを染めていた。普ふ段だんが無表情だから、こうして赤くなってる顔を見ると、なんだかこちらまでドキッとしてしまう。

「大おお村むらくんと恋人っぽく振る舞うなんて……」

「ほ、ほら！　神林さんは困ってるみたいだよ！　やめた方がいいよ！」

「レンレン、どうしても協力は難しいかね？」

　真っ赤な顔で唇くちびるをもにもにさせていた神林さんは、消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「……け、健康的なダイエットのためですからご協力します」

「え!?　いいの!?」

　一いつ瞬しゆんだけ神林さんは僕の方を見上げた。視線が合うと、ますます顔を赤くしてうつむいてしまう。

「わ、私はそういう行為には疎うといですから……上手じようずにできるかどうかわかりません。ですが、大村くんにはいろいろとお世話になりましたからね。できる限りのことはしたいと思います」

　神林さんの言葉を聞いて、二戸にのへさんは大きく頷うなずいた。

「私も同じだ。ダイソンには常々世話になってるからな。先日のフードファイト動画はランキング上位に食い込んだ。久々のヒットだよ。お礼に恋人のフリぐらいなら喜んでやってやろう」

「いや、でも……」

　付き合ってもいない僕たちが、恋人っぽく振る舞うなんて抵てい抗こうがある。嫌いやってわけじゃないけど、やっぱり照れくさいしさ。

「あ、そうだ！　ほら、バレンタインに似たようなパターンをやったろ？　あのときは、それほど瘦やせなかったし……今回も同じようなことする必要はないと思うけどなあ……」

「そうか。それもそうだな」

　よかった。わかってくれたみたいだね。

　安心しかけた僕だったのだけれど、続く二戸さんの言葉に驚きよう愕がくしてしまった。

「では、今回は趣しゆ向こうを変えて『ちょっぴりセクシーに迫せまってみる』ということにしよう。その方が、よりドキドキ感が得られるだろうからな！」

　うわ。事態が悪化しちゃった！　セクシーに迫られるなんて余計リアクションに困るよ！

「では、決まりだな！」

「ちょ～～～～っと待って!!」

　黙だまって聞いていた来くる海みが、腰に手を当てて立ち上がった。

「しゅ、秋しゆうちゃんと恋人みたいに過ごすなんて……。し、しかも、色っぽく迫っちゃうなんて……そんなの……！」

　すると、二戸にのへさんは大げさに肩を竦すくめて見せた。

「おやおや～ん？　くるみん、ダイソンがどうなろうと関係ないと言っていなかったかね？」

「そ、それはそうだけど……」

「だったら、口出しをしないでくれたまえよ。今回のダイエット作戦においてはくるみんの存在は邪じや魔まになってしまうから、手出しをして欲しくないのだ」

「来海が邪魔？　どういう意味よ、それ!?」

　食ってかかる来海に、二戸さんは冷静な声で説明した。

「レンレンが言っていただろう？　家族や親友同士が一いつ緒しよにいると、オキシトシンとやらが分ぶん泌ぴつされるんだよ」

　仲がいい友だちと一緒にいるときの安心感──神かん林ばやしさんの説明によれば、あれもオキシトシンというホルモンの分泌によるもののようだ。

　来海とは出会って一〇年近くが経ってる。ひょっとしたら僕の脳内にもオキシトシンが分泌されているのだろうか。

「幼なじみである二人が一緒にいたら、きっとオキシトシンが分泌されてしまうぞ。くるみんの存在はダイエットを頑がん張ばるダイソンにとって障害物になりかねない。だから、今回は手出しをしないで欲しいんだ」

　心配そうな表情で、来海は僕の顔を窺うかがった。だが、小さく唇くちびるを嚙かんで顔を背そむける。

「……ふ、フンだ。来海に黙って大食いしちゃうようなブタ野や郎ろうなんて大だい嫌きらいだもん。コイツがどうなろうと関係ないわ」

　僕の鼻先に指を突つきつけ、きっぱりと言い放った。

「いい!?　来海は一人で沖縄を満まん喫きつしてやるわ！　勝手に過ごすから、絶対に声掛けたりしないでね！　喋しやべり掛けたら絶交よ！　秋ちゃんのバカ！　大っきらい!!」

「痛あああっ!?」

　僕の足を踏んづけて、来海は部屋を飛び出していった。なにするんだよ、まったく……。

　勢いよく締しめられたドアを見つめ、琴こと音ねさんが困ったように眉まゆをひそめた。

「朝あさ凪なぎさん、とっても怒おこってらっしゃるようですね……」

　神かん林ばやしさんはいつも通りの無表情だったけれど、わずかに視線が伏ふせられていた。彼女も心配しているのかな。

「大だい丈じよう夫ぶ。くるみんのことは心配しなくてもいいぞ。これも計算のうち。全すべて私の作戦通りだ。今回のダイエット作戦を遂すい行こうすれば、バッチリくるみんとも仲直りできちゃう予定なのだよ！」

　来くる海みと仲直りできるの？　本当かなあ？

　ただ一人、二戸にのへさんだけは自信満々に胸を張っていた。

「さあ、諸君！　ダイエット部の沖縄合宿をはじめようではないか！　ダイソンを存分にドキドキさせて瘦やせさせるぞ！　題して『ラブラブ♡沖縄ダイエット作戦』の開始だーっ!!」

　照れくさそうに頰ほおを染めて、小さく拍はく手しゆをする琴こと音ねさんと神林さん。

　タイプは違うけど三人とも美少女なんだ。あくまでもそーゆーフリをするだけとはいえ、彼女たちにセクシーに迫せまられちゃうの？

　想像するだけで瘦せ細ってしまうような気がした。沖縄ソバ三杯ぐらいでオナカが一杯になってしまいそうな、そんな気分だ。











　　　　二戸にのへ雪ゆき乃のさんの場合









　一日目の午後のこと。

「夏みたいな暑さだねえ……」

　二戸さんと二人で『国際通り』へとやって来た僕はじりじりと照りつける太陽を見上げて、思わず呻うめいてしまった。

　ホテルの窓から見えた海の綺き麗れいさには驚おどろいたけれど、沖縄は海だけじゃなく空気そのものが高たか森もり町ちようとは違った。南国特有の成分みたいなものが空気中を漂ただよっている気さえする。

　太陽の眩まぶしさも段違い。日向を歩くとドッと汗あせが噴ふき出でてきた。

「うむ。伊だ達てに椰や子しの木が生えてないな。まさに南国の陽気だ」

　二戸さんは物もの珍めずらしげに国際通りに並ぶお店を眺ながめた。

　国際通りは那な覇はでも有数の観光スポットだ。お土産みやげ屋さんが並んでいる。

　春休みの時期だからか観光客でごった返していた。僕たちと同じ年ぐらいの人たちも多い。

　触しよつ覚かくみたいにアホ毛を揺らしつつ、二戸にのへさんは地じ団だん駄だを踏んだ。

「楽しそうなものがいっぱいあるぞ。ああー、カメラとクマヘッドを持ってくればよかったな。沖縄からヌコ生なま実じつ況きようをしたら、きっとリスナーがいっぱい集まっただろうに……」

　今日はダイエットの一いつ環かんとして、ダイエット部の部員と恋人っぽく過ごしてみることになってる。だから、ビデオカメラはホテルに置いてくることにしたらしい。小さなバッグしか手にしていない。

　二戸さんはチューブトップ＆ハーフパンツという露ろ出しゆつ度どの高い格好をしている。トレードマークでもあるクマ形のヘッドセットは装着しているけれど、それを除けば南国に相応ふさわしい服装だ。

「遠えん慮りよせずに持ってきたらよかったのに。きっと面白い映像が撮とれたと思うよ？」

　通り沿いに並ぶスーパーには、見たこともないような青い魚が並んでいる。

　わ、お肉屋さんの店先にブタの顔が吊つるしてあるよ。高たか森もり町ちようでは絶対に見られない光景だ。

「いや、ダメだ。断言するが、カメラがあったら恋人っぽい雰ふん囲い気きになどなれないからな」

　二戸さんは生きつ粋すいのヌコ厨ちゆうだからか、カメラがあるとついつい面白さを追求してしまうようだ。

「それに……今回は『色っぽく迫っちゃう！』というルールも設けているだろう？」

　二戸さんはチューブトップの胸元を引き上げた。胸の谷間が覗のぞいていて、すごくセクシー。

「私が持っている普ふ段だん着ぎの中でも、とびきり露出度が高いものを着てきたんだ。コスプレ衣装ならまだしも、こんな服で映るのは恥ずかしいよ」

　胸元を寄せて上げるようにして、二戸さんは僕に胸の谷間を見せつけてきた。オヤジっぽくニヒヒと笑って。

「どや？　ゆっきー☆のギリギリ限界エロスやで？　興こう奮ふんしてまうやろ？」

「なんで関西弁なの!?」

　……確かにちょっとドキドキしちゃうのが悔くやしいけどさ。

　僕は人差し指で頰ほおを搔かきつつ。

「ていうか、そもそも僕と二戸さんが出かけても恋人っぽい雰囲気にはならないんじゃない？　こうして二人でウインドウショッピングするのも初めてじゃないし」

　彼女とは何度も二人で出掛けたことがある。大食い大会に出場する僕の映像を撮るために密着取材をされたり、動画撮さつ影えいに必要な小道具を二人で買い出しに行ったりとかね。クラスの男友だちよりも、一いつ緒しよにいる時間は長いんじゃないかな。

「ふふん、このゆっきー☆を見くびってもらっては困るぞ」

　歩道の縁えん石せきの上に立った二戸さんは、腰に手を当てて偉そうに胸を張った。

「ダイソン。きみは視し聴ちよう率りつを稼かせぐのに有効な『三つのＢ』の話しを知っているかね？」

「三つのＢ？」

「うむ。頭文字がＢからはじまる、とある三つのものを流しておけば視聴率が稼げる──テレビ業界に伝わる伝説なのだ。動画作成にも通じるところがあるから、私は常々その三つのＢを意識している」

「へえ、聞いたことないや。教えてよ」

「よかろう。まず、一つめのＢは──ベイビーだ。赤ちゃんの映像を流すと、人はついつい見てしまうのだよ」

「それはわかる！　眠そうにしてる赤ちゃんの姿とか、面白映像の定番だよね」

「そして、二つめのＢは──ビースト。つまり、動物だ。とりあえず動物を出しておけば、視し聴ちよう率りつは稼かせげちゃうのだよ」

「猫の動画とか、見入っちゃうよね。それも納得だよ」

「そして、三つ目のＢ。これが最も重要なものだ」

　二戸にのへさんは三本指を立てて、言い放った。

「最後のＢは──ラブだ。恋愛要素が入っていると、人は目が離せなくなるんだよ」

「ははー、なるほどなー。恋愛ものって、いつの時代でも大人気だもんね」

「私は恋人などいたことがないが、人気うｐ主を目指すには恋愛に通じている必要がある。だから、常つね日ひ頃ごろから巨大掲けい示じ板ばんなどで恋バナを読みあさって研究をしているのだ。ダイソンと恋人っぽく過ごすことなど造作もないぞ！」

「すごいや、二戸さん！」

　一いつ瞬しゆん納得しそうになったのだけれど、ふと気付く。

「……あれ？　ていうか、ラブの頭文字って『Ｌ』じゃない？」

「いやほら、二文字目が『ブ』だろう？」

「その場合でも頭文字は『Ｖ』だよ」

「えーっと、それはその……」

　びしっと親指を立てて、二戸さんはウインク一発。

「細かいことは気にするな!!」

　うわあ。途と端たんに信しん憑ぴよう性せいがなくなった気がする。

　ちなみに。後で聞いたところによると三つ目のＢはビューティーらしい。美容の情報は関心度が高いそうな。ラブの話は二戸さんのでまかせ。感心して損したよ。

「さあ、恋人っぽくデートをするぞ、ダイソン！」

　僕の腕を引いて、二戸さんは国際通りを歩き始めた。

「沖縄と言えば、やはり変なＴシャツのお店だな！」

　二戸さんはＴシャツのお店に乗り込んでいった。店内には胸元に『海人うみんちゆ』と大書された定番のＴシャツに並んで、奇き妙みような文字の書かれたシャツが並んでいた。

『脳天気』だの『腕白』だのはマシな方。『低所得者』だとか『性欲旺おう盛せい』だとか『残念系』だとか、着て街を歩くのが躊躇ためらわれる文字のものも多い。『シャワーヘッド』や『モロッコ』なんて書かれたＴシャツもあった。意味がわからなすぎて、ちょっと面白い。

　こういう変なものが大好きな二戸にのへさんはテンション上がりまくりだった。アホ毛をピコピコ動かして店内を物色する。

「おお、ダイソン！　私は『海人うみんちゆ』と書かれたＴシャツを買うから、きみはコレを買いたまえよ！」

　そう言って、二戸さんが差し出してきたのは『豚人ぶたんちゆ』と書かれたＴシャツ。

「二人合わせて『海豚人いるかんちゆ』だね！　って、いやだよ、そんなＴシャツ！」

「では、この『生ハム』と書かれたのはどうかね？　私はこっちの『メロン』と書かれたＴシャツを着よう」

「やったあ、ペアルックだ！　って、定番な組み合わせだけども！　恥ずかしいよ！」

「では、この『イベリコ』と書かれたのはどうかね？」

「うん。とりあえず、豚から離れよう！」

　二戸さんが次々と勧すすめてくる面白Ｔシャツにツッコミを入れまくる羽は目めに陥おちいってしまった。

　ひとしきり笑い転げた僕たち。二戸さんは笑いすぎて涙目になりつつ、僕を褒ほめてくれた。

「あははは！　当とう意い即そく妙みようというのか。ダイソンは律りち儀ぎに反応してくれるから面白いな！」

「二戸さんがツッコミたくなるようなボケをカマすからだよ。……あ、このＴシャツ、二戸さんにぴったりじゃない？」

　僕が差し出したＴシャツに書かれていた文字は『マイリス確定』。

「ふおおおおおおおおおおお!!」

　途と端たんにヌコ厨ちゆうの瞳ひとみがハート形になった。心なしかクマ形ヘッドセットの瞳まで輝かがやいたような気がする。

　僕の手からＴシャツをひったくると、すぐさまレジへと持っていった。

　Ｔシャツを胸元に抱だいて、ホクホク顔で戻もどってくる二戸さん。

「ありがとう、ダイソン。実にいいＴシャツを見つけてくれたな。これで次の動画のネタができたよ」

　僕たちは並んでＴシャツのお店を出た。

　店内でのやり取りは、二戸さんと二人で買い物に行くときと大差ない雰ふん囲い気きだった。

　そのことを二戸さんも察したようで、照りつける太陽の下で鮮あざやかに笑う。

「『恋人っぽくデートをするぞ！』なぁんて偉そうなことを言ったが……結局、いつも通りだな。露ろ出しゆつ度どの高い服装で申し訳程度のエロス成分を追加してみたのに、これでは意味がない」

「仕方ないよ。僕たちは好き合ってるわけじゃないしね。恋人のフリをするなんて、はじめから無理な話なんだ。……でもまあ、二戸さんと買い物するのは楽しいからいいけど」

「私もだよ。ダイソンと出掛けるのは実に愉ゆ快かいだ」

「恋愛ダイエットはおいといて、せっかくの沖縄旅行なんだし楽しもうよ」

「うむ。そうだな！　おお、見ろ！　シーサーの置物だ！　顔が一体ずつ違うぞ！」

　その後は揚あげたてのサーターアンダギーを半分こしたり、ハブ酒に漬つけられた大きなヘビを見てぎゃーぎゃー騒さわいだり。

　土産みやげ物もの屋やに入るたびに二戸にのへさんが『ちんすこう』の箱を手に取って、ニヤニヤ笑いながらこちらに見せてくるのには困ったけど（たぶん、下ネタのつもりだろう。ツッコミを入れたら負けだ）、僕たちは『恋人っぽくデートする』なんて当初の目的を忘れて、国際通りのお店を堪たん能のうしてしまった。気の置けない男友だちと過ごすのと同じような、馬鹿馬鹿しい楽しさ。

　──だからこそ、その後のやり取りは、僕にとってはかなりの不意打ちだった。

「むむ？　伝統衣装のお店だと？」

　国際通りの外れ。ショーウインドウに色いろ鮮あざやかな衣装の並べられたお店があった。黄色や赤で染そめ抜ぬかれた沖縄の伝統衣装だ。

　瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせて、二戸さんが尋たずねてくる。

「は、入ってもいいか？」

「もちろん、構わないよ」

　彼女はコスプレが大好きだ。自分だけじゃなく、ダイエット部の部員たちにさまざまな衣装を着せて動画を撮とってる。だから興味を引かれたんだろう。

　お店に入った僕たち。二戸さんはマネキンに着せられた着物のような形の黄色い衣装を興味深げに眺ながめて。

「これはどういう構造になっているんだ？　私にも作れるかな……」

「って、自分で作るつもり!?」

「コスプレ衣装のほとんどは私の手て縫ぬいだぞ。いちいち買っていては、バイト代がすぐに底をついてしまうからな。制作費を低く抑おさえることも人気うｐ主には必要なことなのだ」

　聞けば、過去に来くる海みに着せたゴスロリ衣装まで自分で作っていたらしい。作詞作曲もこなすし、動画の編集技術も高いし……二戸さんていろんな才能があるんだなあ。

　と、感心してしまう僕の背後から、声が聞こえてきた。

「その衣装を気に入ったなら、着てみるかい？　記念写真が撮れるヨー」

　お店の主人らしい小こ柄がらなお婆ばあさんだ。南国の人らしく、こんがりと日焼けしていた。

「よかったじゃない、二戸さん。実際に着てみれば構造がわかるよ」

　しかし、ヌコ厨ちゆうなクラスメイトはなぜか躊躇ためらいの表情を見せた。

「記念撮さつ影えいか……。ううむ……」

「うん？　あんまり乗り気じゃないの？」

「いや、そういうわけではないんだが……」

　お婆さんはしわくちゃな顔を、さらに綻ほころばせた。

「あっはっは！　あんたら高校生だろう？　お安くしてあげるから撮っていけばいいサー」

　強引なおばあに押し切られる形で、僕たちは民族衣装を着て記念撮さつ影えいをすることになった。

　僕が着たのは、エイサーを踊おどるときに着る衣装だ。太たい鼓こを持って舞まい踊おどってる姿を見たことがある。

　お店の奥おくにある小さな撮影ブース──シーサーと沖縄っぽい布地の垂れ幕が飾かざってある──で、待つこと一〇分。

「ま、待たせたな、ダイソン」

　現れた二戸にのへさんを見て、僕は思わず息を飲んだ。

　彼女が身に纏まとっていたのは、『ウミナイビ』という民族衣装だ。紅型べんがらという、赤を基調とした美しい布地で織られた着物。色いろ鮮あざやかな帯を締しめ、大きな花はな笠がさを被かぶってる。

　二戸さんは黙だまってさえいれば、ものすごい美人だ。まるでモデルさんのように民族衣装が似合っていた。

　お婆ばあさんも満足げに頷うなずいてる。

「こんなに似合ってるコは初めてみたヨー。お店の広告に使いたいくらいサー」

「か、勘かん弁べんしてください……」

　珍めずらしく、二戸さんが小声だった。花笠で顔が見えづらいけれど赤面しているようだ。

「どうしたの、二戸さん。そんなに顔を赤くしちゃって」

「……恥ずかしいのだよ。クマヘッドを持ってくるべきだった」

「ああ、そうか。コスプレするときは、いつもクマの被り物してるもんね」

「被ひ写しや体たいになるときはクマヘッドを装着すると決めているのに……この状態は私にとっては、全ぜん裸らでいるようなものだ。ハダカより恥ずかしい格好かもしれない！　くそっ、いっそ脱ぬぐか！」

「いや、明らかにハダカの方が恥ずかしいからね!?　脱いじゃダメだよ！」

　二戸さんは恥ずかしそうに頰ほおを染めて、小さく唇くちびるを嚙かんでる。

「大だい丈じよう夫ぶだって、二戸さん」

　そんなクラスメイトに、僕は優しく微笑ほほえみ掛けた。

「二戸さんはすごく綺き麗れいだよ。その格好で動画を撮影したら、絶賛コメントがいっぱいついちゃうと思う」

「へ、ヘンな冗じよう談だんを言うな！」

「ジョークじゃないって。お婆さんも似合ってるって褒ほめてくれてたろ？」

　二戸さんは悔くやしそうに小声で呟つぶやいた。

「ぐぬぬ、ダイソンめ。ホンワカした見た目のクセに、無む駄だにイケメンっぽい気き障ざなセリフを口にするとは……。不覚にもドキドキしてしまうではないか……」

「ん？　なんだって？」

「気にするな。独り言だ」

　お婆ばあさんは古ぼけたポラロイドカメラを用意して、撮さつ影えいの準備を終えた。

「『けーたい』や『でじかめ』があったら、それでも撮とってあげるからネー。それじゃ、撮るヨー」

　手慣れた感じでカメラを構えるお婆さん。

　僕たちは二人並んでポーズを取る。

「ほらほら、あんたらは恋人同士なんだろ？　もっとくっついたらいいサー」

「こ、恋人同士ではないぞ！」「違いますって！」

　僕たちは同時にツッコミを入れたのだけど、おばあは聞いちゃいなかった。

「いいからいいからー。ほら、くっついてくっついてー」

　おずおずと二戸にのへさんが僕に寄より添そってきた。

　まるで、恋人同士がそうするように──そっと腕を絡からめてくる。

　──もにっ♡

　民族衣装の布地を通して、僕の二の腕に柔やわらかな感かん触しよくが伝わってくる。

　二戸さんってスレンダーなわりに胸は柔らかいんだなあ……。って、なにを感心してんだ、僕は！

「いかん。猛もう烈れつに照れくさいぞ……」

　ほっぺを真っ赤に染める二戸さんの隣となりで、僕の顔まで赤くなってしまった。

「ほい、シーサー！」

　──パシャリ☆

　間の抜ぬけた掛け声と共に、シャッターが切られた。

　ついでにケータイのカメラでも写真を撮ってもらう。

　撮影の間はずっと緊きん張ちようし通しだった。

　着替えを終えて、お店から出た頃ころにはすっかりヘトヘト。

「「はあああああ……」」

　二戸さんと同時に安あん堵どの息を漏もらしてしまい、顔を見合わせて笑ってしまった。

「軽い気持ちで店に入ったら、えらい目に遭あってしまったな」

「中は冷れい房ぼうが効いてたのに、ヘンな汗をかいちゃったよ」

　僕たちは宿泊しているホテルへと向かって歩き出した。

「ところで、写真はどんな感じだったの？」

　二戸さんは撮影してもらった写真を取り出した。

　民族衣装を着た僕と二戸さんが腕を組み、頰ほおを染めて写真に収まっている。

「言われるまで、まったく意識をしていなかったのだが……」

「うん。こうして見るとなんだか……」

　頭を突つき合あわせるようにして、写真を覗のぞき込こんでいた僕たち。

　ふと顔を上げると、二戸にのへさんと目が合った。

　頰ほおを朱しゆに染めて彼女は視線を逸そらす。

　二戸さんが恥ずかしがっている気持ちが僕にもわかった。

　写真の中の僕たちは仲がいい親友同士というよりも、初うい々ういしいカップルのように見えたんだ。

　照れくささを誤ご魔ま化かすようにコホンコホンと咳せき払ばらいをして、二戸さんは写真をバッグにしまい込んだ。

「なんにせよ、いいお土産みやげができたな」

　照りつける陽光の下で笑みを浮かべる二戸さん。

　その笑顔の鮮あざやかさに、僕の心臓は鼓こ動どうを速めた。

『トキメキ』を生み出すホルモンなんてものがあるとしたら──きっと今この瞬しゆん間かん、僕の脳内で分ぶん泌ぴつされているに違いない。そう思った。











　　　　神かん林ばやし憐れんさんの場合









　神林憐さんは、僕の通っている高森第一高校イツコーの一年Ｂ組のクラス委員長だった。

　過去形で言っているのは、今は春休みだから。終業式が終わって、僕たちはもう一年生じゃなくなったんだ。

　元Ｂ組の連中に神林さんの印象を尋たずねたら、きっと同じような答えが返ってくるだろう。

　真ま面じ目め。無口。大人しい。地味──。

　クラス委員長としての仕事は完かん璧ぺきにこなしてくれたから（特に文化祭でウチのクラスの模も擬ぎ店が成功したのは、神林さんが裏でいろいろと手配をしてくれたおかげだ）、クラスメイトの誰だれもが彼女の働きには感謝していると思う。

　だけど、彼女は本当にクラスでは目立たない存在だった。クラスメイトと談笑しているところなんて見たことがない。いつも教室の隅すみっこで本を読んでいるだけ。

　卒業したら神林さんの顔や名前を忘れてしまうヤツがいるかもしれない。それぐらい、影かげの薄い女の子なんだ。

　だけど……。ああ、だけど!!

　沖縄旅行、二日目のお昼ごろ。

　ホテルのプールサイド。水着＆パーカーという格好の僕は、沖縄の青空に向けて叫さけびたい衝しよう動どうに駆かられた。

　神かん林ばやしさんのことを地味っ娘だと思ってるヤツに言ってやりたいよ!!

　彼女はむちゃくちゃ可愛かわいいんだぞって!!

　感動のあまり、身体からだが打うち震ふるえてしまう。僕のオナカもプルプルと波打っていた。それほどに目の前に立っている神林さんの姿は衝しよう撃げき的てきだった。

　神林さんは──ビキニだったんだ。

　布地面積がやけに小さい花はな柄がらのトップスと、同じ模様のパレオ。

　色白で肌はだが透すき通とおるように綺き麗れいだ。やせ形だけど手足がすんなりと長くてスタイルもいい。普ふ段だん見ることのない可愛らしいおへそに、ドキドキが止まらない。

「お、お待たせしました……」

　緊きん張ちよう気味に頭を下げた神林さんの髪には、ハイビスカスのついた髪かみ飾かざりがついていた。珍めずらしくショートカットの髪を一ひと房ふさ結わえている。

「…………」

　すぐには返事ができなかった。神林さんのビキニ姿は、それぐらいに衝撃的だったんだ。

「……似合わないですよね、すみません」

　手のひらで胸元とふとももを覆おおい隠かくし、神林さんはうつむいた。ほっぺが真っ赤に染まっている。メガネの下の瞳ひとみが微かすかに震えていた。

「こんな水着は私には派手すぎました……」

　神林さんは耐たえきれなくなったみたいにハイビスカスの髪飾りを外してしまった。

「なんで外すのさ。もったいない！　すごく似合ってるのに！」

「ほ、本当ですか？」

「うん。めちゃくちゃ可愛いよ！　ビキニも……その……似合ってると思う」

　プールでは僕たち以外にもホテルの宿泊客が水遊びをしていた。視線が気になるらしく神林さんはもじもじしている。

　真ま面じ目めで地味な神林さんが、ちょっぴり派手な水着をつけて恥ずかしそうにしてる──そのシチュエーションが溜たまらなく可愛く思えた。

　ああ、この感動を誰だれかに伝えたい！　拡声器を使って大声で叫びたい！　うおお、みなさん、聞いてください！　神林さんは可愛いです!!

『似合ってる』と言われると、神林さんはますます赤くなってしまった。顔はいつも通りの無表情だけど、耳の先まで真っ赤っか。

「私はスクール水着以外の水着を持っていなくて……今回、はじめて買ったのです。凜りん姉に勧すすめられて、この水着を選びました」

「凜さんに選んでもらったんだ」

　こくりと頷うなずいて、神かん林ばやしさんはプールサイドを歩き出した。

「パラソルの下へ行きましょう。ここは目立つので……」

　奥おくまったところにあるテーブルへと向かう。プールは賑にぎわっていたけれど、その辺あたりは人ひと気けが少なかった。

　デッキチェアにちょこんと腰掛けて、神林さんは安あん堵どの息を漏もらした。赤くなっていた顔もようやく元に戻もどる。

　いつものクールな委員長さんの顔で口を開いた。

「凜姉はグラビア撮さつ影えいやプロモーションビデオでしょっちゅう水着になっていましたが……私には到とう底ていマネできませんね。布地が少なすぎます」

　せっかくの沖縄旅行だから、ちょっぴり派手目な水着にチャレンジしたのかな？

　そんな風に思ったのだけれど、神林さんは小声で付け加える。

「……凜姉に『大おお村むらくんもきっと喜んでくれるから』って、そう言われて。恥ずかしいですが、頑がん張ばってみたのです」

「ぼ、僕のために……？」

　どうして恥ずかしい思いをしてまで、僕を喜ばせようとしたのかな？　よくわからないや。

　尋たずね返す前に、神林さんは話題を変えてくる。

「ところで、朝あさ凪なぎさんとは仲直りできましたか？」

「ううん。まだダメだよ。相変わらず口も利いてくれない」

「そうですか……」

　神林さんはハーフフレームのメガネを手ての甲こうで押し上げた。レンズの下の瞳ひとみが曇くもっている。

「大村くんが高たか森もり町ちようフードファイトに出場した件は、私にも責任があります。セコンドとして協力しましたしね……」

　大食い大会に出場することについて、ダイエット部の部員に事前に相談をした。

『みんなには相談しておいて、来くる海みにはメールで連絡だけなの!?　ひどい!!』

　そんな想いが、幼なじみの怒いかりを一層強めているみたい。

　大食い大会出場を巡めぐってアイツとは一度ケンカをしてる。琴こと音ねさんを助けるためにフードファイトをして来海を怒おこらせちゃったんだ。

「ううーん……。失敗だったかなあ……」

「大村くんにお願いされましたから、あのことについては朝凪さんには伏ふせています。でも、素直に話した方がいいのではありませんか？　沖縄旅行の日程は終わってしまいますよ」

「そうだね。僕もそう思うよ……」

　沖縄の青空に向けて、僕は深いため息を吐ついた。

　僕はなんの考えも無しに来くる海みを裏切ったわけではない。大食い大会に出場したのには、いろいろと理由があるんだ。

「仲直りしたいところだけど、来海には話掛けたら絶交って言われてるからなあ。どう切り出していいのかもわからないよ」

　せっかくの南国旅行がケンカの想い出で埋うまってしまうんじゃないかと心配が募る。

　二戸にのへさん曰いわく、『ダイエット部の部員と恋人っぽく過ごせば、きっとくるみんとも仲直りできるぞ！　だから、ダイソンは存分に恋人気分を味わうがいい！』とのことだ。

「不安ではあるけど、今は二戸さんのアイデアに頼るしかないのかな……」

「あ、朝あさ凪なぎさんの仲直りにも繫つながるというなら、仕方がありませんね。私たちはダイエットに励はげむとしましょう」

　神かん林ばやしさんはわざとらしく、コホンと咳せき払ばらいをして。

「恋人っぽく振ふる舞まってＰＥＡフエニル・エチル・アミンを分ぶん泌ぴつさせるのですっ」

　緊きん張ちよう感かんが一気に高まるのを感じた。

「こ、恋人っぽくって、どんなことをしたらいいのかな？」

　しかも、今回は『セクシーに迫っちゃう！』なんて追加ルールまでついてるし。僕は完全にノープランだった。

「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと考えてきました」

　神林さんのメガネが光を放った気がした。

　ちょうどタイミングよく、ホテルの従業員らしいお姉さんが声を掛けてくる。

「お待たせ致いたしました」

　テーブルに大きなグラスを置いた。フルーツやハイビスカスで飾かざられた薄黄色のトロピカルなジュースだ。ハート型に曲がりくねったストローが刺ささっている。

「ご注文の『ラブラブ♡トロピカルドリンク』でございます。ご堪たん能のうください」

　温かな笑顔で僕たちを見つめて、ホテルのお姉さんは去っていった。なんだよ、ご堪能くださいって！

　僕と神林さんの間に置かれた一つのグラス。そこから伸びたストローには二つの飲み口がついてる。

　ええーっと、これってつまり……。

「仲の良いカップルは、一つのドリンクを二人で飲むのだそうです」

　うわ、やっぱりそうか！　僕も存在ぐらいは聞いたことがある。ただし、実際にやってる人は見たことないけど！

　クラス会の議題を発表するかのような、至極真ま面じ目めな表情で神林さんは提案してくる。

「私たちも一いつ緒しよに飲んでみましょう」

　ピッと人差し指を立てて、付け加えた。

「ご安心ください。現在は食事制限中ですが、このジュースについてもきちんとカロリー量を計算しておきますから」

　いや、その心配は今は一切してなかったよ!?

「うん。わかった。やってみよう」

　トロピカルドリンクを前に、僕たちは向かい合った。

　ガラス玉みたいな神かん林ばやしさんが眠たそうな半眼でこちらを見つめてくる。レンズの下の瞳ひとみはくりっとしていて大きい。まつげもすごく長かった。

　人形のように整った顔で見つめられてドギマギしてしまう。

　プールで遊ぶ家族連れの歓かん声せいが、僕たちを囃はやし立たてるように響ひびき渡わたる。南国の目映まばゆい日差しがスポットライトのように僕と神林さんを照らしているように思えた。

「では、飲んでみましょう」

　僕たちは同時にストローに顔を近づけていく。

　そこで僕はようやく、恋人同士がなぜ一杯のドリンクを二人で飲むのか？　その理由に気付くことができた。

　ドリンクを二人で飲もうとすると、否いや応おうなく顔を近づけ合うことになるんだ。

　僕と神林さんの距離が吐と息いきが掛かりそうなほどに縮まる。

　しかも──はむっ──可愛かわいらしく唇くちびるをすぼませて神林さんはストローをくわえた。

　その表情は、まるで……キス顔みたいで。

　うおおおお！　めっちゃドキドキするよ！

　真ま面じ目めで大人しい神林さんのキス顔に動どう揺ようしてしまった。

　気持ちを落ち着けるために、顔を逸そらしたいところだけど、僕も同じストローをくわえているから顔を動かすことができない。曲がりくねったストローには、こんな悪あく辣らつな仕掛けがされていたのか！　ラブラブ♡トロピカルドリンク、恐おそろしいコ！

　ストローをくわえたまま、神林さんは神しん妙みような顔で尋たずねてくる。

「じゅんひはひーでふは？」

　準備はいいですか？　そう聞いたんだ。

　僕はコクコクと頷うなずく。二人で目配せをしあって、同時にジュースを吸い上げた。

　ちうううううっ──薄黄色のジュースが曲がりくねったストローを駆かけ上あがる。僕たちの唇を繫つなぐように空中にハートの形が描かれた。

　ほどなく、ジュースが口に届く。シークヮーサー味っぽい酸っぱさを感じたけど……ダメだ。ドキドキしすぎて味なんてよくわからなかった。

　僕はジュースを飲むときは一気飲みが基本だ。二リットルのペットボトルなら一息に飲み干すことができる。

　でも、今回はダメだった。息が詰つまってしまって、ほとんど飲み込めない。

　神かん林ばやしさんも同じ気持ちみたいだ。

「──ぷはぁっ」

　ストローから口を離すと、大きく息を吐はき出だした。

「……緊きん張ちようしてしまって、息をするのを忘れていました」

「あははは、気持ちわかるよ。僕はジュースの早飲み大会でも優勝したことがあるのに一口しか飲めなかったしね」

　少しでも緊張をほぐそうと僕は笑いかけた。だけど、続く神林さんのセリフを聞いて、僕はますます動揺してしまった。

「ファーストキスは、レモンの味だとよく聞きますが……」

　唇くちびるにそっと指を触ふれて、小さな声で呟つぶやいたんだ。




「私のファーストキスはシークヮーサーの味でしたね」




「き、キス!?」

　手ての甲こうでメガネを上げながら、神林さんは真ま面じ目めな顔で続けた。

「はい。同じドリンクを二人で飲むという行為は『間接キス』と呼ばれていますよね？」

「確かに、そういうね……」

「私は男の子とドリンクの回し飲みなんてしたことがありません。ですから、これがファーストキスなのです」

　ほんのちょっぴり頰ほおを染めて、神林さんは呟く。

「つ、ついに、私もキスというものをしてしまいました。今回は『セクシーに迫る』という追加ルールがありましたから、ちょっと冒ぼう険けんしてみたのです。よもや、私がこんなにえっちなことをしてしまうなんて……」

　いやいやいやいや。ちょっと待って欲しい。

　ものすご～～～く広い意味で考えれば、ドリンクを二人で飲むことも間接キスの一種と考えられるだろう。この世で一番最初に、神林さんのキス顔を見ちゃった男であることは認めよう。実に光栄だ。

　でも、『ファーストキスの相手になっちゃった！』なんて言われると……申し訳ないというか、なんというか！

　神林さんは唇くちびるをもにもにさせた。照れくささとうれしさが混じり合ったような口調で感想を口にする。

「ダイエットの知識として、恋心が身体からだに及およぼす影えい響きようについては理解していました。しかし、そもそもどうして女の子が恋愛にうつつを抜ぬかすのか理解できていなかったのです。男の子と触ふれあうなんて、想像するだけでドキドキして恥ずかしいのに……なんでそんなマネをするんだろうって。でも……」

　僕の唇くちびるを一いつ瞬しゆん見つめ、神かん林ばやしさんはすぐさま視線を逸そらした。

「大村くんとキスをしたおかげで私にも、その気持ちが少しだけわかりました。心がフワフワして、なんだか心地良いです」

　神林さんはダイエットにとても詳くわしい。勉強もよくできて、成績も上位だ。でも、とにかく色いろ恋こい沙ざ汰たに対しては恐ろしく疎うといんだよな。恋バナが苦手だからやめてくれって、ちょくちょく言ってたし。

　……よし。僕は意を決して、神林さんを見つめた。

「神林さん」

「……なんですか？」

「大人の階段を昇のぼった感を嚙かみしめているところ、大変に申し訳ないんだけど……落ち着いて聞いて欲しい」

　コホンと咳せき払ばらいをして、僕は続ける。

「──間接キスはキスじゃない」

「そ、そうなのですか？　唇をくっつけるキスよりも、程度の軽いものであるという認識は私も持っています。しかし、これもキスの一種でしょう？　名めい称しように『キス』の文字がついているではありませんか」

「間接キスをキスのうちに含まれると、僕はすごく困るよ。僕んちは父子家庭でさ。ちっちゃい頃ころは父さんにごはんを食べさせてもらってた。……つまり、間接キスをキスに含めると、僕のファーストキスの相手は父さんってことになっちゃうんだよ！」

　そんな重たい十じゆう字じ架かを背負って生きていくなんて辛つらすぎる。

「で、では、大村くんと一いつ緒しよにジュースを飲んだのは、キスのうちには入らないのですね……!!」

「うん。やっぱり、唇を重ね合う口づけだけをキスにカウントすべきだよ」

　目眩めまいを感じたみたいに、神林さんはフラフラした。

「わ、私はなんという間違いを犯してしまったのでしょうか。キスというものをした気になっていました……」

「それから、もう一つ言っておくと……間接キスはそれほどえっちな行為でもないよ。かなりマイルドな方だと思う」

「そうなんですか……？」

「うん。来くる海みや二戸にのへさんとも回し飲みをしたことあるしね。キスにカウントするわけにはいかないよ」

　ちょっぴり朱しゆに染まっていた神林さんの顔が、さらに真っ赤になってしまう。無表情な顔を隠かくすように手のひらで押さえた。

「うう。とても恥ずかしいです……」

「あははは、間違いに気づけてよかったじゃないか」

　ドリンクの上に乗ってるチェリーを口に運んだ。ダイエット中だから、甘いものがすごく美お味いしい。

「でもありがとうね」

「……どうしてお礼を？」

「僕のダイエットのために、それだけ親身になってくれてるってことだろ？」

　僕のダイエットを成功させたい一心で、大事なファーストキスを犠ぎ牲せいにしてもいいと思ってくれたんだ。神かん林ばやしさんはいい人だなあ。ほろり（涙）。

「だけど、あくまで『恋人のフリ』なんだからさ。そんなことで、大事なファーストキスを失っちゃダメだよ。そーゆーのは好きな人のためにとっておかなくちゃね」

　グラスに飾かざられたオレンジにも手を伸ばそうとしたら、手ての甲こうをぺちっと叩たたかれた。

「ダイエット中ですよ。ほどほどに」

　メガネの下の眠そうな半眼を細めて、神林さんはちょっぴり怒おこったような口調でぶつくさと呟つぶやく。

「お言葉ですが、大おお村むらくん。キスの定義は曖あい昧まいでしたが、私だって『ファーストキスが大事なものである』という認識はありますよ……」

「うん？　なんだって？」

「いいえ、なんでもありません。恋愛に疎うとい私が言うのもなんですが……大村くんはかなりの鈍どん感かんなんですね」

　トロピカルドリンクのグラスに手を添そえて、神林さんはストローに顔を近づけた。

「さあ、大村くん。まだまだドリンクは残ってます。氷が溶とける前に二人で飲み干しましょう」

　僕たちは照れまくりつつ一杯のドリンクを飲み干した。

　ＰＥＡフエニル・エチル・アミンが分ぶん泌ぴつされると瘦やせてしまう──初めはかなり眉まゆ唾つばな情報だと思ったけれど、シークヮーサージュースを飲み干した頃ころには、僕はこれが正しい情報だと思うようになっていた。

　たった一杯のジュースを半分こ。普ふ通つうなら腹の足しにはならない量なのに、僕のオナカはいっぱいになってしまったんだ。

　……いや、正確には『胸がいっぱいになった』というべきかな。

　ジュースを飲み干して、一いつ緒しよにプールで遊んだときも空腹は感じなかった。神林さんのことを意識しすぎて、ごはんのことは考えられなくなっていたらしい。











　　　　聖しよう護ご院いん琴こと音ねさんの場合









　沖縄の海開きは四月に行われる。まだまだ肌はだ寒ざむかった高たか森もり町ちようでは考えられないことだけど、もうこっちでは海に入れるんだ。

　残念ながら夏本番って感じではない。太陽が燦さん々さんと照りつけていれば南国の陽気を肌はだで感じられるけれど、水着になって波打ち際ではしゃぐにはちょっぴり涼すずしいぐらいの気温だった。

　しかしながら。

　その日、ホテルのプライベートビーチは真夏のような熱気に包まれていた。

　特に浜辺にいる男どもは誰だれもが、闘とう牛ぎゆうの牛みたいに大だい興こう奮ふん。隣となりに恋人がいようとお構いなしに鼻息を荒あらくしていた。野や郎ろうどもの背中から立ち上る熱波で海が干ひ上あがりそうな勢いだ。

　男どもを熱ねつ狂きようさせている原因は、ただ一つ。

　聖護院琴音さんの存在である。

　琴音さんが砂浜に降臨した瞬しゆん間かんに、その場にいる全員の瞳ひとみが釘くぎ付づけになった。

　ふんわりと長い髪。やわらかそうな丸みを帯びたほっぺ。憂うれいを帯びた大きな瞳。

　聖護院家のお嬢じようさまは、ハッキリ言って美少女だ。現在活躍中のどんなアイドルよりも可愛かわいいと思う。僕たちの通う高たか森もり町ちよう第だい一いち高こう校こうには『琴音さんの幸せを祈いのる会』とかいうファンクラブが存在するし、彼女を一目見るために他校からも見物客ができるぐらいだからね。

　これほどまでに綺き麗れいな女の子を僕は見たことがない。色気より食い気がモットーの僕ですら、食事を忘れて見み惚とれてしまいそうになるぐらいだ。

　んで。

　そんな超絶美少女の琴音さんが──白いビキニ姿になっていた。

　おっとりとした清純そうな見た目とは裏腹に、彼女はスタイルがものすごくいいんだ。

　手足が長くて、ウエストはきゅっとくびれてる。バストも大きい。白いビキニのトップスからは、今にも胸がこぼれ落ちてしまいそうなほどだ。丸いお尻しりにはローレグ気味のボトムスが食い込んでいて、これまた色っぽい。

　なにが入っているんだろう。バスケットを片手に提げた琴音さんが、キョロキョロと不安そうに辺りを見回していた。

　そんな彼女に向かって男どもがフラフラと近寄ってくる。明らかにナンパ目的のチャラ男軍団を筆頭に下は小学生から上はお爺じいちゃんまで。

「ねえ、きみ一人なの!?　俺おれたちと遊ばない!?」「ひ、一ひと目め惚ぼれしました！　結けつ婚こんを前提に僕と付き合ってください！」「おねえちゃんって呼んでもいいですか！（ハァハァ）」「儂わしと一いつ緒しよに墓に入ってくれんか！」

　琴こと音ねさんに見み惚とれて魂たましいが抜ぬけてしまったのか瞳ひとみをハート型にしてゾンビのような動きで群がってきていた。

　不安そうな顔で辺あたりを見回していた琴音さんは、ビーチの片かた隅すみでパラソルを立てている僕に気付くとぱぁっと顔を明るくした。

「秋しゆう馬ましゃん！　そこにいらっしゃったんですねっ！」

　笑顔を浮かべ、小さく手を振って。白い砂浜を小走りに駆かけ寄よってくる。アイドルのＰＶみたいにさまになっていた。

「お待たせしちゃいましたか？」

「僕も今来たとこだよ。もうちょっとで準備できるから待っててね」

　僕は砂浜にビーチマットを広げた。

　琴音さんをナンパしようと目を血走らせていた男どもが、一いつ斉せいに舌打ちをする。

「なんだよ、男と一緒か」「というか、なんであんな美少女が、デブといるんだ？」「男の趣しゆ味み悪すぎじゃねえ？」「あのデブより、俺おれの方が格好いいし。関係ねえよ。声掛けて来ようぜ！」

　囁ささやき声が僕の耳にも届いた。

　う～ん、ひどいなあ。知らない人にそんなにデブデブ言われるほど、僕は太ってないと思うぞ。琴音さんと釣つり合あうほどのイケメンじゃないのも確かなんだけどさ。

　自分の悪口を言われても、僕は特に気にしない。でも、僕のせいで琴音さんが悪く思われるのは嫌いやだった。

「あのさ、琴音さん。嫌だったら、いつでも言ってね」

「嫌って、なんの話ですか？」

「ほら、今日はダイエットのために、二人で恋人っぽく過ごしてみる予定だろ。あくまでも『恋人のフリ』なんだけど……周まわりの人が見たら本物の恋人かと思われちゃうかもしれないからさ。もしも勘かん違ちがいされるのが嫌なら、いつでも中止にしていいよ」

　しかも、『セクシーに迫ってみる！』なんて追加ルールまでついてるし──と心の中で付け加える。

「僕って、あんまりイケてる方じゃないし。琴音さんの趣味が悪いって思われちゃ困るからね」

「……周りの人？」

　琴音さんはビーチを見渡した。驚おどろいたように「はゎっ」と声を上げる。

「こんなに大勢の方がいらっしゃったんですね！　なぜだかみなさんが、こちらに注目してらっしゃるような……」

「って、今!?　今気付いたの!?」

　ちょっぴり頰ほおを染めて、琴こと音ねさんは両手の人差し指を突つき合あわせる。

「秋しゆう馬ましゃんのことばかり考えていたら、他の方のことなんて目に入っていなくて……」

　浜辺にいる男性客を見回していた琴音さんは、確信に満ちた顔で頷うなずいた。

「ここにいるどんな殿との方がたよりも、秋馬しゃんの方が素す敵てきだと思いますっ」

「またまたー、お世辞がうまいなあ」

「ウソじゃありませんっ。秋馬しゃんは格好いいですっ」

　そして、小さな小さな声で続ける。

「そ、それに、恋人だって思われるならうれしいですっ」

「え？　なんだって？」

「ななな、なんでもありません」

　誤ご魔ま化かすようにそう言って──もぎゅっ。

　琴音さんは僕の腕に腕を絡からめてきた。ビキニを通して、柔やわらかな胸が二の腕に押し当てられる。すぐさま僕の心臓が飛とび跳はねた。

「琴音さんっ!?」

「こここ、恋人のフリをするんですから、これぐらいは構いませんよね」

　確かに恋人って、腕を組んで歩いたりするものだけどさあ。

　む、胸が当たっちゃってるよ！　ていうか、僕の二の腕が胸に埋うもれてるよ！

　ビキニの布地を通して、未み曾ぞ有うの柔らかさを感じる。

　まるで僕の思考を読み取ったかのように、琴音さんが声を上げた。

「はゎゎゎ、柔らかいです。秋馬しゃんの二の腕が当たっちゃってます～！」

　って、それは僕のセリフ!?

「夢にまで見た、秋馬しゃんの振ふり袖そで部分が今目の前に……♡」

　二の腕の弛たるんだお肉を『振り袖』とか言うよね。って、どうして琴音さんはそんなにうれしそうなのか？　意味がわからないよ!?

　腕を組む僕たちを見て、浜辺にいる野や郎ろうどもは血けつ涙るいを流した。

「くそっ、ラブラブじゃねえか！」「あのデブに負けた……!!」

　琴音さんと恋人ってわけじゃないけど、まあいいか。

　それはさておき、ダイエットだ。

　カラフルなパラソルの下。琴音さんはビーチマットにお行ぎよう儀ぎよく正座した。ちょっとした動きだけで白いビキニに包まれた胸元がたゆんと揺ゆれる。

　視線の置き場に困りつつ、僕も彼女の前にあぐらをかいた。

「海水浴なんて久しぶりだよ。小学校以来じゃないかな」

　青い海を眺ながめながら、ビーチボールに息を吹き込んで膨ふくらませる。

「私も一〇年ぶりぐらいです。ずいぶん昔に家族で行ったきりなんですよ」

　琴こと音ねさんはうれしそうに微笑ほほえむ。海風が優しく長い髪を揺ゆらした。

「こうして同い年の男の子と海に来るなんて想像したこともありませんでした」

「大だい五ご郎ろうのおっちゃん、あー見えて結構厳しいらしいね」

　高たか森もり町長でもある聖しよう護ご院いん大五郎さん──琴音さんのお父さんは、僕と同じような体型の陽気なおっちゃんだ。でも、琴音さんには厳しくて、たくさんの習い事をさせていると聞いたことがある。

「でも、秋しゆう馬ましゃんと一いつ緒しよに出掛けるのだけは許してくださるんですよ」

　高森町の町おこしに一役買ったこともあってか、大五郎のおっちゃんはずいぶん僕を気に入ってくれてるようだ。ダイエットを始めてからはご無ぶ沙さ汰ただけど、以前はしょっちゅう食事にお呼ばれしていたし。

「地味～な高校生活を送っていた私ですが、秋馬しゃんのおかげで楽しい毎日が送れています」

　琴音さんはピンク色の染めた頰ほおを、そっと両手で押さえた。

「秋馬しゃんと海水浴に来られるだなんて……夢みたいです♡」

「あはは、喜んでもらえてよかった。僕もフードファイトで優勝した甲か斐いがあったよ」

　ビーチボールを膨ふくらまし終えた僕は、琴音さんに声を掛けた。

「えーっと、恋人っぽく過ごさなきゃいけないわけだけど……どんなことしようか？　海に行く？　それともビーチボールで遊ぶ？」

「あ、あのっ、その前にやっておきたいことがあるんですっ」

　慌あわてたように、琴音さんはバスケットを膝ひざに乗っけた。

「えっと、えっと……ちょっと待ってくださいね」

　カゴの中から、タオルやら水すい筒とうやら絆ばん創そう膏こうやら。いろいろなものが出てきた。

　バッチリ準備しちゃってる辺り、琴音さんらしいなあと思う。

「カロリー制限中でなければ、お弁当も持ってきたかったのですが……」

　そう言いながら、カゴからさまざまなものを取り出す。

　……ん？　あの小冊子はなんだ？

　画用紙を綴つづって作られた、手書きのメモ帳みたいなもの。表紙に書かれている文字は『秋馬さんとゆく！　海水浴のしおり』。色鉛筆で海の絵が描かれてる。

　中を開いて見ると、綺き麗れいな文字で海水浴の注意点が書き付けてあった。






・ビキニに挑ちよう戦せんしてみましょう。秋馬さんもきっと喜ぶはずです。

・夕日の浜辺を散策したら、きっとロマンチックです。誘さそえたら誘う！

・海で遊んだ開放感から、ごはんをいっぱい食べてくれるかもしれません。美お味いしそうなお店をチェック（重要！）








「……なにこれ？」

「はゎっ!?」

　おっとりした普ふ段だんの琴こと音ねさんからは想像もつかないほどの早さで『海水浴のしおり』を奪うばい返された。

「こここ、これはその……海水浴をする際の注意点を個人的にまとめたものというか、なんというか……気にしないでくださいまし」

　バスケットの奥おく底そこに小冊子をしまう琴音さん。

『海水浴のしおり』を自作しちゃうなんて、しっかり者というレベルを通り超してちょっぴりズレてる気もする。でも、そんなところも可愛いなあ。ダイエット中の僕にどうしてごはんを食べさせようとしてるのかは謎なぞだけど。

　と、琴音さんは小さなビンを取り出した。

「あ、ありました。私が探していたのは、これですっ」

　ビンには『日焼け止め』のラベルがついていた。

「恋人同士というのは、日焼け止めの塗ぬり合いっこをするそうです」

「ぬ、塗り合いっこ？」

「はいっ。あのような感じです」

　琴音さんはビーチを見渡した。パラソルの下で、何組ものカップルが仲なか睦むつまじく日焼け止めを背中に塗り合っている。『きゃっきゃうふふ』なんて声が聞こえて来そうなほどはしゃいでいた。

「なるほど……。確かにやってるね……」

　琴音さんはポッと頰ほおを染めて。

「今回は『セクシーに迫っちゃう！』というルールもあります。お互いの肌はだに触ふれちゃうなんて、とってもドキドキなのではないでしょうか？　ぜひやってみましょうそうしましょうそれがいいですよっ」

　大人しくて引っ込み思案な琴音さんが、今日は何な故ぜかものすごく押しが強い。

　ついでに言えば、さっきから視線だけを動かしてチラチラと僕のオナカを見つめているような気がする。水着姿の僕を見やるたびに、彼女のテンションが上がっていった。

「う、うんっ。わかったよ。そこまで言うなら……」

　勢いよくお願いされて、思わず頷うなずいてしまう僕。

　小ビンを僕に差し出した琴音さんは、ビーチマットにおずおずと寝そべった。

「それでは、小手調べに私の背中に塗ってくださいませんか？」

「ええっ!?　いきなり僕のターンからスタートなの!?」

　小手調べっていうか、それってメインイベントなんじゃないかな!?

「自分で塗れる部分は塗ってありますが、背中はまだなのです。お願いします」

　引き受けてしまったからには、ここで逃げ出すわけにもいかない。

　緊きん張ちようのあまり全身の筋肉が強こわばるのを感じつつ、僕は琴こと音ねさんの傍らに正座した。

「そ、それじゃ、失礼して……」

　背中にかかったふんわりした髪をそーっと傍らへ動かす。

　目の前に横たわっている琴音さんの姿は綺き麗れいだった。お肌はだが透すき通とおるように白い。グラビアでも見ているような気分だ。

　既すでに気絶しそうなくらいにドキドキしている僕に追い打ちを掛けるように、琴音さんは恐おそろしいことを言った。

「あ、あの……ビキニの紐ひもを解いてくださいまし」

「いや、ちょっ、え？　それはマズイんじゃないかな？」

「でも、そうしないと紐の跡あとが背中に残ってしまいますから」

　ゴクリ、と生なま唾つばを飲み込む僕。

　白いビキニの紐が、琴音さんの背中で可愛かわいらしいちょうちょ結びを作ってる。これを僕に解けと言うのか……！

　えーっと、自じ慢まんじゃないけど、僕は女の子といちゃいちゃした経験がない。もちろん、婦女子の衣服を脱ぬがすような嬉うれし恥ずかしなイベントに遭そう遇ぐうしたことは一度もないわけで……そんな僕にとって水着の紐を解くなんて行為は刺激が強すぎるよ！

　しかし、今さら逃げ出すこともできない。

　沖縄の熱気も相まって、額に汗あせが噴ふき出だしてくる。脂あぶら汗あせを流しつつ僕は一礼した。

「し、失礼します……」

　震ふるえる指先でビキニの紐をそっとつまんだ。

　不用意に肌に触れてしまわないように慎しん重ちように。ゆっくりと引っ張ると、白い紐ひもが滑なめらかな動きでほどけていく。

　琴音さんの背中を覆おおうものが完全になくなった。綺麗な背中が丸見えだ。

　横たわる琴音さんのボディを見て、僕の心臓はロデオ状態！

　うつぶせになっているから、ビキニの紐を解いても胸が見えてしまうことはない──と思いきや。

　胸が大きいから横チチの膨ふくらみが身体からだからはみ出していたんだ。触さわらなくても柔やわらかいとわかる優美な曲線。色っぽすぎるよ、琴音さん!!

　うつぶせ状態のまま顔を傾かたむけて琴音さんはこちらを見た（上半身を起こしちゃうと大事な部分が見えちゃうから動けないんだ）。

「恥ずかしいですから、早めに終わらせてくださいね」

「わ、わかったよ……」

　気絶してしまいそうだったけど懸けん命めいに意識を保った。日焼け止めを手のひらに出して大きく頷うなずく。

「それじゃ、塗ぬるよ」

　日焼け止めを塗った手で、そーっと琴こと音ねさんの背中に触ふれた。

「ひゃんっ♡」

「へ、ヘンな声を出さないでよ!?」

「申し訳ございません。日焼け止めが冷たくって……」

　日焼け止めの白い液体を琴音さんの背中に塗り広げていく。

「にゃんっ♡」

「だから、ヘンな声出さないでってば！」

　可愛い悲鳴を上げられると、さらにドキドキが高まってしまう。

　食べ物のことばかり考えてる『大食系男子』と呼ばれる僕でさえ、肉食のケダモノと化して琴音さんに襲おそい掛かかりそうな気分になってしまった。理性を保つのが一苦労だ。

「ごめんなさい。くすぐったいんです……」

　琴音さんは頰ほおをピンク色に染めて小声で呟く。

「それに、秋しゆう馬ましゃんの指がプニプニしていて気持ちいいんです……はふぅ♡」

「え？　僕の指がなんだって……？」

「いいえ、なんでもありません！　気にしないでくださいましっ」

[image: ]

　スベスベした背中に僕は日焼け止めを薄くのばした。

　琴こと音ねさんは胸元はボリューミーなのに、背中は余分なお肉がついていなかった。首筋や肩けん胛こう骨こつ、わきや腰回り。なにもかもが流りゆう麗れいなラインを描いていた。触さわり心地も最高。

　手早く塗ぬり終え、ビキニの紐ひもを結び直す。必要以上に背中に触ふれないよう気をつけていたせいかな。指先が震ふるえてしまって、うまく結べなかった。

「はあ、終わったよ、琴音さん……」

　ビーチマットに手をついて、僕は大きく息を吐はいた。マラソンを走り終えた後みたいに疲つかれ切ってる。間違いなく二～三キロは瘦やせちゃったに違いない。それぐらいの疲ひ労ろう感かんだった。

　やれやれ。女の子の背中に日焼け止めを塗ることが、こんなに大変だとは想像もしなかったよ……。

　同時に琴音さんの背中のさわり心地の素晴らしさを後世に語かたり継ついでいきたいと真剣に思った。老境を迎むかえた僕が、暖だん炉ろの前で揺ゆり椅い子すに座り、孫やひ孫たちに語るんだ。『琴音さんの背中、すっべすべだったぞ。あれはいいものだ』って……。

　琴音さんのファンクラブ会員に知られたら、僕の命が危ないと思うので、誰にも話すことはできないけどさ。

「次はメインイベントです。今度は私が秋しゆう馬ましゃんに日焼け止めを塗ってあげますねっ！」

　身体からだを起こした琴音さんは、僕から日焼け止めを受け取った。小こ瓶びんを握にぎり締しめ、ちょっぴり鼻息を荒あらくする。瞳ひとみは爛らん々らんと輝かがやいていた。

　僕にとってはメインイベントは終わった気がするんだけどな……？

「うん。よろしく頼むね」

　彼女のテンションの上がりっぷりに首を捻ひねりつつ、ビーチマットにうつぶせに横たわろうとした。すると、お嬢じようさまには珍めずらしい鋭するどい声で制される。

「秋馬しゃん。まずは仰あお向むけでお願いします！」

「え？　うつぶせじゃないの？」

「仰向けですっ！　危険な紫し外がい線せんから、秋馬しゃんの大事なオナカを守らなくてはいけません！」

「いやいや、オナカは自分で塗れるよ!?」

「いいえダメです私が塗って差し上げますから！　さあさあ、仰向けになって！」

　琴音さんに押し切られる形で、ビーチマットに仰向けになる僕。突つき出でたオナカがたゆんと波打った。

　瞳をハート形にして、琴音さんは僕のオナカを見つめた。ピンク色に染まった頰ほおに手を当てて、幸せそうに呟つぶやく。

「ハァハァハァハァ……。何度も妄もう想そうしまくった秋馬しゃんの生オナカが私の目の前に……♡　とっても柔やわらかそうですぅ……ぐへへ♡」

「って、琴こと音ねさん!?　どうしちゃったの、笑い方がおかしいよ？」

「そそそ、そんなことはありませんよ、じゅるり」

「ヨダレも垂れちゃってるし!?」

「それじゃ、日焼け止めを塗ぬって差し上げますね」

　僕のオナカを熱っぽい眼まな差ざしで見つめたまま琴音さんは日焼け止めを手に出した。

　勢いよくビンを振りすぎたせいで日焼け止めが大量に飛び散りまくってしまう。僕のオナカに瞳ひとみが釘くぎ付づけになっていたために手からこぼれていることも気付いていないようだ。

　片方の手のひらになみなみと白い液体を注いで。

「失礼します♡」

　瞳をハート形にしたまま、琴音さんは僕のオナカにそっと手を伸ばした。

　──ふにんっ。

　僕のオナカに琴音さんの指先が沈しずむ。

「はぁあああああああああああああああんっ♡」

　同時に、幸せそうな嬌きよう声せいが響ひびいた。

「柔やわらか～～～～～～～～～いっ♡」

　僕のオナカ、そんなに叫ぶほど柔やわらかいかな？

　日焼け止めがたっぷりとついた手で、琴音さんは僕のオナカを躊躇ためらいがちにそーっと撫なでる。

　日焼け止めがヌルヌルしてこそばゆい。しかも、日焼け止めが冷たかった。

「うひゃっ！」

　ヘンな声を出して、僕は身体からだを震ふるわせてしまう。

　──ぷよよよんっ。

　僕の腹肉も合わせて揺ゆれる。その途と端たんに琴音さんは悲鳴にも似た声を上げた。

「揺れてる！　オナカが揺れてますぅぅぅ♡　さては、私を誘ゆう惑わくしようとしているのですね、秋しゆう馬ましゃんのイケズ！」

「誘惑て！　そんなつもりはないよ!?　というか、喜びすぎじゃない？」

　僕の言葉も彼女の耳には届いていないようだった。

　次第に目付きが怪あやしくなってきた。酔よっぱらったみたいに瞳がトロンとしている。それと同時に次第に手の動きも大だい胆たんになってきた。

「ももも、もっとしっかり塗り込まなきゃいけませんね南国の紫し外がい線せんは有害ですから」

　オナカの肉に指をめり込ませるように、ぐにぐにと揉もみしだく。かと思いきや、脇わき腹ばらをくすぐったり、腹肉をまさぐったり。撫でてさすって、つまんでこねて。感かん触しよくを楽しむようにありとあらゆる触さわり方を試していた。

「ちょ、ちょっと琴音さん！　触さわり方が……なんていうかその……！」

　──なんだか、えっちぃよ！

　そんな風にツッコミたかったけれど、僕には指し摘てきできなかった。

　今回は『色っぽく迫る！』という追加ルールがある。とはいえ、おしとやかなお嬢じようさまである琴こと音ねさんがヘンなことを考えているはずがないからね。

「ダイエットのせいでサイズが減っちゃってましたが……この見事な弾だん力りよく。つやと張り。そして、プニプニ具合。なにもかもが最高です！」

　琴音さんは一心不乱に僕のオナカを撫なで回まわしている。三日三晩猛もう吹雪ふぶきの中を彷徨さまよった末に辿たどり着ついたロッジでお風ふ呂ろに入った瞬しゆん間かんのような──そんな幸せそうな蕩とろけ顔だ。

「ハァハァ……。手で触さわるだけで、こんなに心地良いのです。もしも頰ほおずりしてしまったら……琴音は幸せすぎて死んでしまうかもしれません……。ああっ、ダメです。そんなはしたない妄もう想そうをするなんて……♡」

　日焼け止めを塗ぬるっていう目的をすっかり忘れているのかな。うわごとのように、小声でなにかを呟つぶやいていた。

　声が小さすぎて僕の耳には届かない……あっ、ダメだよ！　おへそはくすぐらないで!?

　なぜだかわからないけれど、琴音さんはすっかり我を忘れているようだ。

「どうしちゃったのさ！　気を確かに持ってよ！」

　横たわったまま声を掛けた、その刹せつ那な。

　──ぷしゅ～～～～っ。

　お嬢さまの頭から、湯気のようなものが噴ふき出でるのが見えた気がした。

「はゎゎゎゎゎ～～～……」

　琴音さんがフラフラと僕の胸元に倒れ込んでくる。

「あわわわ！　琴音さん、しっかりして！」

　僕の首元に琴音さんの顔が押しつけられた。瞳ひとみはグルグル。頰は真っ赤だ。どうやら、興こう奮ふんしすぎて気絶しちゃったらしい。

　ていうか、どうして僕のオナカを触ってるだけで琴音さんは興奮しちゃったんだ？　興奮する要素一個もないよね!?　逆ならわかるけど！

「起きてよ、琴音さん！　こ、この状態はマズイよ～～～!?」

　琴音さんは僕の身体からだを下した敷じきにするような感じで横たわっている。

　すなわち──もにゅにょんっ♡

　琴音さんのたわわな胸が！

　僕に思い切り押しつけられちゃってるワケで!!

　ビキニ越しに、恐おそろしく柔やわらかい膨ふくらみを感じる。幸せすぎ……じゃなくて、気持ちよすぎて……でもなくて！　ドキドキしすぎて僕まで意識が飛んじゃいそうだよ！

　しかも、ここはビーチだ。周まわりには海水浴客がいっぱいいる。事情が知らない人が見たら、ビーチで抱だき合あってるようにしか見えないだろう。この状じよう況きようはヤバすぎる！

「琴こと音ねさ～ん！　目を覚ましてくれ～～～っ！」

　横たわったまま両肩に手を添そえ、僕は琴音さんを揺ゆり起こそうとした。

　そして、さらなる悲劇が起きた。

　音もなく。とても自然に。かつ大だい胆たんに。

　するり、と。

　琴音さんの背中で結ばれていたビキニの紐ひもが解けてしまったんだ。

　ああ、そっか。緊きん張ちようしながら手早く結んだせいで、うまく結べてなかったんだな。女の子のビキニなんて結ぶ機会はなかったから、失敗しても仕方ないよね。あははは☆　笑いごとじゃねえええええええええええええええええええええええええ!!

　不用意に彼女の身体からだを起こそうとすれば、ビキニがはだけて見てはいけない部分が見えてしまう。身動きが取れないよ！

「はぅぅぅぅぅぅぅんっ♡　幸せ～～～～っ♡」

　目を回したまま夢見心地で呟つぶやく琴音さん。

　彼女を支えたまま、トドのように横たわっている僕。

　そんな僕たちを見て、周まわりにいる野や郎ろうどもが慟どう哭こくしていた。

「あんな美少女と抱だき合あうなんて！　けしからん！」「ラブラブじゃねえか！」「見せつけやがって！　羨うらやましいくそおおお!!」

　男たちは滂ぼう沱だの涙を流し、白い砂浜に正しよう拳けん突づきをはじめる。

　見せつけてるわけじゃないよ！　誰だれか助けてええええ！

　僕は声にならない悲鳴をあげるのだった──。




　えーっと、ちなみに。

　琴音さんの名めい誉よのために付け加えておくと。

　彼女が気絶してしまったのは、『男の子の身体に触ふれたことがなくて、ドキドキしてしまったから』だそうだ。

　てっきり、琴音さんが『大きいオナカフェチ』なのかと思ったけど、そういうことではなかったみたい。

　目を覚ました琴音さんと、楽しく海水浴をして遊んだんだけど……。

　図らずも水着で寄より添そいあうなんて、大胆なことをしちゃったせいかな。彼女の方をまともに見られなかった。僕にしては珍めずらしく動どう揺ようのあまり空腹を忘れてしまっていたから、ダイエット効果はあったということにしておこう。




　　　　[image: 区切り]




　そんな感じで、沖縄旅行の日程二日目までを終えた。

　四月頃ころに旅行をすると雨が多いと聞いたことがある。でも、今回は晴天に恵めぐまれた。雲一つ無い青空を満まん喫きつすることができたんだ。

　満喫と言えば──、美お味いしい食事ってのも旅行の醍だい醐ご味みだと思う。というか、撲にとっては一番の楽しみだ。

　残念ながらダイエット中ということで、沖縄名物のお料理はほとんど食べられなかったのだけれど……それでも楽しく過ごすことができたのは、ダイエット部のメンバーとの触ふれあいがあったからこそだろう。

　さすがの僕でも、擬ぎ似じ的てきとはいえ女の子といちゃいちゃしていたら食事のことまで頭が回らなくなるよ。

　しかしながら。

　僕の心は沖縄の空のように晴れ渡っている──とはお世辞にも言いい難がたかった。

　来くる海みのことが気になって仕方がなかったんだ。

　沖縄に来てからというもの幼なじみは、ずっと一人で過ごしているようだった。

　来海のようすを遠くから窺うかがっていたんだけど、あいつはホテルのお土産みやげコーナーをぼんやりと眺ながめていたり、ベランダの椅い子すに腰掛けて大きな水族館のパンフレットを眺めたりしていたようだ。

　来海のヤツ、行きたかったのかな、水族館……。連れて行ってあげたかったよ……。

　ああもう。来海とケンカしてるってだけで、どうしてこんなに胸が苦しいんだろう。こんなことなら大食い大会なんて出なきゃよかったのかな……。

　ダイエット部のメンバーと過ごす時間の楽しさと、来海を想う切なさとが混ざりあったモヤモヤとした気分のまま。

　僕は沖縄旅行は後半戦を迎むかえることとなった──。











　　　　朝あさ凪なぎ来海の場合









　沖縄旅行三日目──四月四日。お昼過ぎ。ホテルのプライベートビーチ。

　椰や子しの木こ陰かげで、朝凪来海は膝ひざを抱かかえていた。

　日差しは眩まぶしい。海はエメラルドグリーンに輝かがやいている。家族連れやカップルが楽しげにはしゃぐ声が彼女を包んだ。

「秋しゆうちゃんのバカ……」

　周まわりの雰ふん囲い気きが明るければ明るいほど来くる海みの気分は沈しずんでいく。

　水着に着替えては見たけれど、一人では水遊びをする気にもなれなかった。せっかく可愛かわいいビキニを新調したのに。秋しゆう馬まに褒ほめてもらいたかったのに……。

　じんわりと涙が滲にじみそうになって、来海は唇くちびるを嚙かんだ。小さな声で幼なじみを罵ののしる。

「秋ちゃんのバカバカバカバカっ！　大っ嫌いなんだからっ！」

　本当は秋馬と遊びたい。南の島を満まん喫きつしたい。

　でも、来海は彼を許すことができなかった。

（どうして約束を破ったりしたのよ……）

　ダイエット中にもかかわらず、秋馬が大食い大会に出たのはこれが初めてではない。琴こと音ねを助けるために、やむを得ずフードファイトに出場したことがあった。

　テレビで大食いをしている秋馬を見て、来海は本当に悲しかった。裏切られたような気がして目の前が真っ暗になった。両親のいるアメリカに帰っちゃおうかと、本気で思ったほどだ。

　そのとき、秋馬と約束をかわした。

　なにがあっても、ちゃんと相談してくれるって……。

　それなのに。それなのに──……。

「またなんの相談もせずに大食い大会に出ちゃうなんて……信じられないわ」

　じんわりと涙が滲にじんできた。周囲の景色が霞かすむ。

　潮風に吹かれて涙の雫しずくがこぼれてしまいそうになった──そのとき。

　──もにっ♥

「ふにゃあ!?」

　いきなり背後から胸を揉もまれた。

「おおっ？　ぺたんこに見えるが、なかなかどうして柔やわらかい胸だな！」

　この声は二戸にのへ雪ゆき乃の──ゆっきー☆だ。

「ちょっと！　なにすんのよ！」

　涙を拭ぬぐって、後ろを睨にらみ付けた。クマ形ヘッドセット＆黒いビキニという格好のゆっきー☆が、目元でＶサインを作ってポーズを取っていた。クマ形ヘッドセットは海を意識しているのかサングラスを掛けている。

「暗い顔をしていたから、明るい気分にしてやろうと思ってな」

「だからって、いきなりヘンなことしないで！　っていうか、来海は別に暗い顔なんてしてないし！」

「やれやれ、くるみんは素直じゃないな……。寂さみしいなら寂しいと言えばいいのに」

　ゆっきー☆は同学年だが、年ねん齢れい的には一つ上だ。年上のお姉さんらしい優しげな笑みを浮かべつつ、来くる海みの隣となりに座った。

「寂さみしくなんかないってば！　沖縄をエンジョイしまくってるわよ！」

「いいのか？　そんなことを言ってるとダイソンを誰だれかにとられてしまうぞ」

「え……？」

「『ラブラブ♥沖縄ダイエット作戦』は大成功だ。ダイエット部の部員たちとドキドキな時間を過ごすことができた。ダイソンは体型を除けば、恐おそろしくイイヤツだからな。レンレンや琴ことにゃんも、ダイソンに惹ひかれてしまってるかもしれないぞ」

　来海は顔が引きつるのを感じた。

　ぷいっとそっぽを向いて、頰ほおを膨ふくらませる。

「いいもん。秋しゆうちゃんがどうなろうと、来海には関係ないし。ナイショで大食い大会に出ちゃうようなヤツは願い下げよ！」

　と、ゆっきー☆は指を伸ばして、ほっぺを突つついてきた。膨らました頰から空気が漏もれて、『ぷぅ』と間ま抜ぬけな音が出る。

「なあ、くるみん。本当にダイソンがくるみんを裏切って、大食い大会に出るようなヤツだと思っているのか？」

「…………」

「ダイソンは食い意地が張ってるのは確かだ。食い物に目が眩くらむこともあるだろう。だが、故意に誰だれかを傷つけようとするヤツでは決してない」

「それは……そうだけど……」

「アイツがなんの考えもナシに、大食い大会に出るはずがないんだ。いつまでもケンカばかりせず、ちゃんと話をしてみたらどうだ」

「で、でも、秋ちゃんには『話もしたくない』って言っちゃったし……」

　来海は白い砂浜にのの字を書く。

「それに……秋ちゃんと来海は、恋人ってより家族に近いんでしょ？　オキなんとかが分ぶん泌ぴつされちゃってるとか言ってたじゃない」

　今回の合宿のテーマは『恋をすると瘦やせちゃう！』というものだ。

　長い期間を一いつ緒しよに過ごして家族同然の存在が近くにいると、オキシトシンが分泌されて太りやすくなってしまう。

　自分と触ふれあうことがダイエットにとってマイナスになると知ってしまったことも、来海にとっては大きな枷かせとなっていた。

「来海と秋ちゃんが喋しやべっちゃ逆効果。そう言ってたのはゆっきー☆よ。秋ちゃんと仲直りなんてできそうにないわ……」

　すると、ゆっきー☆は『その言葉を待っていた！』と言いたげにウインクをした。

「いいぞいいぞ。私の作戦にまんまとハマっているな！」

「ゆっきー☆の作戦……？」

「うむ。大食いの件できみたちがケンカをしているのを見てな。今回のダイエット作戦を立案したのだよ！」

　来くる海みの鼻先に人差し指を突つきつけて、ゆっきー☆は自信満々に続ける。

「『ラブラブ沖縄ダイエット作戦』はくるみんとダイソンが仲直り──どころか、さらにアツアツになり、なおかつダイソンのダイエットにもプラスになる。そんな作戦なのだ！」

「来海と秋しゆうちゃんは、ちっとも仲直りできてないけど……？」

「まあ、聞いてくれ。ＰＥＡフエニル・エチル・アミンという恋愛ホルモンについて、私なりに調べたのだよ。恋愛ホルモンは『困難な恋愛』ほど分ぶん泌ぴつされやすいらしい。わかりやすい例を挙げるとすれば『ロミオとジュリエット』だな。家同士が反目し合っていたせいで、二人は人目を忍しのんで恋を育はぐくむことになった。そんな風に障害があるほど恋は燃え上がるのだよ」

「映画とかではよくあるパターンだけど、それって科学的にも証明されてるってこと？」

「その通りだ。普ふ通つうは三年もすればＰＥＡは分泌されなくなるそうだ。だが、紆う余よ曲きよく折せつを経て交際をはじめたカップルは、ＰＥＡが長期間分泌され続けるらしい。困難な結ばれ方をしたカップルは長続きするっていう統計結果もあるそうだよ。人体ってのは、実に面白いな」

「へえ～、そうなんだ。……フン、来海には関係ないけど。どうせ、来海相手には秋ちゃんは恋愛ホルモンなんてブンピツされてないだろうし……」

「幼なじみ同士だから、きみたちが一いつ緒しよにいるとオキシトシンが分ぶん泌ぴつされるに違いない。私はそう言ったな」

　きりっと表情を引ひき締しめて、ゆっきー☆は言い切った。

「──アレはウソだ！」

「え？　ウソなの？　めっちゃ信じてたんだけど！」

「自分たちの境きよう遇ぐうを考えて見たまえよ。仲が良かった幼なじみ同士が、家の都合によって引ひき裂さかれてしまっただろう？」

　来海は思わず口に手を当てた。

「あ……！」

「きみとダイソンは、ＰＥＡがバリバリ分泌されてもおかしくない境遇だと私は思うぞ。し・か・も、だ」

　クマ形ヘッドセットに装着されたサングラスがキラリと輝かがやく。

「私の作戦によって、この沖縄旅行でもくるみんとダイソンは引き離された。どうだい、くるみん。ダイソンと一緒にいられないとわかって、ＰＥＡが分泌されちゃってるのではないかね？」

「そ、そんなことないしっ」

「ふむ。そうか。では、私の策にハマってＰＥＡフニエル・エチル・アミンが高まったのは一人だけってことかな」

　ゆっきー☆は砂浜の片かた隅すみに視線を移した。

　つられてそちらを見た来くる海みは胸がきゅんと締しめ付つけられるような気がした。

　椰や子しの木に隠かくれて、パーカーを着た秋しゆう馬まがこちらを窺うかがっている。大きなオナカが隠し切れていない。

「ふふふ、ダイソンはきみと話したくて堪たまらないようだな」

　ゆっきー☆は立ち上がった。おしりについた砂を手のひらで払う。

「沖縄旅行は今日を含めて二日しかない。明日には機上の人となる。ケンカしててもつまらないぞ。さっさと仲直りをして、みんなで遊ぼうじゃないか」

　来海は膝ひざを抱かかえた。膝小僧に頰ほおをつけ、小さな声で呟つぶやいた。

「……考えとく」

　仲直りしたい。秋馬と遊びたい。

　その気持ちはとっても強い。

　だけど、秋馬の裏切り行為は許せない。

　寄せては返す波のように、来海の心は揺ゆれるのであった。
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　四月四日の午後五時過ぎ。ビーチで遊んでいた人ひと影かげが、かなり減っている。ビーチで遊び疲れてオナカが空く頃ころだ。みんなごはんを食べているんだろう。

　僕も食事をしに行きたい。ラフテーをたっぷり乗せた沖縄ソバ。箸はし休やすめに海ブドウとチャンプルーを摘つまむ。デザートにはスナックパインとサーターアンダーギー。

　そう言えば『サーターアンダーギー』と『ザンギ』で語感が似ているね。

　ザンギは北海道の鳥の唐から揚あげだ。嗚あ呼あ、唐揚げを山ほど食べたいなあ。パンに挟はさんでチキンサンド風もいいね。たっぷりのタルタルソースを乗っけて食べたら絶対うまいよ。うーん、オナカ空いた。

　食べ物のことが次々と頭に浮かんでは消えていく──僕が『食しよく物もつ連れん鎖さ』と呼んでいる状じよう況きように陥おちいってしまった。木こ陰かげに咲くハイビスカスの花すら美お味いしそうに見えるよ。じゅるり。

　しかし、僕は沸わき出すツバを飲み込んで空腹を堪たえた。椰子の木の陰かげに隠れて、じーっと来海のようすを窺うかがう。

　幼なじみは木陰で一人、膝を抱えていた。寂さみしげな表情だ。

　声を掛けたくて堪らない。アイツが許してくれるなら土ど下げ座ざだってするよ。

　だけど……僕は声を掛けられなかった。

　話しかけたら絶交するって、言われちゃってたからね。来くる海みに嫌きらわれてしまうのが怖こわくて、こんな風に遠巻きに眺ながめていることしかできないんだ。

　情けないな……。我ながら、そう思う。

　僕の心に住んでいる、ちょっぴり強気な僕が叫さけぶ。

　──あんな分からず屋は放っておいて、琴こと音ねさんや神かん林ばやしさんと遊ぼうぜ！　そっちの方が断然有意義じゃないか！

　……確かに、琴音さんたちと過ごした時間はドキドキだった。それだけでも沖縄旅行に来た甲か斐いがあると思う。

　だけど──もう一人の僕が叫んだ。

　──今日は四月四日だぞ？　今日という日を来海と一緒に過ごすためにフードファイトに挑ちよう戦せんしたんだろ!?　仲直りしなきゃダメだ！

　そう。僕と来海にとって、今日は特別な日なんだ。

　来海に声を掛けたい。ちゃんと謝って二人で沖縄を満まん喫きつしたいよ。

　ここ数日、幼なじみの声すら聞けていない。すぐ近くにいるのに、まるで離ればなれになっているかのような状態。もう耐たえられないよ！

　……よしっ。もう一度、謝ってみよう！

　幼なじみに声を掛けようと意を決した。椰や子しの木こ陰かげから踏ふみ出だし、砂浜を踏みしめて来くる海みの方へ近づこうとする。

　途と端たんに──ギロリ。

　来海が凄すさまじい視線で僕を睨にらみ付つけてきた。今にも嚙かみつきそうな瞳ひとみだ。

　うう、怒おこってる。絶対まだ怒ってるよ～～～っ！

　回れ右して、再び木陰へと隠かくれる僕。

　声を掛けることもできず、さりとて来海との仲直りも諦あきらめきれず。

　僕は来海を遠巻きに眺めていることしかできないのだった。

　そうこうしている間に日が傾かたむきはじめた。抜ぬけるような青空に、微かすかな黄昏たそがれ色いろが混じりはじめる。ギラギラと照りつけていた陽光もまろやかになった。

　くそう。四月四日が終わっちゃうよ……。

　自分の情けなさに腹が立ってきた。小さく唇くちびるを嚙んだ──そのとき。

「キミ、一人なの？　すげえ寂さみしそうにしてんじゃん。オレらと遊ぼうよ」

　大学生ぐらいだろうか。チャラそうな男が来海に声を掛けていた。男性アイドルみたいな、いわゆる細マッチョ体型。細い眉まゆ。明るい茶髪の無造作ヘア。なんとなくホスト風の雰ふん囲い気きだ。僕とは正反対のイケメンだな。髪の色がコンソメのポテチの袋ふくろに似てるから『コンソメ』と名付けよう。

　コンソメの隣となりに立っている大差ないルックスの男がゲラゲラと笑う。

「おまえロリコンかよ！　そんなコに声掛けるとか！」

　こっちの男は髪が赤い。こっちの男は『うす塩』と名付けることにする。

　コンソメも下げ卑びた感じで笑って、小声で言い返した。

「うっせえ。こーゆーウブっぽいコの方が、意外とホイホイついてくるんだって！　邪じや魔ますんじゃねえよ！」

　白い歯を輝かがやかせて、来くる海みに微笑ほほえみ掛ける。

「ねえ、キミ。名前、なんていうの？　すげえ可愛かわいいよね。オレ、一ひと目め惚ぼれしちゃった」

　コンソメの立ち居振ふる舞まいは自信に満ちあふれていて、女の子の扱あつかいに慣れているのが傍はた目めからでもわかった。

「く、来海だけど……」

　来海は膝を抱えたまま、唇くちびるをあゎあゎさせていた。強気で傍ぼう若じやく無ぶ人じんな幼なじみだけど、ああ見えてアイツは人見知りなんだ。僕のクラスに編入したときも、最初はビクビクしてたしね。

「へえ、来海ちゃんって言うんだ。オレらと一いつ緒しよに遊ぼうよ」

　うす塩も人ひと懐なつこい笑みを浮かべて、来海に語りかけた。

「オレたち、これから部屋でパーティでもして盛り上がろうって計画してんだ」

「女の子もいっぱい来るからさ。今は他のコたちが泡あわ盛もりを買いに行ってるとこだよ。いっぱい飲んではしゃごうぜ」

「せっかく沖縄に来たんだし、ちょっとぐらい冒ぼう険けんしちゃいなよ」

「キミもおいでよ。な？　いいだろ？　いこうぜ！」

　年上の男二人に矢や継つぎ早ばやに声を掛けられて、来海は完全にテンパってしまっていた。

「あ、で、でも……」

「いいからいいから！」

「あっ、やっ……！」

　コンソメが来海の腕を摑つかんだ。無理矢理に立たせて引っ張っていこうとする。

　自分で言うのもなんだけど、僕は気弱なタイプだ。大食い以外に取とり柄えもない。

　だから、彼らのようなリア充タイプが苦手なのだ。しかも、年上と来ている。

　普ふ段だんなら避さけて通りたいところだけど──身体からだが勝手に動いていた。

　木こ陰かげから飛び出し、砂浜を蹴けって駆かけ寄よる。

「おまえたち、その手を放せ！」

　怯おびえていた来海の顔がぱあっと明るくなる。

「……秋しゆうちゃん！」

　笑顔を浮かべていた二人組が僕を睨にらみ付つけてきた。

「あ？　なんか用か、このデブ！」

　うぐ、かなり怖こわい。ケンカ慣れしてるような雰ふん囲い気きが伝わってくる。すぐにでも殴なぐりかかってくるんじゃないかと不安になった。

　しかし、僕は足を踏ん張って睨にらみ返かえした。

「その手を放せって言ってんだよ。聞こえないのか？」

　うす塩が歩み寄ってきて、僕を見下すように睨んだ。

「なんだよ、デブ。このコの知り合いか？」

「僕は来くる海みの──」

　拳こぶしを握にぎりしめ、デカイ声で言い切った。




「僕は来海の恋人だ！　僕のカノジョに手を出すな!!」




　うす塩もコンソメも呆あつ気けに取られたように口を開けていたけれど、やがてゲラゲラと笑い出した。

「あんなだっせえデブなんかより、オレたちといる方が楽しいぜ。いこうよ、来海ちゃん」

　僕の言葉を無視し、コンソメは来海の腕を引っ張って行こうとする。

　うす塩は僕のパーカーの胸ぐらを摑つかみ上あげた。

「失うせろ、デブ。邪じや魔ますんじゃねえよ」

　めちゃくちゃ怖こわかった。足が竦すくんでガクガク震ふるえそうになる。

　だけど、今にも泣きだしそうな幼なじみの顔が僕に勇気を与えてくれた。

「僕はデブじゃない。ぽっちゃり系だ!!」

　無我夢中で男の足を思い切り踏んづけてやった。

「痛えええええっ!?」

　うす塩は足の指を押さえてうずくまる。

「ただ、オナカが出っ張ってるから、たまに足が見づらいことがあるんだ。ごめんね」

　ふふふ、下が砂浜でよかったな！　アスファルトの上だったら、貴様の足の指はなくなっていただろう!!

　──心の中で格好良くつけ足しておく。口に出して言うほどの余よ裕ゆうはなかったし。

「なにがぽっちゃり系だ、このやろう！　舐なめやがって！」

　怒ど鳴なり声をあげたコンソメに向けて、僕は突とつ進しんした。

「……しかも、僕はただのぽっちゃり系じゃないぞ！」

　来海の摑んでいた手を放し、男はパンチを放ってきた。

　なるほど。コンソメ・パンチというわけか……！

　ポテチは大好きな僕だが──身を低くして拳をかわした。

　そのパンチは食らうわけにはいかないな！

「僕は動けるぽっちゃり系だ!!」

　僕の髪を拳こぶしがかすめる。パンチを一寸で見切り、そのまま体当たりをした。

「どぅわあああああっ!?」

　軽くぶつかっただけなのに、男は吹っ飛んだ。砂浜で後ろ向きに三回転する。

　ダイエット中とはいえ、僕はかなりぽっちゃりしてる。ウエイトに大きな差があるんだ。勇気を出しさえすればガリガリ男になんて負けやしない。

「僕の大事な幼なじみに手を出すんじゃない！」

　男たちは返事をしなかった。「げぶう！」とヘンな声を漏もらして砂浜に突つっ伏ぷしている。

「しゅ、秋しゆうちゃん……！」

　魂たましいが抜けたみたいに呆ぼう然ぜんと僕を見上げて来くる海みは立ちつくしている。

　ケンカに気付いたのか、海水浴客がざわめいている。何事かとこちらを窺うかがっていた。

「逃げるぞ、来海！」

　僕は幼なじみの手を握にぎって駆かけ出だした。

　夕暮れに染まる砂浜を二人で走る。砂浜の端はしの人ひと気けのないところまで走り続けて、ようやく僕は止まった。

　息を切らしながら、振り返る。男たちが追いかけてくるようすはなかった。

「ああ～、怖かった……。ケンカなんてしたことないから、ドキドキしちゃったよ……」

　思い返すと足が震ふるえそうになる。よくもまあ、あんな怖こわそうな人たちに立ち向かっていったもんだ。

　来海は僕の手を握にぎったまま、ぽーっとこちらを見上げていた。

「来海、大だい丈じよう夫ぶか？　怪け我がはなかった？」

「う、うん……平気……」

「そっか。ならよかった。……あっ」

　慌あわてて僕は手を放し、その手で頭を搔かいた。

「話しかけちゃダメだって言われてたのに、見てられなくてつい飛び出していっちゃったよ。ごめんね」

　来海はなにも言わなかった。複雑な表情で胸に手を当てている。

　黄昏たそがれ色いろに染まる砂浜で、僕は幼なじみに向き直った。

　この機会を逃のがしたら、きっと一生後こう悔かいする。

　謝るチャンスは、今しかない。

　僕は勢いよく頭を下げた。

　──大食い大会に出場しちゃったことも、ごめん！

　そんな風に謝ろうとしたのだけれど。

　──ぐぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ～～～～～っ!!

　口を開く前に、僕のオナカが爆ばく音おんを轟とどろかせた。真ま面じ目めに謝ろうとしてるときに、どうして鳴り出すんだよ僕のオナカは！

　盛大にオナカを鳴らした僕を見て来くる海みはぷっと吹き出した。

　夕日に染まる美しい海を眺ながめて肩を竦すくめる。

「んもうっ、格好良く来海を助けた後に、こんなにロマンチックなところに来てるのに……秋しゆうちゃんってばしまらないわね」

「し、仕方ないだろっ！　このところ食事を減らしてるんだよ！」

　カロリー計算が得意な神かん林ばやしさん＆お料理に詳くわしい琴こと音ねさんの協力を得て、僕はしっかりとしたカロリー制限を行っている。沖縄に遊びに来てもそれは継続中だ。

「……ダイエットをやめちゃったわけじゃないのね」

「もちろんだろ。来海と約束したからね。目標体重になるまでは頑がん張ばるよ」

「だったら、どうして大食い大会なんかに出場しちゃったの!?　ダイエット中なのに！」

　来海は僕に詰つめ寄よってきた。

　幼なじみを真まっ直すぐに見つめて説明をする。

「ダイエット中でも、大食い大会に出場することができるんだよ」

「どういうこと!?　大食いなんてしたら、瘦やせられるわけないじゃない！『身体からだに取り入れるカロリーを減らすこと』が、ダイエットでしょう？」

　来くる海みの言うとおりだ。

　食事で身体からだに取り入れるカロリーを減らし、さらに運動などで使用するカロリーを増やす。

　そのカロリー収支がマイナスになれば、身体に蓄たくわえられた脂し肪ぼうは減っていく。

　ダイエットっていうのは、簡単に言えばそういうことだ。

「神林さんにカロリー計算の極意を教えてもらったんだ。彼女はこんな風に言っていた」

　ダイエットの師し匠しようである神林さんの格言を僕は繰り返した。




『一日の摂せつ取しゆカロリーは、一週間の平均値から算出すること！』




「……どゆこと？」

　来海は唇くちびるに人差し指を当てて、可愛かわいらしく首を傾かしげた。

「たとえば、一日の摂取カロリーを一五〇〇キロカロリーに制限すると決める。でも、どうしても多めに食べなきゃいけない日ってあるだろ？　みんなでパーティをするから、自分だけ食べないわけにはいかないとか、そういう理由でさ」

「一人だけ食事をパスしてたら、気まずくなっちゃうこともあるかもしれないわね……」

「で、その日は二〇〇〇キロカロリー摂とっちゃったとするよね。でも、『食事制限は失敗した！』って考える必要はないんだ」

「明らかにカロリーオーバーしちゃってるじゃない」

「多めに摂とりすぎた分は、翌日以降の食事を減らしていけば取とり戻もどせるらしいんだよ。二〇〇〇キロカロリー摂せつ取しゆしちゃったら、翌日以降を一四〇〇キロカロリーにしていけば、平均してみれば一五〇〇に近づくだろ？」

「一週間の平均値って、そういう意味なのね」

「うん。一日ぐらい多めに食べちゃっても後から調整すればいいんだ。さすがに、大食い大会で摂取したカロリーは莫ばく大だいだからね。その分を取り戻すために、僕はいまちょっと厳しめに食事制限してるんだよ」

「そうなんだ……。大食いしちゃっても、絶対に太るってわけじゃないのね」

「そう。食事制限も長い目でみなきゃダメってことらしいよ」

　感心したように頷うなずいた後で、来くる海みはキッと僕を睨にらみ付つけてきた。

「秋しゆうちゃんがダイエットを続けてくれてるってのいうのはわかったわ。でも、どうして来海に教えてくれなかったの？　そーゆーメカニズムがあるなら、事前に教えてくれといてもいいじゃない！」

「それについては後悔してるよ……。ちゃんと話しておけばよかった。来海を驚おどろかそうと思ったのが、裏目に出ちゃったんだ」

「来海を驚かせる……？」

　ちょっぴり照れくさくて、僕は手をもじもじさせてしまった。

「う、うん。フードファイトで優勝すれば旅行券がもらえるって知って、来くる海みに沖縄旅行をサプライズプレゼントをしてあげたかったんだよ。四月四日を……今日という日をお祝いするためにね」

「今日って、なにかの記念日だっけ？」

「覚えてない？　七年前の四月四日に来海は高たか森もり町ちように引っ越してきたんだよ」

　さざ波の音が僕たちを包む。潮風が幼なじみの髪をふわりと揺ゆらした。




「つまりね、今日は──僕と来海が出で逢あった日なんだ」




「じゃ、じゃあ、秋ちゃんは来海たちが出逢った記念日を盛大にお祝いしたくて、大食い大会に出場したの？」

「そうだよ。来海を怒おこらせる結果になっちゃったから大失敗だったんだけどさ……。ダイエット部のメンバーにも協力してもらったのに……僕ってばいつもこうだよなあ」

　幼なじみは驚いたように目を開いた。唇くちびるをあゎあゎさせる。顔が真っ赤に染まっていたのは、夕日に照らされたせいかな？　それにしては赤すぎる気もするけど。

「ばっ、バッカじゃないの？　記念日をお祝いわいなんて、秋ちゃんって女の子みたいね！　そんなことされても来くる海みはうれしいわけ……うれしいわけ……」

　真っ赤になった顔を見られたくないみたいにうつむいて、来海は小声でゴニョゴニョ続けた。

「うれしいわけ……あるけどっ。とってもうれしいけどさ……」

「記念日を祝いたいなんて、我ながら女の子みたいだと自分でも思うよ。でも、僕にとってはすごく大事な日なんだ。来海に出で逢あえたんだからさ！」

　来海の手を取って、僕は続けた。

　もう一つ、言っておかなきゃいけないことがあるんだ。

「二戸にのへさんが、こんなこと言ってたよね。来海と僕は付き合いが長いから家族同然になってるって……」

　仲のいい親友同士になってしまうと、愛情ホルモンが分ぶん泌ぴつされるようになってしまう。ドキドキは感じなくなり、安らぎを感じるようになるんだ。ダイエットをする場合は、逆効果となるらしい。

「で、でもさ、僕と来海は違うと思うんだ。来海がアメリカに行ってから、僕はずっときみのことばっかり考えてたし。久しぶりに帰ってきた来海はすっごく可愛かわいくなってて……一いつ緒しよに暮らしはじめてからも、ずっとドキドキしっぱなしだし……えーっと、それから……」

　ああもう、なにを言ってるのかわからなくなってきた。

　シドロモドロになってしまった僕の口に、来海はそっと人差し指を押し当てた。

「ゆっきー☆にも同じこと言われたわ。来海と秋しゆうちゃんは離ればなれになってたから、オキなんとかはブンピツされてないだろうって……」

「そ、そっか……。それならいいんだけど」

　と、来海は腰に手を当てた。偉そうにフンと鼻を鳴らして、僕に命令してくる。

「まあ、今回の件は許してあげるわ。でも、来海を不安にさせた罪は重いわよ。バツとして一発蹴けらせなさいっ！」

　来海は水着姿だ。今はサンダルを履はいてる。尖とがったヒールで蹴け飛とばされるよりもダメージは少ないだろう。

　僕は砂浜に跪ひざまずいて目を閉じた。甘んじてキックを受けることにしたんだ。

「それじゃ、いくわよ！　覚かく悟ごしなさいよね！」

　思わず身構えたんだけど……激しい痛みは襲おそってこなかった。

　代わりに──ちゅっ♡

　僕のほっぺに柔やわらかな感かん触しよくがあった。

　驚おどろいてまぶたを開く。幼なじみが僕の頰ほおにキスをしていた。

「い、一回しか言わないからよく聞きなさい」

　吐と息いきが掛かりそうな距離で僕を見つめて、幼なじみは小声で囁ささやいた。

「出逢った瞬しゆん間かんから、来海は秋ちゃんにドキドキしてるわ。ＰＥなんとかが出っぱなしだと思う」
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「来くる海み……」

　ＰＥＡフエニル・エチル・アミンは恋をしたときに分ぶん泌ぴつされるホルモンだ。

　それが出まくりってことは、つまり、来海は僕のこと──……。

「さっき来海を助けてくれたとき、『僕は来海の恋人だ！　僕のカノジョに手を出すな!!』って、言ってくれたよね。あの場を切きり抜ぬけるためのウソだとしても……すっごくうれしかった」

　微笑ほほえんだ幼なじみはあまりにも可愛かわいくて。ほっぺにキスされたことがうれしくて。僕の心臓は早はや鐘がねのように打ちまくってしまった。

「う、ウソなんかじゃないよ。僕は来海が……」

　来海を抱きしめたくなって、なにかに導かれるように手を伸ばしてしまう。

「でも、まだダメだからねっ」

　ぴょんと飛とび退のいて、僕の腕をすり抜けた。

　可愛らしくウインクを一発。

「秋しゆうちゃんがしっかり瘦やせてくれたら……そのときは恋人になってあげなくもないけどっ。来海も応おう援えんするからダイエットしようね」

　僕は赤べこ人形みたいにコクコクと頷うなずいた。

「う、うんっ。頑がん張ばるよっ！」

　満足げに頷うなずいた後で、来くる海みは肩を竦すくめた。

「んもうっ、せっかくの沖縄旅行なのに、もうほとんど時間が残ってないじゃない。明日の午後には飛行機に乗るんでしょ？　国際通りも見て回りたいし！　水族館も行きたいし！　海も満まん喫きつしたいし！　こんなことならもっと早く仲直りしておけばよかったわ！」

「それは、来海が口も利いてくれなかったから……」

「なによ！　来海が悪いって言うわけ!?」

　そのとき、すぐ近くから声が聞こえてきた。

「こらこら、ようやく仲直りできたっていうのに再びケンカをはじめてどうするのだね！」

　ハイビスカスの茂しげみからカメラを構えた二戸にのへさんが顔を出した。キジムナーとかいう沖縄の妖よう怪かいのようだ。『マイリス確定』と書かれたＴシャツを早速着込んでる。

「って、ゆっきー☆、なんでそんなとこに隠かくれてんのよ！」

「決まっているだろう。激しいキスシーンを動画にするためだ。さあ、ダイソン！　えぐりこむようにちゅーだ！　レッツ、ベーゼ！」

「英語とフランス語がごちゃ混ぜ!?　って、問題はそこじゃなくて！　ちゅーなんてしないよ!?」

　と、二戸さんの隣となりから神かん林ばやしさんと琴こと音ねさんも顔を出す。神林さんはパフスリーブの白いシャツ。琴こと音ねさんは白いワンピース姿だ。

　頰ほおを真っ赤に染めた神かん林ばやしさんが、手ての甲こうでメガネを上げつつ。

「か、間接キスをするだけでも気絶しそうだったのに、こんな人前で頰に口づけをしようとするなんて……信じられません」

　琴音さんは大きな胸を萎しぼませるようにして、大きく息を吐はいた。

「お二人が仲直りできたのはうれしいですが……はぅぅぅ。仲良しなところを見せつけられるのは複雑ですぅ……」

　なんで琴音さんが複雑な気分になるんだろう？

　僕にはわからなかったけれど、その疑問を解く前に二戸さんが腕を天に突つき上あげた。

「さあ、仲直りも済んだことだし！　五人で盛大に盛り上がるとしよう！」

「そうは言っても……もう夜よ？」

　夕日は傾かたむき、空には一番星が輝かがやきはじめてる。

「案ずるな、くるみんよ！　このゆっきー☆に秘策有り！　まだまだ沖縄を満喫できるぞ！　まずはみんなでＢＢＱ大会だ！」

「バーベキュ～～～～～っ!?」

　テンションが上がりまくる僕。ＢＢＱは、肉好きにとっては最高のイベントだ。ああ、お外で食べるお肉は何な故ぜあんなに美お味いしいのだろうか！

　じゅるりとヨダレを拭ぬぐった僕に、神林さんが冷静にツッコミを入れる。

「大おお村むらくんは食事制限中です。お野菜メインでお願いしますね」

「そ、そんなぁ……！」

「あはは、大食い大会で食べちゃった分を取り返さなきゃね！」と来くる海み。

　お肉が食べられないＢＢＱなんて、そんなの辛つらすぎるよ……。

　絶望感にうちひしがれそうになった僕に、二戸にのへさんは親指を立てた。

「なあに、ダイソン！　肉が食べられないなら、こっちのお肉を楽しみたまえよ！」

　琴こと音ねさんの後ろに回り込み、二戸さんが白いワンピースの上から大きな胸を持ち上げた。たゆんと二つの膨ふくらみが揺ゆれる。

「今夜だけは特別に琴にゃんの胸肉を食べ放題だっ！」

「なに言ってるの、二戸さん!?」

　顔を真っ赤に染めた琴音さんが瞳ひとみをグルグルさせて、大変なことを口走る。

「しゅ、しゅしゅしゅ、秋しゆう馬ましゃんが望むなら、ちょっとぐらい囓かじられても構いません」

　思わずたわわな琴音さんの胸元に視線が行ってしまう。

　その瞬しゆん間かん、神林さんの冷たい声が僕の鼓こ膜まくに突つき刺ささった。

「大村くんのえっち……」

「違うよ、神林さん！　僕はそんなつもりじゃ……」

　来くる海みが右足を大きくバックスイングして。

「とかなんとか言いつつ！　鼻の下が伸びてるわよ!?　このエロブタ野や郎ろう!!」

　思い切り、僕のおしりを蹴けり上あげてきた。

「もぎゃあああっ!?」

　っていうか、なんで僕が怒おこられてるの!?　僕は悪いことしてないよね!?

　僕の悲鳴とダイエット部の部員たちの笑い声が沖縄の空に響ひびきわたって。

　結局は相変わらずな感じで、沖縄旅行は幕を閉じたのだった。






結婚まで──あと四二kg












　☆☆☆神林憐のワンポイントアドバイス☆☆☆







　コホンコホン。

　えーっと、『恋をすれば綺き麗れいになる』というのは事実です。ＰＥＡフエニル・ニチル・アミンが分ぶん泌ぴつされると身体からだは瘦やせていくと言われています。

　しかし、二戸にのへさんが提案したように女の子と触ふれあえば瘦せるというものではありません。大おお村むらくんと朝あさ凪なぎさんの仲直りに必要だと言われたから従っただけで、本来であれば私は男の子と、か、かかか、間接キスをするなんてあり得ないことです。みなさんはマネをしないでください。

　また、『愛情ホルモン』であるオキシトシンの分泌によって太りやすくなるのも事実のようです。

　幸せな新しん婚こんカップルが陥おちいる『幸せ太り』や、一人暮らしの方が久しぶりに実家に戻もどったときに太ってしまう『帰省太り』なども、これが原因ではないかと私は思っています。

　家族と時間を共有することで感じる安らぎは素晴らしいものですが、体型維い持じにも気を配って頂くとさらに幸せに過ごせると思いますよ。
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　聖しよう護ご院いん琴こと音ねは憂ゆう鬱うつだった。




　一〇月の初め。高森第一高校イツコーは文化祭準備期間に突とつ入にゆうし、早くも生徒たちはお祭りムード。学校中を楽しげな空気が包んでいた。

　それなのに、琴音の気分は晴れない。

　放課後。二年Ｂ組の教室。クラス展示の準備をはじめたクラスメイトを見つめて、琴音は椅い子すに座ったまま遠い目をしてしまう。

　琴音の所属するＢ組ではコスプレ喫きつ茶さをすることに決まった。クラスメイトたちは笑顔で衣装合わせなどをしている。

　そんな生徒たちの中に、秋しゆう馬まの姿はない。

　二年に上がる際、琴音は彼と同じクラスになることをありとあらゆる神様にお祈いのりしたのだが、その願いは聞き届けられなかった。残念ながら隣となりのクラスになってしまったのだ。

　ダイエット部の他のメンバーも全員同じクラスだったのに、一人だけ別のクラスだなんて……自らの不運を呪のろったものである。

「はあ……」

　深いため息が漏もれてしまう。お行ぎよう儀ぎが悪いと思っていても、つい頰ほお杖づえをついてしまった。

　琴音の憂鬱の原因は、ただ一つ。

　──秋馬のことだ。

（秋馬さんは、すっかり瘦やせてしまったんですよね……）

　ダイエット部の結成から、およそ一〇か月。

　一二六キロあった体重は今や七〇キロまで落ちていた。

　実に五六キロもの減量に成功したのだ。

　二年生になってからも、琴音は秋馬のダイエットを邪じや魔まするためさまざまな作戦を遂すい行こうしてきた。

　たとえば、『スイートなアクセサリーで腹ペコ大作戦！』。

　父にお願いして、経営しているファミレス『ゴローンズ』でスウィーツをモチーフにした髪かみ留どめやケータイストラップなどを景品として用意してもらった。とっても美味しそうなショートケーキ型のヘアピンや、揚あげたてドーナツにしか見えないイヤホンパーツなどなど。

　そんな美味しそうなアクセサリーをそれとなく身につけることで、秋馬にお菓か子しを食べたくて仕方ない気分になってもらおうという作戦である。

　しかし、結果はあえなく失敗。

　秋馬は狙ねらい通り甘いものを食べたい気分になってくれたのだが……ダイエット部のメンバーが監かん視しをしていたために、大食いには走ってくれなかったのだ。

（秋馬さんが『可愛かわいいアクセサリーだね』って褒ほめてくださったのは嬉うれしかったのですけどね……えへへ……♡）

　そんな風にして、琴こと音ねの繰り出したお邪じや魔ま作戦はことごとく不発に終わっていた。

　成功した点を挙げるとすれば、ようやく一人の時なら『秋しゆう馬まさん』と嚙かまずに呼べるようになったことぐらいだろう（彼と面と向かってしまうと、未いまだに嚙んでしまう）。

「はあ……。まさか、こんなにダイエットがうまくいってしまうとは思いませんでした……」

　頰ほお杖づえをついたまま、琴音は胸を萎しぼませるようにしてため息を吐ついた。

　今にして思えば、ダイエット部のメンバーは完かん璧ぺきな構成だった。

　神かん林ばやし憐れんが、正しいダイエット知識を伝授する。

　朝あさ凪なぎ来くる海みが秋馬をすぐそばで監視し、叱咤しつた激げき励れいする。

　そして、二戸にのへ雪ゆき乃のが突とつ拍ぴよう子しもないことをしでかしては、明るく楽しい雰ふん囲い気きを作り出す──。

　ダイエット部のメンバーのおかげで、秋馬は心身の健康を害することなく瘦やせられた。

　ダイエットを妨ぼう害がいしようとしながらも、部員たちに乞こわれて琴音は減量に役立つお料理についていろいろと教える羽は目めに陥おちいってしまった。秋馬の減量に一役買ってしまったことは間違いないだろう。

　机の上に指先でのの字を描きながら、心の中で琴音は呟つぶやく。

（はぅぅぅ、瘦せてしまっても秋馬さんはとっても魅み力りよく的てきなんですけれどね……）

　琴音は太った男性が大好きだ。

　未だに『月刊　大おお相ず撲もう』は愛読しているし、大おお柄がらなプロレスラーの試合模様をネット動画で見かけるとついつい時間を忘れて没ぼつ頭とうしてしまう。ぷるんぷるんと揺ゆれるオナカのお肉を見るたびに胸がドキドキするのだ。

　秋馬は現在、身長一七五センチで体重が七〇キロ。ほぼ平均体重だ。

　瘦せてしまったせいで秋馬の魅力が失われてしまったかというと──琴音は首を横に振る。

　今でも秋馬のことが好きだった。

　秋馬のオナカが好きなのではなく、彼自身のことが大好きなのだ。

　そのことを再認識できたのは琴音にとって良いことだったと思う。

　しかしながら──。

　居ても立ってもいられず、琴音は立ち上がった。

　教室を抜ぬけ出だし、廊ろう下かへと向かう。柱に隠れるようにして隣となりの教室──二年Ｃ組の中を覗のぞき見た。

　Ｃ組も生徒たちも文化祭の準備をしている。こちらのクラスはオバケ屋や敷しきをやるみたいだ。

　作業をする生徒たちの中に──見つけた。

　秋馬の姿があった。彼を見た瞬しゆん間かんに琴音の心臓はドキドキと高鳴りはじめる。

　瘦せてしまっても、秋馬は素す敵てきだった。

　だが、彼が減量に成功したことで恐おそろしい事態に陥っていたのだ。

　そのことが琴こと音ねをどうしようもなく憂ゆう鬱うつにさせていたのである──。
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「ふむ、こんなもんかな……？」

　発はつ泡ぽうスチロールの塊かたまりをためつすがめつしながら僕は呟つぶやいた。岩っぽい形にナイフで削けずった発泡スチロールに塗と料りようで色を付けたんだ。これがオバケ屋や敷しきの内装の一部となる。

　クラスメイトたちもグループごとに別れて、衣装を作ったり看板を作ったりしてる。クラス委員長の神かん林ばやしさんの指示が的確だからか、今のところは順調に作業が進んでいた。

「素晴らしいチームワーク！　みなの青春の一ページを、余すところなく記録させてもらうからな！　頑がん張ばってくれたまえよ！」

　作業に勤いそしむクラスメイトのようすを、二戸にのへさんがビデオで撮さつ影えいしている。

　コスプレ衣装を作るのが上手じようずな二戸さんは衣装班のリーダーなのに。作業そっちのけで大だい丈じよう夫ぶなのかなあ……。

　思わず心配してしまった僕の耳に神林さんのクールな声が届いた。

「大おお村むらくん、またお客さんが来たようですよ」

　クラス委員長がちょっぴり呆あきれたように息を吐きつつ、メガネを手ての甲こうで上げる。

「お客さん？　僕に？」

　教室の入り口辺りに下級生の女の子が数人立っていた。

　僕に用事ってなんだろう？　制服についた発泡スチロールカスを払って立ち上がり、女の子たちの元へ向かう。

　近寄った途と端たんに、女の子たちの頰ほおが一いつ斉せいにピンク色に染まった。

「ふゎああ、ホントに大村センパイが来ちゃったよ！」「こんなに近くで初めて見ちゃった！」「すごおおおい！」

　いきなり絶ぜつ叫きようされちゃったよ。

　大食いチャンピオンになった頃ころから、こういう珍ちん獣じゆう扱あつかいにはなれてるからあまり気にはならないけどさ。

　頰を人差し指で搔かきつつ、僕は尋たずねた。

「えっと、僕になにかご用かな？」

「あ、あのっ、大村センパイっ！」

　すると、女の子たちの一人が歩み出た。黒髪の大人しそうな少女だ。来くる海みよりも背が低い。

　僕の前に立った途端に少女は陸に打ち上げられた魚みたいに口をぱくぱくさせた。緊きん張ちようしすぎて喋しやべれないみたいだ。

　友だちなのかな？　後ろにいる少女たちが口々に応おう援えんする。

「頑がん張ばれ、ミコ！」「しっかり！」「ファイトだよ!!」

　応おう援えんを背に受けて、ミコと呼ばれた後輩は大きく頷うなずいた。

「わ、私、一年Ａ組の姫ひめ岸ぎし命みことっていいます！」

　真っ赤な顔で封ふう筒とうを差し出してくる。

「こ、これっ、受け取ってください」

「うん？　なにかな、これ？」

「文化祭で、ウチのクラスはハンバーガーショップをやるんです。これ、無料チケットです！　大おお村むらセンパイにぜひ来て欲しくて！」

「わあ、本当に!?　すっごくうれしいよ！」

　現在もダイエットは継続中だ。でも、月に一度はチートデーを設けてる。チートデーってのは、たまーに食事制限を解除する日をつくることで瘦やせやすくするっていう方法だ。食事の管理をしてくれてる神かん林ばやしさんと相談して、今月は文化祭の日をチートデーにしてある。

「絶対に食べにいくよ！　楽しみだなあ」

　ハンバーガーは僕の大好物だ。文化祭で食べられるなんて最高だよ。ああ、早く文化祭がはじまらないかなあ。

　ついついヨダレを拭ぬぐってしまう僕。

　そんな僕を見つめて、後こう輩はいの少女は恥ずかしそうに唇くちびるを震ふるわせた。

「そ、それで、あのっ……も、もしよかったら……文化祭を私と一いつ緒しよに回って欲しいんです」

「文化祭をきみと一緒に？」

　なんで僕なんかを誘さそうんだろう？

　えーっと、僕は別に構わないけど──そう答えようと思ったとき、後ろから咳せき払ばらいの声が聞こえた。

「申し訳ありませんが、大村くんは文化祭の日は忙しいのです。ダイエット部の展示もありますからね」

　神林さんの言葉に、ビデオカメラを小こ脇わきに抱かかえた二戸にのへさんが頷く。

「それに、ダイソンはオバケ屋や敷しきでは吸きゆう血けつ鬼き役をやるんだろ？　西洋妖よう怪かいの総大将みたいなもんだ。そう簡単に抜ぬけ出だしてもらっては困るぞ」

　そっか……。文化祭の日は忙しいのか……。

　僕はミコと名乗った後輩に手を合わせて謝った。

「うーん、ごめんね。文化祭の日は予定がいっぱいなんだ。Ａ組のハンバーガーショップには絶対に行くからね！」

「わ、わかりました……」

　下級生の女の子は涙目になりつつも、なおも言いい募つのる。

「で、でも、私！　諦あきらめませんから！」

　ぺこっと頭を下げて後こう輩はいは走り去っていった。友だちもその後を追っていく。

　手の中の封ふう筒とうを眺ながめて僕は首を傾かしげた。

「どうして僕なんかと文化祭を回りたかったんだろう？　あのコも大食いファンなのかな？」

　デカ盛りのメッカとして町おこしに成功した高たか森もり町ちようにある高校らしく、文化祭では大食い大会がいくつも催もよおされる。僕は、その全すべてに出場を打だ診しんされているんだ。

「大食いってのは、まだまだ人気があるんだねえ」

　僕の言葉を聞いて神かん林ばやしさんはジト目をした。

「色いろ恋こい沙ざ汰たには疎い私が言うのもなんですが……それは違うと思いますよ」

「そうなの？」

「わからなかったのか？　今のは明らかにデートの誘さそいだろう」

　二戸にのへさんの言葉に僕は思わず笑ってしまった。

「あははは、からかうのはやめてよー。僕をデートに誘いたがる女の子なんているわけないだろ。フードファイターとして興味があるってことならわかるけどさ」

　額に手を当てて、ヌコ厨ちゆうなクラスメイトは大おお仰ぎように嘆なげいた。

「まったく、ダイソンめ……。いつまでデブキャラを貫くつもりだ……」

「そうですよ、大おお村むらくん。あなたは瘦やせたんです。もう標準体重の域に達しているんですよ？　ダイエットで最も重要な維持期に突とつ入にゆうしているんです！」

　神林さんによると、ダイエットは『体重を落とすこと』ではなくて、『落とした体重を維持すること』の方が大事なんだそうだ。

　瘦せたからって気を抜ぬくと、すぐにリバウンドしてしまう。

　ダイエットを意識しなくても、体重を維持できるようになってはじめて『ダイエット成功』と言えるようになるらしい。長い道のりだなあと思う。

　僕はぺたんこになったオナカを撫なでて首を傾げる。

「んー、まあ、多少は身体からだが軽くなった気はするよ。でも、あんまり変化はないと思うけどなあ……」

　というか、僕はそもそも太ってなかったしね。

「大違いだよ、ダイソン！　これを見たまえ！」

　タブレットＰＣを取り出した二戸さん。動画共有サイト『ヌコヌコ動画』を表示させた。

　再生された動画は──なんだこれ？　教室の片かた隅すみで吸きゆう血けつ鬼きに扮ふんした僕がマントを翻ひるがえしている。ほんの一〇秒ほどの動画だ。

「いつの間にこんな動画をアップロードしたの!?」

「いや、あまりにも良い出来だってんで、ついついな……」

　再生数は一〇万越え。『かっこいい！』とか『血を吸われたい！』とか『ウホっ！』なんてコメントが乱れ飛んでいた。

「ダイソン。きみはデブキャラだった頃ころから、顔のパーツだけは整っていた。イケメン顔ハメを使って体型を隠かくすだけで、格好良く見えていたぐらいだからな。そんなダイソンが瘦やせたんだぞ？」

　神かん林ばやしさんが二戸にのへさんの言葉を継ついだ。

「人間は体重を一〇キロも落とせば雰ふん囲い気きが変わります。二〇キロ落としたら人相が変わります。五〇キロ落としたら、それはもう完全に別人なんです」

「いいか、ダイソン。よく聞きたまえ」

　二戸さんは僕の肩に手を置いて、きっぱりと言い切った。




「──きみはイケメンになったんだよ！」




「はあ？」

「ただのイケメンじゃないぞ。超絶イケメンだ！　たった一〇秒ほどの動画でファンを大量に獲かく得とくしてしまうほどのな！」

　呆あつ気けに取られた僕は……またもや噴ふき出だしてしまいつつ、先ほどもらった封ふう筒とうを差し出した。

「あははは、二戸さんも素直じゃないなあ。そんなに僕をおだてなくてもハンバーガーをわけてあげるよ。チケット、みんなで一いつ緒しよに使おうね！」

「いやいや、そういう意味じゃない!!　どんだけマイペースなんだ、きみは！」

「スリムになっても、大おお村むらくんの言動はまったく変わらないんですね……。そこが大村くんのいいところだとも思いますが……」

　……ん？　そこで、気付いた。

「二人とも、髪にゴミがついちゃってるよ」

　教室の中で発はつ泡ぽうスチロールを削けずりまくってたせいで、二人の髪に小さな白い粒つぶがついてしまっていた。静電気のせいで、へばりつきやすいんだよね、これ。

「取ってあげるね。動かないで」

　二戸さんの長い髪＆神林さんのショートカットを手ですくようにして、ゴミを取ってあげた。

「ＯＫ。もういいよ」

　僕が微笑ほほえみ掛けると、途と端たんに二人の顔が真っ赤に染まる。

　どうして赤くなったのかな？　僕はヘンなコトしただろうか？

「……これだから困るんだ」「……大村くんは相変わらずですね」

　二人はそっぽを向いてブツブツと文句を言ってる。

「ダイソンはデブキャラの頃と同じような気安さで婦女子に接するのだ。優しくて大らかなイケメンなんて、モテモテになるに決まってるだろう常識的に考えて……。これは危険だぞ」

「そうですね。被ひ害がい者しやが増える一方だと思います……」

　肩を竦すくめる二戸にのへさんの隣となりで、神林さんも首を横に振った。

　なにを言ってるんだろう？　僕はイケメンなんかじゃない。商店街のオバちゃんたちにはモテるけど、せいぜいがその程度だ。からかってるのかな？

　……おっと、気付けば時刻が午後四時近くになっていた。

「僕、そろそろダイエット部の方に行くね。来くる海みを手伝ってくるよ」

「私もクラス展示の準備が一段落したら後から行きますね」

「くるみんによろしく伝えておいてくれ」

　クラスメイトにも声を掛けて、僕は部室棟へと向かった。




　ダイエット部──正式名めい称しよう『大おお村むら秋しゆう馬まをダイエットさせて格好良くしちゃうぞ♥部』でも文化祭で展示を行うことになっていた。

　生徒会に提出した企画名は『大村秋馬のダイエットのキセキ』。

　その名の通り、僕の行ったダイエットの模様をグラフや写真、動画などで展示するんだ。

　僕の体重が落ちたことは学校中で話題になっている。ダイエット方法に興味がある生徒も多いらしくて、新聞部による『あなたが期待している企画はなんですか？』というアンケートでもぶっちぎりの一位を獲かく得とくしたそうだ。

　特に体型が気になる女生徒たちは、ダイエット方法が気になるみたいだね。

　神林さんも「正しいダイエットの知識を広めるチャンスです」なんて意気込んでいる。

　ダイエット部の部長である来海に至ってはクラス展示の準備をそっちのけで作業に当たっていた。アイツは三学期に入学してきたから一年次の文化祭には参加できていない。だから、初めての文化祭で余計に張り切ってるようだ。

　よしっ。幼なじみのためにも、文化祭の準備を頑がん張ばるぞ！

　気合いを入れてダイエット部の扉とびらを開いた僕だったのだが──

「ど、どうしたんだよ、来海!?」

　椅い子すに座った幼なじみが、難しそうな顔で腕組みをしていた。

「うみゅみゅみゅ～～～ん……」

　可愛かわいらしいうなり声。ツインテールの髪が生き物のようにウネウネと動いている。

　テーブルの上にはさまざまな物が散乱していた。

　カラフルなペンなどの文ぶん房ぼう具ぐ類。僕の体型を撮さつ影えいした写真の束。動画編集ソフトの起動されたパソコン。

　そして、『がんばれ！　秋しゆうちゃんのダイエットのキセキ！』と書かれた画用紙。マス目の入った紙が貼はり付つけられており、体重を示すシールが折れ線グラフを形作っている。

　グラフは一月の終わりから一〇月のはじめまで続いていた。何度も停てい滞たい期を挟はさみつつも、順調に僕の体重が減っていくさまが一目でわかる。

　そして、画用紙の下にこんな文章が記されている。




『××まで、あと５キロ』




　数字の部分はカードを入れ替えることで変へん更こうできるようになっているんだ。

　目標体重は六五キロ。もう少しで目標達成だ。

　苦しいこともあったけれど、みんなのサポートのおかげでここまでやってこられたと思う。

　ちなみに。

　来くる海み以外の部員は誰だれも知らないけれど。

　×チヨメ×チヨメに入る文字は──『結婚』だったりする。

　目標体重まで瘦やせられたら、来海はご褒ほう美びとして僕と結婚するつもりらしい。

　本気なのかなあ……。目標達成が間近に迫ってきたせいか、グラフを見るたびにドキドキしてしまう僕なのだった。

　来海の隣となりに腰掛けつつ、尋たずねる。

「来海。怖い顔して、どうしちゃったのさ？　準備が進んでないの？」

　すると、幼なじみは小さく頷うなずいた。

「うん。ダメなの。ちっとも捗はかどらないのよ」

「どうしてだよ？　あんなに張り切ってたのに」

「来海が作業してると邪じや魔まばっかり入るんだもん！」

　そう叫さけぶと、来海はカラフルな紙束を取り出した。机の上に叩たたきつける。

「さっきから、何人も立て続けに女の子が訪ねてきてんの！　秋しゆうちゃんと文化祭を過ごしたいってラブレター置いてくのよ！　おかげで展示の準備が進まないわ！」

「あははは、ラブレターのわけないだろ？　僕にラブレターを送る奇特な女の子なんているはずがないからね」

　僕の笑い声を聞いて、来海の眉まゆが吊つり上あがった。封ふう筒とうの山を平手で何度も叩く。

「んもうっ、秋ちゃんは危機感が足りなさすぎ！」

　腕組みをして、来海はゴニョゴニョと呟く。

「ちっちゃい頃ころから、秋ちゃんは格好良かったもん。瘦せたらイケメンになるっていうのはわかってたわ。でも……。でもでも……！」

　来海はテーブルの上に置かれた写真の束を眺ながめる。

　どれもこれも上半身ハダカの僕の写真。記録用にと二戸さんが撮さつ影えいしたものだ。

　ダイエット部創設直後の体重は一二六キロ。かなりぽっちゃり系だと思う。

　だけど、最近の僕は五〇キロも体重を落とした甲か斐いがあってかオナカも引ひき締しまっていた。神かん林ばやしさんの指導で筋トレもしてるから、うっすらと腹筋が割れてきている。

「こうして並べてみると多少はオナカがへっこんだように見えるね。顔はあんまり変わらないけど」

「どこがよ!?　全然違うじゃない！　完全に別人よ！」

　僕の半はん裸らを見て、来くる海みはほんのりと頰ほおを染めた。またもや小声で呟つぶやく。

「うにゅ～……。格好良くなるとは思ってたけど、こんなにイケメンになるとは思わなかった。これじゃ不安で仕方ないわよぅ……」

「さっきから、なにをゴニョゴニョ言ってるのさ？」

　来海の顔を覗のぞき込こんで、微笑ほほえみ掛ける。

　幼なじみはますます真っ赤になってしまった。

「しゅ、秋しゆうちゃんが瘦やせてくれたのはうれしいけど……。目標体重を達成して欲しいけど……。もう限界！　モテモテになっちゃうなんて不安すぎて死んじゃうわ！」

　わけのわからないことを叫んで、来海はカバンからなにかを取り出した。

　これは……うわあ！　菓か子しパンの山だ！　そして、ポテチとコーラ！　あんこがたっぷりの和菓子もある！

　僕の大好物ばっかりじゃないか！　太っちゃうから、ここのところご無ぶ沙さ汰ただけど！

「秋ちゃん！　食べてもいいわよ！」

「そりゃうれしいけど……こんなに食べたら太っちゃうだろ？」

[image: ]

「太って欲しいの！　デブデブになれば、女の子にモテなくなるはずだもん！」

　菓か子しパンのビニール袋ぶくろを破き、チョコがたっぷりコーティングされたパンを僕の口に突つっ込こんでくる。

「つべこべ言わずに食べなさ～～～～いっ！」

「もがもがもがもが!?」







　正しいダイエットを実行すれば、人は誰だれでも瘦やせられると僕は思う。

　そして、太り気味の人が瘦せたなら、きっと人生は変わるに違いない。

　僕は瘦せることができたし、そんな僕の人生がちょっぴり変わったと思うからね。




　だけど──。




　僕のダイエット生活は、まだまだ波乱がありそうだ。






結婚まで──あと××kg

















　　　あとがき







　ご無ぶ沙さ汰たしております。風かざ見み周めぐるです。

「周」と書いて「めぐる」と読みます読ませます。覚えておいて頂けると嬉うれしいです。

　前巻の発売から、一年以上の間が空いてしまいました。お待ちくださっていた方、申し訳なかったです。執しつ筆ぴつ中ちゆうに腰を悪くしたり、入院してしまったり……さまざまなトラブルに見み舞まわれてしまいスケジュールが大幅にずれこんでしまいました。みなさまにお届けすることができてうれしいです。本当によかった！

　前代未聞（？）なダイエットラブコメ『嫁にしろと迫る幼馴染みのために××してみた』、三巻目にして最終回でございます。秋しゆう馬まくんと来くる海みちゃんのダイエットの顚てん末まつを最後まで楽しんでいただけましたら幸いです。

　さて、今回はあとがきのスペースがいつもより少し多めなので、嫁×の裏話的なことを書こうと思います。

　この作品にはさまざまなダイエット知識が登場します。実は、そのほとんどが僕の実体験に基づくものだったりするのです。

　えーつまり、平たく言うと、私は『激デブさん』だったのですね。

　大学生時代の僕はタイヘンにスリムでした。身長一七三センチで、体重が五八キロぐらい。瘦やせ気味にカテゴライズされる体重でしょう。

　ところが、大学卒業後にライターデビューをして、さらにライトノベル作家としてデビューをして。不ふ摂せつ生せいな生活がはじまってしまいました。〆しめ切きりに追われて徹てつ夜やを重ね、昼夜逆転なんて当たり前。明け方まで作業して、ひたすら食べて寝る──そんな毎日の繰り返しでした。食べることぐらいしか楽しみがないので、そりゃもう食べまくっていた気がします。寝しなにコンビニ弁当をダブルで平らげ、さらにデザートまで追加しちゃうぜ！　みたいな荒あらぶる食生活。

　ちょうど同時期、風見の暮らしていた下宿の近くに『横浜ラーメン』のお店ができました。横浜ラーメンというのは豚とん骨こつしょうゆ味のラーメン。スープの表面に脂あぶらの膜まくができるほどの超こってり系です。上京するまで食べたことがなかったのですが、これがまたうまい！　うますぎる！　そのお店が深夜三時までやっていたこともあり、執筆後の夕食に最適。私は週に三度はそのお店に通い大盛りラーメン＆ライスを注文していました。

　で、そんな生活を五年ほど続けまして。

　二〇代も後半になった頃ころに、ふと鏡を見て気づいたのです。

　──あっれ？　僕ってば、デブじゃね？

　恐おそるおそる体重計に乗ってみたところ──きゅ、九五キロ、だと!?

　一〇〇キロは目前。あと五キロ太ったら、〇・一トンです。このまま大台に乗ってしまったら取り返しがつかないような気がする……!!

　一念発起し、ダイエットを決意したワタクシ。まずはダイエットについて調べることにしました。

　世の中にはさまざまなダイエット情報があふれています。雑誌ではダイエット特集が常に組まれ続け、深夜のテレビでは瘦そう身しん器具がいつでも売られていますよね。そんな情報の中から、正しい情報を必死により分けたのです。

　結果、自分なりの僕はダイエットの極意にたどり着きました。

　その極意については、本作にできるだけ盛り込んだつもりです。

　そして、満を持してダイエット開始。

　九五キロあった体重が、三か月後には七〇キロ。半年後には六三キロまで落とすことに成功したのです（ドヤッ）。

　三〇キロの減量。一口に言えば簡単ですが、背中に背負っていた小学二年生の女子を降ろすのと同じぐらいですよ！　すごい！（余計にわかりづらい）

　それだけ体重を落とせば、外見はほぼ別人になります。ひさしぶりに会った作家仲間に、誰だれだか気づかなかったと言われたほどです。

　──ただ、ダイエット中は本当にキツかったです。特に食事制限が辛つらかった。ストレスが溜たまりまくり。心が折れかけたことも一度や二度ではありません。そんな辛い時期を支えてくれる女の子がいたらきっとラクだったろうなあという気持ちが、この作品を執しつ筆ぴつした原動力になっているのは間違いありません。

　読者のみなさんの中で太り気味で気になってらっしゃる方がいたらダイエットに挑ちよう戦せんしてみることをお勧すすめします。成功したら、きっと人生が変わりますよ。ただし、神かん林ばやしさんが口が酸っぱくなるほど繰り返してますが絶対に『無理は禁物』です。健康的なダイエットこそが成功への近道ですからね。

　もしもダイエットに挑戦して「辛いなあ」と心が折れそうになったら、本作を読み返してみてください。秋しゆう馬まくんや来くる海みちゃん、神林さんや二戸にのへさんが応おう援えんしてくれるはずです！　もしもダイエットに失敗しちゃっても大だい丈じよう夫ぶ、そんなあなたのオナカを聖しよう護ご院いん琴こと音ねさんが大喜びでタプタプしてくれるはずですよ！（笑）

　そんなこんなで紙し幅ふくが尽つきて参りました。最後に謝辞を。

　素す敵てきなイラストをつけてくださったkonomiさん。秋馬くんは太ってるけどイケメンで！　という無茶な要望に見事に応こたえてくださいました。ヒロインたちがたまらなく可愛かわいくて最高でした。特に来海のほっぺをプニプニしたい感は異常。ありがとうございます！

　そして、担当のＷさんとＫさんにも感謝を。いろいろとご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありません！（スライディング土下座で）

　次回作の予定は立っていませんが、新しいシリーズでお目に掛かれることを願っております。これからも応おう援えんのほど、よろしくです！
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風かざ見み 周めぐる

「嫁にしろと迫る幼馴染みのために××してみた」は、これにておしまいです。最終巻をお届けするときは卒業式を迎えたような寂しさを感じます（涙）。新シリーズでまたお会いしましょう！
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イラスト／ｋｏこｎｏのｍｉみ

相方のｋｉｎｏと同人サークル「きのこのみ」を主宰。

去年は××頑張りました！　今年は食べ物が美味しくて…

http://www.hcdl.net/kinokonomi/







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「風見 周先生」係

「konomi先生」係











本書は書き下ろしです。
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